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は じ め に

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振興 セ ンタ ーでは,わ が 国 デ ー タベ ー ス振 興 の た め発 足 以 来 各 種

事 業 を行 っ てお ります 。

わが 国 の情 報化 は 近 年 著 しく進 展 して お り,デ ー タベ ース も企 業 を 中心 と して活 用 され

て い ます 。社 内 デ ー タ ベ ース は情 報 流通 の合 理化 に,商 用 デ ータベ ース は調 査 ・研 究 活 動

の 効率 化 に と,そ の 比 重 は 高 ま って い ます 。

一 方
,デ ー タ ベ ー ス の 活 用 に は い くつ か の課 題 が あ り,そ の ひ とつ が技 術 者 の育成 で

す 。社 会 の情報 ニー ズ を理 解 し,コ ンピ ュー タ,通 信,専 門情 報 等 各分 野 の知 識 を 基 に,

デー タベ ー スを構 築,運 用,流 通,利 用 す る技 術 者 が 必要 と され て い るの です 。 技 術 者 の

育成 には,必 要 と され る知 識 ・技 術 の 内容 を 明 らか に し,体 系 化 す る事 が重 要 で す 。

今回 当 財 団 が実 施 した 調査 は,デ ータベ ー スの 利用 に関 す る知 識 を整 理 した もの て す 。

したが って,本 報 告 書 は デ ータ ベ ー スの利 用 技 術者 の育成 を 必 要 と して い る企 業 ・機 関

に とって 貴 重 な資 料 と な る もの と確信 して お ります 。

今 回 の 調 査 は、(株)日 本 統 計 セ ンタ ーの協 力 を得 て実 施 しま した 。

また,報 告 書 の編 集 ・作 成 に あ た って 専 門家 諸 氏 の ご 協力 ・ご指導 を賜 わ りま した 。 こ

こに 厚 くお 礼 申 し上 げ ます 。

本 報告 が関 係 各 位 の 参 考 に なれ ば 幸 い に存 じます 。

昭和62年3月

(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

理事長 円城寺 次 郎
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第1章 デ ー タベ ー ス の基礎

「デ ー タベ ー ス」 そ れ は,「 コ ン ピュー タ に入 力 してそ の機 能 を有 効 に 使 い 機 械 的 検 索

と処 理 が で きる よ う,収 集 ・処理 ・加工 され た情 報 の 集合 体」 と定 義 で きる。

コ ンピ ュー タ,印 刷 技 術 な らび に通 信技 術 の革 新 は,デ ー タベ ー ス と して 収 集 の 上 処 理

加 工 され た各 種 情 報 の集 合 体 を,ナ ンライ ンに よ り,必 要 な 時 に 必要 な場 所 で必 要 なだ け

自由に 従 量制 の メ リ ッ トを 活 か して,端 末機 の操 作 で取 り出せ る よ うにな った 。 従 来 技 法

と して の 人 力 に よる処 理 の 限 界 を超 えた 情報 の ハ ン ドリング が デ ータ ベ ー ス に求 め られ る

の も,時 代 の成 り行 き とは い え 当 然 の こ と と言 え る であ ろ う。

わ が 国 で の デ ー タ ベ ー スに 関 す る認 識 か ら実 用 な ら びに展 開 は,欧 米 に遅 れ る こ と10年

とい うの が常 識 とな ってい る。 それ は,共 通 して見 られ る一 種 の 閉 鎖 性,過 去 の実 績 基 盤

上 で の思 考判 断傾 向,幹 部 年 輩 者 に見 られ る コ ン ピ ュー タへ の ア レル ギ ー反 応 や 更 には,

漢字 処 理 を 伴 な う情 報 の デ ー タベ ース化 へ の 困難 性 等 が主 な原 因 とな って い た とい え る。

しか し,1986年 を 境 と して,日 本 も急 速 に デ ータ ベ ース の意 義 効 用 効果 に 関 す る認 識 が

高 ま って きた 。 従 来,海 外 版 の 利 用 が圧 倒 的 に 多 か った実態 のバ ラ ンス も,国 内版 デ ー タ

ベ ース が次 々 と登 場 す る に 及 ん で ,相 対 的 な 見 直 し気 運 に 入 りつ つ あ る。 本 章 で は デ ー タ

ベ ース の基 礎 につ い て ,そ の核 心 を 解説 す る こ と とす る。

1.1デ ー タベ ー ス の 種 類

デ ー タベ ー ス で利 用 で き る出 力 の情報 には 大 別 して 次の3種 が あ る。

⑦ 文 字情 報

文 献 ・図 書 ・雑 誌,ニ ュ ー ズ ・レ タ ー,な どの書 誌 事項(タ イ トル,著 書,出 版

元,刊 行年,抄 録 な ど),フ ル テ キ ス ト(全 文 情報)

◎ 数 値情 報

社 会 ・産 業 ・経 済 に関 す る統 計 や 各種 の数 値 や 実験 ・観 測 な どか ら得 られ る情 報

◎ 画 像情 報

物 質 の 分 子構 造 図 や,統 計 図 な ど,各 種 の グラ フ,特 許 の 説 明 図 な ど

この 内,◎ と◎ を ま とめ た もの や,数 値 と説 明文 の組 み合 わ せ,科 学 的 性質 や統 計主 体

に ま とめ た もの を 「フ ァ ク ト ・デ ータ ベ ー ス」 と呼 ぶ こ とが あ る。

現 行 デ ー タベ ース の主 流 は,圧 倒的 に⑦ の 文 字情 報 とな って い るが,◎ ◎,あ るい は,

フ ァク ト ・デ ー タベ ース が 次 々 と伸 張 して くる もの と考 え られ る。 また,⑦ の フル テ キ ス

1



トも逐 次増 加 の傾 向 に あ る。 た だ し現 段 階 では 図 や写 真 まで サ ポ ー トされ るに至 って お ら

ず厳 密 な意 味 で 一 次 文献 の持 つ 効用 価 値 に は まだ 及ば な い。 しば ら く時 間が かか るで あ ろ

う。

1.2デ ー タベ ー スの 情 報流 通 形 態

デ ータベ ー スの 特質 は,手 元 の端 末機 か ら公 衆電 話 回 線 を 介 して 相 手方 の シ ス テ ム まで

直 接 につ な ぎ,TSS(TimeSharingService),す な わ ち従 量 制 の メ リッ トを 活 か し

て オ ン ・リアル に 必要 な情 報 を必 要 な だ け 入 手 し得 る点 に あ る。

これ を 「オ ンライ ン」 とい い検 索 した 情報 は,受 信 しな が らそ の ま ま プ リンタに 出 力 が

で きる。一 般 に,デ ー タベ ー ス で の情 報 検 索 とい えば,こ の オ ンライ ンだけ と考 え て い る

向 きが 多 いが,「 ナ フ ライ ン」 とい って検 索 結 果 を端 末 機 か らオ ンラ イ ン発 注 し,出 力 を

メール で受 け 取 る方 法が あ る。相 当量 が ま と ま った状 態 な ら ,こ の方 が費 用 も安 く効率 が

よい。

また,SDI(Sel㏄tiveDisseminationofInformation)と い い,情 報 の 検索 式 が満

足 した 時点 でそ の 内容 を オ ン ライ ンで登 録 す る こ とに よ り,こ の登 録 に見 合 う新 しい該 当

情 報 が定 例的 に ナ フ ライ ン ・プ リン トの 形 で継 続 し送 付 され る方 式 が あ る。

日本 の 代表 的 な デ ー タベ ー ス で あ るJOISに は ス タ ンダー ド ・SDIと い って,あ ら

か じめ 見 計 らい で専 門者 に よ り作 成 され た 標 準的 なSDIテ ー マが,一 般 科 学,Medline

医学,化 学 につ き,437,21お よび20テ ー・7もあ る。

オ フ ライ ン,SDIの 両 者 は,雑 誌 や 書 籍,単 行 本 ,あ るいは 会 議 議事 録,各 種報 告 書

等複 写 の利 く もの に 限 られ,新 聞情 報 な ど保存 と管 理 の しに くい もの につ い て は,マ イ ク

ロフ ィ ッシ ュか らの プ リン トで供 給 され るの が通 例 とな って い る。

いず れ に して も,目 的 と量,緊 急 度 を十 分 に考 慮 判 断 して ,コ ス トに見 合 う発 注 方法 を

とらなけれ ぽ,デ ー タベ ース情 報 管 理 技 法 の メ リ ッ トは 半 減す る。 われ わ れ 日本 人 は 何 故

か 性急 で,情 報 を 即 入手 した い とい う気 持 ちに駆 られ が ち の傾 向が 多 い の で注 意 した い 。

1.3デ ー タベ ー スで の情 報 検 索の 進 め 方

一 番 始 め の ところ で 挙げ た よ うに
,数 多 の情 報 は デ ー タベ ー ス ごとで の シ ス テ ム基準 に

従 い,フ ァイ ル と呼 ばれ る区 分 に よ って 整 然 と コ ン ピ ュー タの 中 に収容 され る。従 って,

この情 報 を 目的 に見 合 って 効 率 よ く引 き出 す た め には,そ れ な りの因子 をキ ー と して運 用

しなけ れ ぽ な らない 。 この 手 段 と して,最 も使 用 され る もの が 「キ ー ワー ド」 であ る。 た
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だ し 外 国 で は 「キ ニ ワ ー ド」 と い う 言 葉 を 説 明 に 使 う こ と は あ っ て も,実 際 出 力 な い し表

現 で は 使 わ な い 。 代 わ っ て"Descriptors"と か"Identifiers"と い う 表 現 を 用 い る 。 こ

れ は,そ れ ぞ れ 主 た る キ ー ワ ー ド,従 た る キ ー ワ ー ド と 解 釈 す れ ば 理 解 が 早 い 。

1.4オ ン ライ ン情 報 検 索 の ため の 鍵

1.4.1キ ー ワー ドの 位置 づ け

デ ー タベ ー ス を使 う情 報 検 策 の 具体 的 方 法 の説 明 に入 る前 に,キ ー ワー ドが どの よ うな

方 法 で割 り付 け され て い るか の実態 を ご紹 介 したい 。 もち ろ ん,人 工 的 に,著 者 あ る いは

デ ー タベ ー ス編 集担 当者 が収 録 しよ うとす る文 献 内容 を解読 し,そ の判 断 に基 づ い て キ ー

ワー ドを振 り付 けす る場 合 もあ るが 検 索 効率 の点 か ら見 る とそ の 徹底 は 期 しが た い 。専 門
ロ

的 表 現 で 「イ ン デ ック ス ・タ ー ム の 自動 切 り出 し」 とい って,原 文献 を受 け 直 接 方 式 で

キ ー ワ ー ドが 抽 出 され る もの が あ る 。 表1-1は ㈱ 平和 情 報 セ ンタ ーが"HAPPINESS

"と い うシス テ ム で実 行 した ものの 一 例 で あ る。

実 例 を 見 て戴 くとキ ー ワー ドが 自動 的 に振 り付 け され る過 程,逆 の表 現 な ら,キ ー ワー

ドか らそ の キ ー ワー ドを 含 む 文献 を,収 容大 型 コ ン ピュー タの 中 か ら引 き出 し得 る過 程 そ

の もの が 判 って載 け る もの と思 う。

1.4.2分 類 コー ドとキー ワー ド

キ ー ワー ドで関 連 性 の あ る もの を あ る基 準 に基 づ い て結束 し,こ れ を情 報 検 索 の手 段 と

した もの が あ る。 表 現 は種 々あ って も 「分 類 コー ド」 と呼 ぶ こ とが 多 い 。 この 方 法 は各 種

の デ ー タベ ー ス で実 用 化 され て い る。 原理 や原 則 を よ く理 解 で きた ら一 般 的 な キ ー ワー ド

利用 の ケ ース よ り,遥 か に 適切,か つ 合理 的 な検 索 結果 に つ な が る の に,不 思 議 に利用 の

頻 度 が 少 な い 。

キ ー ワー ドとは,そ の 字 の示 す よ うに鍵 とな る言 葉 であ り,そ の語 の もつ 固 有 概 念 自体

の表 現 に す ぎな い 。語 が か われ は,自 ず か らそ の語 の持つ 対 象概 念 な い し本 質 か ら外 れ て

しま う。 もち ろん シス テ ム ・コ ン ピ ュー タは 受 け付 け な い。 この 点,分 類 コー ドは,関 連

あ るキ ー ワー ドのほ ぼ全 部 を明 確 な解 釈 判 断 基 準 に 立 ち,定 め られ た 数 列 で の ツ リー構造

と して そ の コー ドに収 容 してい るか ら,検 索 のた め の効 率 化 には 都 合 が よい。 す な わ ち,

一 種 の ゼ ネ ラル な母 集 団 が 作 りだ され る こ とに な り,こ れ に 対 して お こな う理 論 演 算結 果
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表1-1キ ー ワー ドの生 成 過 程(例 証)

月以内に予知できるようになるそうだ。

[分 かち書 きの結果]

聾難欝欝i難1灘蝦lill
[漢 字 フリカナ結果]

㌶ 灘i嶽;;㌶ll籔 ・1露;
1994

[元 原 文]原 文 】

欝≧茎欝欝璽i籠灘i撒 灘;藷粥

li霧懇 竃1;i欝㌶ 鶯魂
[カ ナ フ リカ ナ結 果]

ili霧螺ii;iiiiiii雛羅lil懸

1998ネ ン

ヨポ ウ

1カ ゲ ツ

フ セク、、 コ ト

21セ イ ‡ ノ ‡ 、・

h"11ツ

シ ヨク リヨウ セイ リ ン カ'・

2001ネ コ

タ 、、イ三ノ、、シ ン オ

【選 び 出 さ れ た キ ー ワー ド']

1

2

2

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

未来▲ ミヲイ▲ ミ,イ

がん▲ ガ ン▲ が ウ

予防 ▲ ヨポウ▲ ヨホ"ウ

転移 ▲テ ンイ▲70イ

ウイルス病 ▲ ウイルス ピgウ ▲ ウイbλ ヒ、ヨウ

治療 藁▲ チ リ●ウヤ ク▲ チリヨウ争ク

開発 ▲カ イハ ツ▲ カイハツ

21世 紀▲21・ セイキ▲21セ イ零

技術 予測▲ギ ジュツ ヨソ ク▲ い シ、ユツヨソク

専門家 ▲セ ンモ ンカ▲ セOfンh

閥査結果 ▲チ ロウサケ ッカ▲ チヨウリケツカ

発表▲ハ ッピeヴ ▲t)ツヒoヨ ウ

遺伝子 操作▲ イデ ンシソ ウサ ▲ イf.OJtソ ウリ

食料生産 ▲ シHク リHウ セ イサ ン▲ シヨクリヨウセイリO

実現▲ ジツゲ ン▲ ヅ ツい ン

ロポ ッ ト▲ ロボ ッ ト▲0ホ 、ツト

土木工 事▲ ドボ クコウジム ト、ホ"ク コうヅ

従 事▲ ジュウジ▲ シ・・1ウシ"

治療 ▲チ リ目ウ▲ チリヨウ

可 能▲カ ノウ▲ カノウ

大 地震 ▲ ダイジ シ ン▲ タ"イ ヅ 数ン

予知▲ ヨチ▲ ヨチ

《平和情 報セ ンターのHAPPINESS処 理に よる)
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の幅 が で きる。言 い換 え る と,味 わ いが あ り,か つ 目的 に密 着 した層 の深 い検 索 結 果 に ま

で つ なが って来 る。

言 語 学 で は な いが,外 国 語は 日本 語 よ りも明確 な文 法 な らび に語 学 的 体 系 づ けが され て

い る。 時相(TENCE)や 複 数 の 概 念 も明瞭 で あ る。加 え て デ ー タベ ース の歴 史 と運 用

過 程 か らの改 良充 実 の度 も高い 。参 考 にす べ き物 の考 え方 や 見 方 も豊 富 とい え る。 先 に 挙

げ た"Descriptors"と か"Identifiers"と い う表 現 で の ギ ー ワー ドと,コ ー ド分 類 が 実

際 に 出 力 の記 事 文献 の中 で 振 り付 け られ てい る実 態 か ら コー ド分 類 の 関 係 を表1-2に 挙

げ て,上 記 の 具体 的 解 説 と しよ う。

表 は,海 外 の主 要 デ ー タベ ー ス な ら,殆 ど一 様 に 含 まれ て い る フ ァイ ル:Compendex

の カ テ ゴ リー ・コー ド ・CALCORDを 記 事 文 献 とキ ー ワー ドとの対 象 で 引用 した もの

であ る。表 か ら判 る よ うに,カ テ ゴ リー ・コー ドは3桁 の 階層 構 造 とな って い て ,小 区 分

での コー ドとな って も包 含 す るキ ー ワー ドの数 は 単体 の キ ー ワー ドと比 べ て遥 か に 多い 。

逆 に い え ば 数多 の 関連 す る キ ー ワー ドが一 緒 に 統合 され一 つ の コー ドとな って い る。

検 索 の基 礎 とな る論 理 演 算は1.5で 挙 げ るが キ ー ワー ドば か りの 演 算 で な く,キ ー ワー

ドと カテ ゴ リー ・コー ド(分 類 コー ド),ま た は分 類 コー ドと分 類 コー ドとの演 算 の 方 が

効 果 も あ り,か つ 幅 を も つ 検 索 結 果 に 繋 が る事 を先ず 認 識 して 掛 か った方 が よい 。分 類

コー ドは デ ー タベ ー ス ご とに種 々あ るか ら実際 現 物 を参 照 して 戴 きた い。

1.4.3シ ソー ラス(THESAURUS) .

キ ー ワー ドは 「シ ソー ラス」 とい う一種 の字 引 の 中に整 然 と収 容 され て い る 。語 と して

の 上 下 階層 関 係 や関 連 語 も示 され て い るか ら検 索 に先 立 ち ,必 ず 参 照 して,必 要 な もの を

抜 き出 してか ら掛 か る よ うにす る 。

オ ンライ ン情報 検 索 での 出力 速 度 は,通 常 の場 合 で も300BPS(30字/秒)か ,1200

BPS(120字/秒)と 早 い 。一 旦,シ ステ ムに入 ってか ら ,す な わ ち検 索 段 階 で の キ ー

ワー ド選 択 は 時間 の ム ダす なわ ち コス ト高 に つ なが り,ま た,思 い つ きの域 を 越 え ず不 合

理 とな る。 オ ン ライ ン情 報 検 索 の実 行 に 先 立 ち,十 分 にキ ー ワー ドを し らべ 結 果 を想 定 し

た検 索 戦略 を立 て る習慣 づけ を しな け れ ば な らな い 。

表1-3に,国 内 デ ー タ ベ ー ス のJOISで の シ ソー ラスを,ま た,表1-4に 海 外

デ ー タベ ース:INSPECで の シ ソー ラス一 部 を ご参考 と して 挙 げ た 。
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表1-2海 外 で の キ'一 ワ ー ド表 現 と分 類 コ ー ドの 関連
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表1-3シ ソ ー ラ ス(国 内 のJOISの 例)

放 射 線 分 解(ホ ウ シ ャ セ ン ブ ン カ イ)

CA22.PAI20,0

F

↑
・

U

B

パ ルス放射線分解

分 解

分 解反応
・ 化学反応

放 射線化学反 応
・ 化学的放 射線 効果

・・ 放射線効果

… 寮効果

・ 化学反 応

放 射線院 展(ホ ウシ ヤセ ンポ ウゴ}

NAO80,0

UF保 健物理

BT※ 防止

保護

RT ;CRP

線量測 定
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放 射線 防護 作用(ホ ウシャセンポウゴサ ヨウ)
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RT生 物 学的放射線効果
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EAI20,0
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BT放 射特 性
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・ 平衡
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1.5論 理 演 算 の方 法 と留 意 点

オ ンライ ンに よ り,デ ー タ ベ ー スに 蓄積 収 容 され た記 事 文 献 情 報 の 中か ら必要 な情 報 を

取 り出す には,論 理 演 算 と い う方 法 を 使 う。 「論 理 演 算」 という と,た ち まち難 しい もの

の よ うに取 られ が ち で あ る が,原 理 原 則 さえ理 解す れ ば簡 単 に入 って い け る。 ア レル ギ ー

感 覚 に陥 る こ とは な い 。

表1-5に,こ の 原 則 を 図 示 した もの を挙 げ る。一 種 の 集 合論 で あ り,構 成 は,基 本 的

に論 理 積,論 理 和 な らび に 論 理 差 の三 種 とな る。組 み合 わ せ な らび に応 用 動作 は 数 々 あ る

が,一 般 に使 われ る もの は 表1-5に 示 された もの が殆 どで あ る。

論理 積,論 理 和 な らび に 論 理 差 の記 号は,記 号AND,ORな らび にNOTを 使 う。 こ

れ に 代 わ って,デ ー タベ ー ス に よって は,こ の各 々に対 し,*,+,な らび に 一 を使 う も

の が あ る。 詳 細 の使 い方 は それ ぞれ の マ ニ ュア ルに 従 うとよ い。

表1-5論 理 演 算 の 基 本 形態 と意 義

論理演算はカッコを使って◎AND(◎OR〔))NOTeの ように自由に組み合わせる ことができる

論理積

◎ ・ ◎

論理和

3

論理 差

① ◎

④ ◎ ④ ◎ ④@

‡㌫ ㌶ と@隷 ㌶ 膿 の'も磁 瓢 ξ含み
検索式 ④AND@検 素式 ④OR◎ 検素式 ④NOT◎

該当文献 ① 該当文献Φ②③ ,該 当文献 ③

この論理 演 算 に は,キ ー ワー ドの他 に 先 に挙 げ た分 類 コー ドも使 え る し,こ れ らの 組 み

合わ せ もで きる。 コ ン ピュ ー タの 内部 に収容 され た 膨 大 な情 報 か ら必 要 な もの を論 理 演 算

で検 索 とい うことか ら長 い 手 間 ち時 間 を想像 され る 向 き もあ ろ うが,通 常 の検 索 結 果 は,

お よそ1～2秒 の 早 い 速 度 で は ね返 って来 る。 この速 い反 応(ク イ ック ・レス ポ ンス)が

「ナ ンライ ン情 報 検 索 の 醍 醐 味 であ る」 とい え る。 しか し,一 般 傾 向 と して この よ うな雰

囲 気 に慣 れ て くる と,感 覚 ず れ して十 分 な事前 企画(検 索 式 の 立 案 検討)を 踏 まぬ まま,

安 易 に検 索 に 入 った り,途 中 で 思 い つ きの ま ま,キ ー ワー ドを 入 力 す る よ うな 形 に進 ん で

い く。 度 々原 点 に帰 って この技 法 の本質 を確認 し直 し,不 断 の 追 求 検 討 を続 け る熱意 が な

けれ ぽ 真 の オ ンライ ン情 報 検 索 の 力は つか な い。
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第2章 データベース利 用の共通知識

オ ン ライ ンに よ りデ ー タベ ー ス を駆 使 して必要 な情報 を取 り出 し
,目 的 に あ った 戦略 の

た め の新 しい情 報 を作 り出す 管 理 手 法 は 在 来 か らの観念 技 法 とは か な り違 う側 面 を持 っ て

い る。 この 本質 を十 分 に咀 噛 して か か らな い と ,折 角 の効 果 は 望 む べ く もな く,か え って

仕 事 の消 化,解 析 に手 間取 り,混 乱 を起 こす こ とに な りか ね な い 。 本章 では ,基 本 とな る

核心 的 な こ とに つ いて解 説 す る。

2.1デ ー タ ベ ー ス の 所 在

2.1.1世 界的 伸 張傾 向 と 区 分層 別

デ ー タ ベLス の 経 年 伸 張 を 表 す もの と して先 進 米 国 で急 激 に の び た1980年 以 降 の実 態

デ ータ を表2-1に 挙 げ る。 世 界 的 分 布 と内 容は デ ー タ ベ ース 白 書 に 出 て い る。参 照 され

た い 。 表2-1米 国 で の デ ニ タベ ー ス伸長 状 態

年 度 デ ー タベ ー ス の 数 ※ Producer数 Onlineservice数 ゲ ー ト ウ ェ イ 数

1980400 221 59

1981600 340 93

1982965 512 170

19831,350 718 213

19841,878 927 272

19852,453 1,189 362

19862,901 1,379 454 35

※1)デ ー タベ ース群 の数 中 には 、 フ ァイ ル とよは れ る専 門情 報 源 を 含む
。

2)ゲ ー トウ ェイ とは 、1な い しそ れ 以上 の オ ノ ライ ン ・サ ー ビスを通 じて ユ ーザ が ア クセ

スで き総 括 サ ー ビス と規定 す る。

日本 で も1986年 を境 と して そ の 数 は 飛躍 的 に増 加 した。1987年 に入 ってか らは従 来 限定

メ ンバ ーだ け での利用 しか 出来 な か った デ ー タベ ースが
,既 存 の ネ ッ トワー クに乗 り容易

に使 用 で き るよ うにな った 。 そ の一 部 の 例 を あげ て も ,JETRO(日 本 貿 易振 興 会)と

MDB(日 本 能 率協 会総 合 研 究 所)が,HINETか ら ,ま た,大 阪 市 都 市工 学 情 報(大

10一



阪市)と 食 品産 業 フ ァイ ル(財 団法 人 食 品産 業 セ ンタ ー)が,日 本 科 学 技 術 情報 セ ンタ ー

のJOISか ら とい った状 況 にあ る。 また,NTTの ネ ッ トワー ク:DEMOS-Eを 媒

体 と して,各 種 の新 しい デ ー タ ベ ース を利 用 で きる よ うに な りつ つ あ る。

もと も とデ ー タベ ー スは,コ ン ピュー タ に各種 の情 報 を入 力 し,こ れ を,あ る シ ステ ム

運用 の も と で キ ー ワー ド等 の論 理 演 算 に よ り自由 に取 り出せ る よ うな 仕 組 み とな って い

る。 そ の意 味 では,企 業 や 機 関 ご とに 作 成 の もの も広 義 の デ ータ ベ ー ス とい うこ とに な る

が,こ の種 の もの は上 記 に あげ た よ うな公 共 施策 を 伴 い公開 され る シス テ ムに設 定 され て

い る もの は稀 で,汎 用 性 に とぼ し く専 門 的 な形 に な っ てい る もの は 少 な い。 す な わ ち,内

部 の デ ー タベ ー ス と して 存 在 価値 を もって い る。

現 代 の情 報 化 社 会 で情 報 の 資 源 と して 活用 で き る ものは,も っぱ ら専 門情 報 機 関 で作 成

され,用 途 や 目的 に応 じて 自在 に応 用 の利 く商 用 デ ー タベ ース,す なわ ち 「外 な るデ ー タ

ベ ース」 であ る。汎 用 が 目的 とな って い るだ け に,機 関 や組 織 内 部 で作 成 され た 内部 デ ー

タベ ー ス のた ぐい,す な わ ち,「 内な るデ ー タベ ー ス」 よ りは 遥 か にす ぐれ た シ ステ ムお

よび 運用 形 態 を とっ●て お り,長 年 にわ た る経 験 や試 行 錯 誤 の結 果 か ら,十 分 実 用 に耐 え る

ものが 多 い 。今 後 内部 デ ー タベ ー スを構 築 す る よ うな場 合 の参 考 と な る もの も,こ の範 鴫

の もの に 限 られ る とい って よい 。

上記 の理 由,な らび に本 マ ニ ュア ル の 目的 か ら,こ こでは 徹 底 して商 用 デ ー タベ ー ス に

つい て解 説 す る こ と とす る。

2.1.2汎 用性 に 富 む 主 要 内外 デー タベ ー ス

表2-2な らび に 表2-3に 普 遍 共 用 して利 用 の で き る国 内 お よび海 外 の主 要 デ ー タ

ベ ー ス をあ げ た 。 も っ と も,化 学分 野 とか,特 許,法 判例,商 標意 匠 関連,医 学,金 融,

気 象 な ど専 門 性 を持 ち,か つ分 野 領域 では 汎用 普遍 な もの もあ るが,こ れ らの 概 要 な らび

に運用 の仕 方 につ い て は 後 章 で解 説 が あ るので,こ こでは 割愛 す る。

2.1.3デ ー タベ ー ス と フ ァイ ル

デ ー タベ ース の 中 に含 まれ る情 報 源 と して の特 定 集 合を フ ァイ ル とい う。 例 え ばNTI

Sの よ うに,内 外 の主 要 デ ー タベ ー ス群 に包 含 され て いる大 型 デ ータ ベ ー スが 数 多 くあ る

が,そ の デ ー タベ ー ス 自身 が,み ず か らの ネ ッ トワー クと流 通 形 態 を持 た な い もの は フ ァ

イ ル とい う。 往 々に して この 区別 を 混 同 して い る向 きが意 外 に多 い 。 しか も司書 ク ラス の
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表2-2国 内 で の主 要 デ ー タベ ース

.

データベース名 提供 機関(代 理 店) 対 象 分野 と特 徴 デー択 一ス名 提供 機 関(代 理店) 対象 分 野 と特 徴

JOIS 日本 科学 技術 情 報 セ 科 学 技 術 全般 広 く世界 ジ ェ ト ロ 日本 貿 易 振 興 会 国際 経済 ・貿 易 世界80

科 ン タ ー の学 術 文 献情 報 を 収録 。 マ (JETRO) ヵ所 か らの海 外情 報 、統

海外 の フ ァイ ル18種 を導 | 計 資 料 を 爪 に 各国 経 済 の

学 入 して い る ケ 基 本 動 向 、 投資 、 労働 事

情 な ど を 提 供す るテ

日本 経 済 新聞 社技 NIKKε1 産 業 ・経 済 日本 経 済 新 イ 一 →..A-.一.

(紀 伊 國 屋 書店) 開 社 、 日 経 マ グ ロ ウ ヒ ル ン MDB 臼木 能 率 協 会 総 合 研 マ ー ケ ッ ト情 報 新 製 品

術 社 発行 の す べ ての 新 間 ・ グ 究所 開 発 、 消 唐 音意 識 、小 売

雑 誌 と化 学 工業 日 報の 記 動 向 、 輪 川 入 額 、 メ ー カ
.

事 抄録 を 提 供す る
一 ・ シ ェ ア

、 流 通 ル ー

ト、 需 要 予 測 な ど

産 lEE 日本 エ ネ ル ギ ー経 済 エネ ルギ ー 世 界 の 著 名

研究所 な 新 聞 ・雑 誌73誌 か ら エ PA↑OLIS 臼木 特 許 情 報 機 構 特 許 情 報 国 内の 特 許 、

業 ネル ギ ー に関 す る情 報 を 特 意 匠 、商 標 の ほ かINPA加C

抽 出 、翻 訳 して 提 供 す る 許 (世 与早50ヵ1王1、21]雪 礫 機

関)の デ ー タ を 提 供

経 JO|N↑ 経済文献研究会 経済全般 有名誌の書誌
営 事 項 を提 供 す る ASSIS↑ 口 外 ア ソ シ エ ー ツ 人 物 情 報 国 内15万 人 、

海 外7万 人 の 著名 人 物 に

CORNET 建設 情 報 セ ンタ ー 建 設 関連 建 設 融 資 、 建 関 す るデ ーク が 提供 され

建 築 材 料 、 作品 情 報 の3つ る

の フ ァイ ル に分 か れ て い 人
－A-一.・ 「一

設 る 。 シ ソ ー ラ ス と マ ニ ュ SCAN企 業 動 向 、 内

ア ルが 最 も使 い や す い 外 の 新 製 品 ・新 技術 の 紹
. 物 介 、Comp吐erw(,r|d誌 の

ACE 中 日新 聞 社 新聞記事 全 文 情 報 、 マ ス コ ミ情 報

を 提 供 。1986年5月 現 在

新 ASK 朝 日新 聞社 新 聞 記 事1986年4月1 . 7万5000{'1・ を 収 録

一 ・HINETに 日 よ り サ ー ビ ス 開 始 。 朝 一 一

収容 日新 問 の 新聞 記 事 を フ ル マ ス コ ミ 全 日1紙 、 主 要

テ キ ス トで提 供 一 地方 紙 、 産 業 紙 、 各種 雑

誌 の 計70種 の 主要記 事 を聞
H|NET 平 和情 報 セ ンタ ー 技術 雑 誌 抄録 テ ク ノ サ }是{」～。19864F5ノ]現 τ1…、

一 チ と タ イ トル サ ー チ 般 27万 件 を 収録

2種 が あ る。 収容 量 が 多

記 い 。JOISの シ ソ ー ラ ス を Managcmc川 ダ イ ヤ モ ン

共 用 。 日 経 産 業 フ ル テ キ ド社 提 供 の ビ ジ ネ ス百科

ス ト カ バ ー 事 り‖ol986偏 移5戊1」 見 τE、

4000件 を 収録

事 NK一 日刊 工 業 新聞 社 新 間記 事 日刊 工 業新 開 一 一一 一

HEOIA の 記 事 情 報 を 収 録 し 、 広 NOCS 日版 出版 情 報

J田Sの システ ム を 共用 す (紀 伊 國 屋 書 店)
生る が シ ソ ー ラ ス は 異 な る `コ

東販 出 版 情 報 各 種 出 版 企

TSR一 東京 商 工 リサ ー チ 会 社情 報 国 内 企 業30万 ◆

↑ONETS

(紀 伊 國 屋 書 店) 画 、 催 事 情 報 、新 刊 情 報
『BIGS

社 の 会社 情 報 を 収 録。 主 (週 間)、 新 刊図 書 日 録
一企 要 取 引先 、 系 列 会 社 の デ 出 .

一 タ も網 羅 。 信 用 調 査 に MεDX メ デ ィ ア ・ リ サ ー チ 広 告 情 報 「月 「llメデ ィ ア

業 も利 用 で き る 版 ・セ ン タ ー ◆デ ー タ 」 掲 載 の 雑 誌 媒

体 約320{〕 誌 か ら 提 供

情 TSR一 東 京 商 工 リサ ー チ 財 務 情 報 国 内 の 上 場 、
一・'一

FINES 非 上 場 合計 約2万 社 の 財 HA旧K レ オ ン マ.シ ン 協 同 判 例 情 報 特 許 法、 実 用

報 務 情 報(貸 借 対 照 表 、 損 判 新 案 法 、 意 匠 法 、 商 標

益 計 算 書 な ど)。3期 分 例 法 、 不 正 競 争 防jL法 、 著

が 出 力 され る 作 権 法 の 判 例

税 TAC↑ICS 税 理 士 会デ ー タ通 信 税法判例 医 タイトルガイド 医学中央雑誌刊行会 臨 床 医 学 国 内 の医 学 、

務 全国協議会 歯 科 学 、 薬 学 お よ び関 連
ぷ
子 分 野 の2次 資 料 誌

JCIFCH 国 際 金 融情 報 セ ンタ カ ン ト リ ー ・ リ ス ク
'

金 一 MyOata ダ イ ヤ モ ン ド社 ゲ ー ト ウ ェ イDIA湘Nl〕 ・・

ASSIST(人 物 、 マ ス コ ミ融 一 Base

◆ OUIK 市 況 情 報 セ ン タ ー 市 況情 報 海 外 を 含 む株 記 事 情 甜 、 経 営 百 科 事

市 式 、 為 替 、 商 品 取 引 、 マ 典 な ど)の ほ か 米 国 の

況 一 ケ ッ ト指 標 な ど の 情 報 般 DlALOC、DELr旧 と 接 続 で

を 提供 き る
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表2-3海 外 で の主 要 デ ー タベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス 名 称 国内代理店 対 象分野 と特 徴

紀伊国屋書店 科 学 技 術,産 業 ・経 済

DIALOG 世 界最 大 の フ ァイ ル数(約310)を

丸 善 持つ

科 学 技 術,産 業 ・経 済
BRS ユ サ コ 約130の フ ァ イ ル を 持 ち エ ン ジ ニ ア

リング面 を 強 化 中

科学 技 術,産 業 ・経 済 約80の フ ア

ORBIT 日 本 エ ス ・ デ ィ ー ・ シ ー イル を持 つ 。 シス テ ム に柔 軟 性 が あ

り,独 占 フ ァ イ ル が 多 い

STNInternationalへ 科学技術,産 業 ・経済 西独を中心
INKA に,35の 科 学技 術 分野 の文 献 フ アイ

編入 ル と13種 の数値 情報を収録 してい る

QUESTEL 紀伊國屋書店 化学,技 術 化学構造式,特 許を中
丸 善 心 とした西独の化学情報を提供す る

国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ 科学 技 術,産 業 ・経 済 西 欧 の ビジ

Data-Star ネ ス,科 学,医 薬 情 報 の ほか,約20

サ ー ビ ス 種の電子 ・機械分野の情報を提供

国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ 科学技術,産 業 ・経済 科学技術,
NewsNet ビ ジ ネ ス 分 野 な ど の ニ ュ ー ズ レ タ ー

サ ー ビ ス を中心 しと した情報を提供す る

国際 伊藤 米 国 経 済 ウ ォ ー ル ・ス ト リ ー ト ・ ジ

DowJones ヤ ー ナ ル の 速 報,ワ シ ン ト ン ・ボ ス

News/Retrieval 忠商 事,日 本経済新聞社 トの記事,為 替 金融情報な どを持 つ

国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ 政治経済 西欧諸国の政治経済情報
Datasolve (特 にBBCの ソ連,東 欧,中 近 東

サ ー ビ ス 情報が好評)

各種 オ ン ライ ン ・サ ー ビス 国 際 金

Mark-m 電通国際情報 サー ビス 融,米 国動 向,国 内動 向,為 替 市 場

医 薬 品,エ ン ジ ニ ア リ ン グ な ど,広

範 な デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス が あ る

CRONOS ア イ ・ ア ー ル ・ エ ム 社会,経 済ECお よび世界各国 の
情報を収録す る

COMEXT ア イ ・ ア ー ル ・ エ ム 国際商 品取引ECお よび世界各国
の情報 を収録す る

Wharton 社会,経 済 米国お よび世界各国 の
Computer ア イ ・ ア ー ル ・ エ ム 情報を収録 し,将 来予測 も提供す る
Service 回 帰 分 析,モ デ ル ・ シ ュ ミ レ ー シ ョ

ン の サ ー ビ ス も あ る

DERWENT 日本技術貿易 米国の特許情報

化 学 米 国 のChemicalAbstractsに

CASOnline 化学情報協会 収録 されてい る最近24年 間の730万
件 の情報を提供 。化学構造式 の グラ
フ ィ ッ ク 表 示 の サ ー ビ ス も あ る

ドボ ル コ ビ イ ツ ダイ ヤモ ン ド社 技術移転情報
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専 門 家 が論 議 の的 に して い る ケー ス を よ く見 る。海 外 では 上 記 の定 義 ど お りに な っ て い る

の で始 め に 認識 してか か って 戴 く必 要 が あ る。

この事情 を 解明す る も の と して,表2-4に 国 内 デ ー タベ ー スのJOISを,ま た,表

2-5に 海 外 デ ー タベ ー スで のBRKTHRUの 例 を あげ た。 各 表 で の全 体 が デ ー タベ ー

スで あ り,細 か く区分 収 容 され て い る分 が 「フ ァイ ル」 で あ る。

も っ と も層フ ァイル を 伴わ な い デ ー タベ ー ス だけ の もの もあ り専 門的 な もの に 多 い 。特 に

日本 のNTTの システ ム:DEMOS-E経 由 の デ ー タベ ー ス には この種 の もの が 多 々あ

る。 例 を挙 げ れば,建 設 情 報 と して のCORNETと か,法 判 例 情 報 と してのHANIK

な どが これ に あ た る。

海外 デ ー タベ ー スの フ ァイル収 容 数 は大 型 の もの ほ ど多 く世 界 の三 大 デ ー タベ ー スで あ

るDIALOG,BRSな らび にORBITの 場 合,そ れ ぞれ 約330,130な らび に120の

フ ァイル を もって い る。 この フ ァイル の 内容 な らび に ,フ ァイ ルの特 性 につ い ては 代理 店

な どに照 会 す れ ば カ タ ロ グや 資 料 な どで判 る。

数 多 の デ ー タベ ー スを 運用 で きる こ とは,そ れ だけ 広 範 な情 報 源 を持 ち,か つ 総 合 相乗

に よる情報 の統 合解 析 とい う,願 っ て もな い メ リッ トを生 むが,デ ー タ ベ ース の間 には,

シス テ ムや コマ ン ド(検 索 の ため の指 令 入 力用 語)の 著 しい相 違 が あ り,簡 単 には いか ぬ

こ とを知 って お く必要 が あ る。

2.2端 末

デ ータベ ース の検索 に必 要 な 端末 装 置 と して,以 前 は そ の デ ー タベ ー ス専 用 の端 末 も使

わ れ て いた が,今 では ほ とん どパ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タが使 用 され て い る。 い わ ゆ る ダム

タ ー ミナ ル と して の 端 末 か ら,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タが 端末 と して使 用 され る よ うに

な?て きた のは デ ー タベ ー スか らの 情 報 伝 達 され る 内容 が 複 雑 に な り,そ の処 理 に パ ー ソ

ナ ル コ ンピ ュー タが使 用 で きる よ うに な った こ とが大 きな理 由 で あ る。 もち ろん 専 用 の 端

末 に比 して値 段 が かな り安 くな った こ と も一 つ の理 由 であ る。

汎 用 機能 を持 った パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タを通 信 端末 に使 う際 には,本 体 の他 に 通 信用

の ソ フ トや モ デ ム,そ れ に も ちろ ん 回 線 が必 要 で あ る。 ここに は 専用 端 末 と異 な った 様 々

な問 題 が生 じる。通 信 とは なか なか 面 倒 な ことが多 く,う ま く接続 で きて い るな らば い い

が,も しこれ が うま く行 か な い と きには 問 題 の所 在 を特 定 す る こ とは 大 変 な作 業 に な る 。

と くに メー カーや 販売 代 理 店 は,こ れ らに対 す る一 貫 したサ ー ビス を行 って い な い こ と

(
一1

.4一



国 内 デ ー タ ベ ー スJOISの フ ァ イ ル 一 覧2-4

 

表

フ ァ イ ル 名 称
正 式 名 称

コ ー ド 内 容(収 録 期 間)
'87現 在 の

収 録 件 数
年間収録
件 数

更新追加頻 度

国

内

フ

ァ

イ

ル

JICST(K)
JlCST科 学 技 術 文 献 フ ァ イ ル

KlO 科 学 技 術全 般(81年 ～) 1,485,474 約50万 毎 月

JICST(K)7580
JlCST科 学 技 術 文 献 フ ァ イ ル

Kl1 科 学 技 術 全 般(75～80年) 1,331,292 一 一

JCLEARING(K)

JICST科 学 技 術 研 究 情 報 フ ナ イ ル

K20 公 共 研 究600機 関の 研 究 情 報 32,696 一 一

JMEDICINE(K)

JlCST国 内 医 学 文 献 フ ァ イ ル

K50 医 学 中 央雑 誌刊 行会(81年 ～) 407,220 約6万 毎 月

JPUBLIC(K)
JICST公 共 資 料 フ ァ イ ル

K60 公 共 資料 関 連(83年) 10,307 約4万 年4回

NK-MEDIA(K)

日 刊 工 業 産 業 情 報 フ ァ イ ル

K70 日刊 工 業 新 聞 に対 応(83年 ～) 62,793 約3万 隔 週

JAFlC

食 品 産 業 情 報 フ ァ イ ル

K80
餅 麟2翫 昨 霊 薬センター

4,000 約4千 隔 月

OSAKA-UE

大阪 市都 市 工 学 情 報 フ ァイ ル

K90 市 工 学 … 大 阪 市が 保 有 す る海 外 文款のD.B化
.

4,013 約1千 年2回

海

外

フ

・

イ

ル

MEDILlNE

医 学 文 献 フ ァ イ ル(80年 ～)

110 米 国 立 医 学 図 書 館発 行 のlndex
、

Medicusな ど8種 の 文 献 に 対 応

1,837,924 約25万 毎 月

1,916,927MED7579

医 学 文 献 フ ァ イ ル(75～79年)

111
一 一

668,789MED7274

医 学 文 献 フ ァ イ ル(72～74年)

112
一 一

TOXLlNE

毒 性 文 献 フ ァ イ ル(82年 ～)

120 毒 物 学 と そ の 関 連 分 野

ChemiCalAbstractsと 主 要 雑 誌 に 対

応

92Ll94 約12万 毎 月

537,548TOX7781

毒 性 文 献 フ ァ イ ル(77～81年)

121
一 一

CANCERLIT

が ん 文 献 フ ァ イ ル

130 米 が ん 研 究 所(NCI)のCancer

TherapyAbstractsほ か に 対 応

562,576 約5万 毎 月

239,301CANCER7579
が ん 文 献 フ ァ イ ル(75～79年)

131
一 一

14,893 年1回MESH85

医 学 用 語 フ ァ イ ル

140
一

CASEARCH

化 学 文 献 フ ァ イ ル

210 米 国CAS発 行 の

ChemicalAbstractsに 対 応

2,314,477 約45万 隔 週

2,200,738CAS7781
化 学 文 献 フ ァ イ ル(77～81年)

211
一 一

CASNAME

化 合 物 フ ァ イ ル(77年 ～)

220
.

4,049,140 一 隔 週

BlOSIS'

生 物 学 文 献 フ ァ イ ル(83年 ～)

320 米BiologicalAbstractに 対 応 L645.598 約35万 毎 月

1,180,044BlO7982

生 物 学 文 献 フ ァ イ ル(79～82年)

321
一 一

CAB

農 学 文 献 フ ァ イ ル(79年 ～)

330 CAB発 行

Agrl.Eng.Abst.Lv.

506,508 約15万 毎 月

NTIS

研 究 報 告 フ ァ イ ル(81年 ～)

340 自然 科学 ・工 学 な ど(米GRAI
に 対 応)

418,209 約7万 隔 週

INSPEC

物 理 ・電 気 ・情 報 ・フ ァ イ ル

350 ScienceAbstractsに 対 応 Ll86,268 約20万 毎 月

FSTA
食 品科 学 文 献 フ ァイ ル

360 英 国lFIS発 行 のFSTA対 応 116,081 約2万 毎 月

EMBASE-1

医 薬 学 速 報 フ ァ イ ル(83年 ～)

370 オ ラ ン ダ の

ExcerptaMedicaに 対 応

109,274
一 隔 週

L157.822EMBASE
医i集 学 完 了 フ ァ イ ル(80年 ～)

380
一 一

MALlMET

Malioet用 語 フ ァ イ ル

390 535,429 隔 月

COAL

石 炭 文 献 フ ァ イ ル(78年 ～)

410 lEATlS発 行 の

CoalAbstractに 対 応

107,021 約1万 毎 月

lNIS

原 子 力 文 献 フ ァ イ ル

420 IAEA発 行 の

lNISAtomindexに 対 応

415,226 約9万 毎 月

423,628lNIS7681

原 子 力 文 献 フ ァ イ ル(76～81年)

421
一 一

IRRD

道 路 文 献 フ ァ イ ル

430 IRRD加 盟20ヵ 国の 道 路 情 報 87,911 約2万 毎 月
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表2-5 海 外 デ ー タ ベ ー スBRKTHRUの フ ァ イ ル 一 覧

7986475現 在
一品'.・......冒 脚'

50σALsGεNCε58

HUMAハ ∫mε5
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商 口WR頒 βθ'P

8∫os∫5PR宮町εw3

佃78moλ π,θ'OL

rξ970.1励B'0θ

方∫OSISPR㎜W5

`coがαLf卵Aπ ρ沈E/8'OZ

oo悶W朋 耐rθ θ'P

8ros1SPR富vぼws

r1978τOD燗 ノ8'01

`㈱.19π 」8'0θ

θ70S18PRεV1互wsrcONCAτ 宮配λr虜D

冗 εノ θ'OZ

▲ORlco"CAW

D了SSεRτ▲T70N

超sτ 凧 ㎝sD'55

Aκ εR∫C川Mε ♪ψAκρ層『0阿互κ0'

sα オκCEM1修c

κλT10NんLε 湖XONMε 討ＴALDAfA
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が 多 い の で,ユ ーザ ー と して デ ー タ ベ ー ス検 索 に おけ る種 々の トラ ブル に対 処 す るには,

基 本 的 な ハ ー ドお よひ ソ フ トにつ いて の一 応 の 知識 が必 要 であ り,そ れ に よって 対策 が よ

り簡 単 に な る 可能 性 が あ る。 さ らに取 り込 ん だ デ ー タの処 理 を 自信 を も って行 え た り,ま

た 新 し く機 器 を導 入 しよ う とす る と き,あ るい は既 存 の機 器 を デ ータ ベ ー ス検 索 に使 お う

とす る と きな どに も迅速 か つ 的 確 に 目的 を達 成 で きるはず で あ る。

2.2.1パ ー ソナ ル コン ピ ュー タ

シ リア ル ポ ー ト=通 信機 能 の つ い た もの,い わゆ るRS-232Cの ポ ー トが つ い てい る

もの を使 う。 これ は 標準 でつ いて い る もの もあ るが,機 種 に よ って は オ プシ ョンに な って

い る もの もあ り,意 外 と高 機 能 な機 種 に つ い て い ない もの が 多 く,思 わ ぬ 出費 を強 い られ

る こ とが あ る。

ほ とん どの商 用 デ ー タベ ー スは パー ソナ ル コ ン ピュー タで検 索 が 可能 で あ るが,ま ず こ

こで考 慮 しなけ れ ば な らな い ことは,日 本 語 に よる処 理,つ ま り漢 字 を使 用 しな けれ ぽ な

らな いか ど うか とい うこ とであ る。 も し数 値 のみ,あ る いは ア ル フ ァベ ッ トと数字 だ け の

処 理 で よい の な らば,か な り経 済 的 に シス テ ム を構成 で き るはず で あ る。

つ ぎに考 慮 しな け れば な らな い こ とは,取 り出 した デ ー タを いか に処 理 す るか とい うこ

とで あ る。 単 に プ リン トア ウ トして しま うだけ な らば,も ち ろ ん プ リンタ ーは 必需 品 に な

るが,あ ま り機 種 に拘 る必 要 は な い 。 しか し,も しデ ー タを 再 加工 す る必 要 が あ る のな ら

ば,慎 重 に使 用 す る機 種 を検 討 しな け れ ば な ら な い。 それ には 他 の機 能,た とえぽ,文 書

作成,計 数 処 理,内 部 デ ー タベ ー ス管理 等 に使 用 可能 か ど うか とい った こ とや,目 的 とす

るデ ー タベ ー ス検索 に使 い や す い 通 信 ソ フ トが あ るか とい った こ とを含 め て総 合的 に 機種

を選 定 す べ きであ る。

現 状 と しては使 用 可能 な ア プ リケー シ ョンが 多 く,か つ コス トパ フ ォーマ ンス の高 い16

ビ ッ トのCPUを 使 用 した もの が 多 く使 われ て い る。 これ か らは さ らに高機 能 な デ ー タ処

理 に 対 す る ニ ー ズが 増 え て くる で あ ろ うか ら,パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ よ りさらに一 ク ラ

ス上 の い わ ゆ る ワー ク ステ ー シ ョンに よる デ ー タベ ー ス検 索 が 増 え て くる こ とが 予 想 され

る。

デ ー タベ ー スの ア クセ スに パ ー ソナ ル コ ン ピ ュータ を使用 す る際 に は,機 器 の基 本 的 な

操 作 の 知 識 が 必 要 で あ る 。 も ち ろ ん これ は プ ログ ラ ミン グ とい った レベ ル の もの ては な

く,デ ィス ケ ッ トの 出 し入 れ,キ ー ボ ー ドの配 列 や そ の機能 とい った もの,あ る いは プ リ

ンタの 使 用 方 法 とい った こ とで あ る。 それ に デ ー タが どの よ うなか た ちで デ ィス クに プ ア
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イ ル され て い る か と い った,い わ ゆ るOS(OperatingSystem)に つ い ての 基 本 的 な 概

念 を把 ん でお く こ とは,デ ー タを処 理 す る さい に お お いに 役 に 立つ 。

※パ ー ソナル コ ン ピ ュー タを 使 うまえ に … デ ー タベ ース へ の ア クセ ス には 通 常JIS

配 列 を 基 本 と した キ ー ボ ー ドを 使 用 す るの で,そ の ダイ ビン グを練 習 して お く必 要 が あ

る。 対 話 型 の オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー ス で は接 続 費 用 の節 約 に な る し,相 手 の ホ ス トコ ン

ピ ュー タは綴 りの 間違 いな どは 訂 正 して くれ な い の で あ る。

2.2.2通 信 用 ソフ トウ ェア

デ ー タベ ー スへ の ア クセ スに 必 要 な通 信 ソフ トは,そ の ほ とん どが 「無 手 順」 といわ れ

てい る もの であ るが,デ ー タ ベ ー スに よっ ては 特 殊 な通 信 手 順 を 採 用 して い る と ころ もあ

るの で,目 的 とす る デ ー タベ ー ス に接続 可能 であ るか 確 認す る必 要 が あ る。

た とえぽ 「日経 テ レコ ン」 やCASの グ ラフ ィ ッ クサ ー ビス を受 け よ うとす るな らば,

専用 の通 信 ソ フ トを 準 備 しな けれ ば な らな い 。 また専 用 の通 信 ソフ トは特 定 の パ ソコ ン機

種 の もの しか サ ポ ー トされ て い な い ので,ま ず 機 種 の ソフ トが対 応 して い るか 確 認 す る必

要 が あ る。

通信 ソフ トの基 本 的 な機 能 と しては,通 信 パ ラ メー タ の設 定,画 面 の制 御,デ ー タの 送

受,フ ァイル の転 送,モ デ ムの 制 御 な どが あ る。特 に パ ラ メー タの設 定 につ い ては 煩 雑 で

あ るか ら利 用 す る デ ー タベ ース ご とに登 録 され た もの が望 ま しい 。 また デー タ ベ ー ス検 索

に おい て は別 の デ ー タベ ー スへ と次 々 と変 更 して い くこ とが あ り,そ の都 度 ソ フ トウ ェア

を入 れ 換 えて い くの は面 倒 であ るか ら,使 用状 況 を よ く勘案 して,よ り汎用 性 を持 ち,か

つ使 い易 い ソフ トウ ェア を選 択 す る必要 が あ る。

端末 の イ ンテ リジ ェ ン ト化 が 進 む に つれ 通 信 ソフ トも,単 に デ ー タベ ー ス との 回 線接 続

を行 うだ け の も の か ら,よ りイ ン タ ラ クテ ィブ な機 能 を 持 つ もの へ と変 わ って きつつ あ

る。 もは や 目的 とす る デー タ ベ ー スへ の接 続 が 可 能 とい うだ け では 十 分 では な く,よ り効

率 的 な運 用,た とえば 求 め る情 報 を経 済的 に(=短 時 間)得 るため,検 索 に い た る状 況 を

あ らか じめ シ ミュ レー シ ョン して お く,つ ま りも っ と も効 率 的 な方 法を オ フ ラ イ ンで 制 作

して お く こ と に よ っ て,自 動 的 に デ ー タ ベ ー ス よ り情 報 を と りだ し,さ らに そ れ をユ ー

ザ ーの 目的 別 に整 理 して保 存す る とい った 強 力 な通 信 ソフ トの 出現 が またれ る と ころ であ

る。

※ と くにNTTの 提 供 して い るDEMOSは 特 殊 な コー ドを使 用 して いた り,ホ ス トの反

応 が遅 くて タ イ ミン グを と った りす る必 要 が あ るの で,無 手 順 の300bpsで も これ に対 応 し

一18一



た ソ フ トを使 わ なけ れば な らな い,さ らに1200bpsの 際 は特 殊 な手 順(半 二 重)と な って

い るの で 注意 が必 要 で あ る 。

2.2.3モ デ ム また は カ プ ラ お よび ケー ブ ル

もは や音 響 カ プラは,ご く特 殊 な 用 途 に のみ 使 用 され て い る。 普 通 デ ー タベ ー ス は時 間

従 量 制 の料 金 を採 用 して い る こ とが 多 い の で,コ ス トの点 か らみて,廉 価 な1200bps対 応

の モデ ム装置 が供給 され て い るか ら,ア クセ ス には普 通 は これ を使 用 した ほ うが有 利 で あ

る。 また 回線 使 用 料 等 との 関連 や ノイ ズに強 い,操 作 性 な どの点 か ら,一 般 に はCCITT

(国 際 電信 電 話 諸問 委員 会)V.21,V.22両 規 格 に対応 した モ デ ムが よ く使 わ れ て い る。V

シ リー ズは電 話 回 線 な どア ナ ロ グデー タ伝 送 回 線用 の規 格 で,V.21が300bps全 二 重 方 式,

V.22が1200bps全 二 重,V.23が1200bps半 二 重 方 式 の規 格 を定 め た もの で あ る。

モ デ ム機 能 が 内蔵 され た 電話 機 も出 回 って い るが,お お む ね高 価 で あ る こ と と通 信 手 順

が 次 々 と高機 能 化 して い る 現状 か ら考 慮す る と,箱 型 を した 単体 の もの の 方 が使 い勝 手 は

よい。 お な じ1200bps対 応 の モ デ ムで も半 二 重 つ ま りV.23規 格 の もの が あ るが,こ の タ イ

プは 大 多数 を 占め る他 の1200bpsの 全 二 重対 応 のデ ー タベ ー ス では 使 用 で きな い の て注 意

が 必 要 で あ る 。

多 くの モ デ ムは パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タか らの制 御 にATコ マ ン ドと呼 ばれ る米Hayes

社 の もの に準 拠 した もの を採 用 して い る,ま たccITTのv.25bisに 準 拠 した もの もあ る

の で,通 信 ソフ トも これ に よ って セ ッテ ィン グをす る必要 が あ る。

モ デ ム とパ ソ コ ンの接 続 には 専 用 の ケ ー ブルを 使用 す る。機 種 に よ って は 特殊 な コネ ク

タ で ない と使 用 で きな い ものが あ る こ と と,パ ソコ ン間を 直接 つ な ぐタ イ プの もの(ク ロ

ス ・ケ ー ブル)と 間 違 うこ とが よ くあ るの で,こ の点 も注 意 しなけ れ ば な らな い。

モ デ ムには ス ピー カを 内蔵 してい る タイ プの もの もあ る。接 続 の 状 況 が 確 認 した い と き

には 便 利 とい え る。 正常 に接 続 した と きに 自動 的 に音 声 が 切れ る よ うに な って い る ものが

多 い 。正常 に接 続 され て い る限 りは 音 声 で チ ェ ックす る必 要 は な いか ら であ ろ う。

※ モ デ ムの制 御 規 格,CCITTV.21bsiと ヘ イ ズ コマ ン ド

現 在 日本 で入 手 出来 る モ デ ムが 準拠 して い る と表 示 して い るv.25bisで あ るがv.25bis

対 応 の通 信 ソフ トを購 入 して も動 作 しな い場 合 が あ る ので選 択 す るの が 厄 介 で あ る。V.2

5bisは 現実 の通 信 か らは 少 しか け 離 れ て い る部 分 が あ る よ うに思 わ れ る。 そ れ に比 して ヘ

イ ズ社 の コマ ン ドは実 際 の使 用 とい う観点 か ら決定 され た 様子 が 感 じられ る。現 実 に通 信

ソフ トは ヘ イ ズ コマ ン ドを採 用 す る もの が増 え て きて いる 。
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2.2.4通 信 回線

電 話 回線 は 事業 所 で も家庭 で も ど こに で もひ い て あ る の で,も っ と も手軽 な通 信 回線 で

あ る。 こ こで必要 な知 識 は 電話 回 線 とモ デ ム との 接 続方 法 で あ る。 電話 機 と引 き込 み 線 の

間 に モデ ムを お くわ け で あ るが,モ デ ム とは普 通 モ ジ ュ ラー ジ ャ ック とい うもの でつ な ぐ

よ うにな って い る。 そ こで まず電 話 回 線 が モ ジ ュ ラ ー ジ ャ ッ クの 仕様 に な って い るか 確 認

し,従 来 の ロー ゼ ッ トタイ プの もの な らぽ まず これ を変 更 す る こ とが必 要 で あ る。

① 工 事担 任 者 以 外 は 付 けか え る こ とは で き ない の で,も よ りの電 話 局 か 電話 工 事 業

者 に依 頼 す る こ とに な る。

② ・一ゼ ッ トタ イ プか らモ ジ ュラ ー タイ カ こ変 更す る こ とに よ って モ デ ムの差 替 え

や 電話 機 の 移動 が 可 能 に な る。

③ 内線 の 電話 回 線 しか きてな い と ころ で モ テ ムを使 用 す る場 合 は,ボ タ ン電 話 では

ない通 常 の 電話 機 が 使 え る よ うに も交換 機 が な って い るは ず で あ るか ら,そ の よ うに

設 定 しなお してか らモ ジ ュ ラー ジ ャ ッ クに付 け 替 え る。 制 御 は特 定 の番 号(0な ど)

を回 す ど外 線接 続 にな るは すな の で,オ ー トダ イヤ ル を その よ うに セ ッ トす る。

例ATDPO,

2.3通 信 環 境

2.3.1国 内の ア クセ ス

デ ー タベ ースは通 常,一 般 の 電話 回線 で リン ク され るが この外 に もDDX回 線 や専 用 の

VANに の って い る もの もあ る。

2.3.1.1も っと も単 純 に電 話 回 線 で ア クセ ス す る場 合

も よ りの ア クセ ス ノ ー ドまで 電 話 回 線 で直 接 につ な ぐ。料 金 は 普 通 の 電話 料 金 を ユ ー

ザ ーが負 担 す る。 この場 合 ノー ドポ イ ン トが 同一 料金 区 内に あれ ば3分 間10円 であ るが,

遠 距 離 通 信 の場 合通 信 料 金 も相 当 な もの に な る し,回 線 の 品質 も劣化 す るの で,デ ー タ

ベ ー ス選 択 の際 は考 慮 が 必要 であ る。

2.3.1.2DDX-TP

国 内 デ ー タベ ース を遠 距 離 で短 時 間 ア クセスす る のな らばDDX-TPが 使 用 で きるか
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検 討 してみ るべ きで あ る。JOISな どの よ うに現 在1200bpsで はDDX回 線 か ら しか接

続 で きない もの もあ る。DDX-TPの 申 し込 み は所 轄 の電 話 局 に 書 面 で 申 し込 む 。DD

X-TPの 料 金 体 系 は時 間 デ ー タ併 用 制 に な って い るの で,使 用 状 況 に よ って料 金 は 異 な

る が,お お む ね3分 間 につ き30円 ～80円 程度 の通信 費 がか か る。

{DDXの 申 し込 み表}

4竺恒 草り1"手 ・川頁 メr】

1お 申込書

2ご 利用開始希望年月日

3ご 利用 電 話 番号

4端 末設備の設置場所

5ご 連 絡 先

6伝 送 速 度

7モ デムまたは音曹

カブラの名称

2TL'2不r.li!9'ウ ーtツ

昭 和 邨 ノ年

ト 交 換 サ ー ビ ス(DD× ・一'1・P∫ 中 込tl.F

ク月!子 日

NTT⑨

鷲1)欝 轡 ⑧
ご 住 所 后iil8,金 」締 主 調 町 《∠一/

昭和 《≦!年9月/0臼

(ρ79λ)/。 〉-3aず イ

⑤ei|1 都道 全 訳 市 区 端 町 κ一/

府θ 部分～O

"ぱ 社名)獺 楊縫 鷹,蓬 頻る

電 話 番 号(P76己)0ρ 一 ク777

口200b/s(全 二重)

日300b/s(全 二重)

口1200b/s(全 二重)

(該 当の口欄に レ印をご記入 ください)

機 器 名PC-2aイ8/DE?SG,,VA∠Cθ 以PZFr

メp力 名,VEC

認 定 番 号(_亡9-00!R

本欄にご記入のない場合は、以下の項目について 自動的に条件が設定されます。

なお、オプションをご希望の方は該当の口欄にレ印をご記入ください。

8伝 送コーF,

9標 準'ロフィール

10ス トラフ〔ラト長

11音 声んセージ案内

12モ 記 の通信モヰ

13八 ンFシェーク機能

(1200b/sの 場合}

14発 着信専用扱い

15短 縮Vlt-

16着 信課金

自動設定の場合

〔J|S8(酋 リティーなL))

[!4〕

〔1〕

〔要(手 助 応 答)〕

〔1皇呼撫?着3高 群)〕

〔有〕

〔発着両用〕

〔不要〕

〔不要)

ヘ
オ プ シ ロ パ

「

e5'、 、S7(馴 テ、→

口 その他(

口2

口 その他(

口2

口 不要(自助応答)

ロ 高群受け固定
口 低群受け固定

口 無

口 発信専用
口 着信専用

口 受

口 要

)

}

r
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〔DDX-TPの 料 金 体 系 〕

種 別 ii1位 料 金 額

符 号伝送 速 度200b/sま た は300b/s 通 信 時 間3分 ま

で ご とに

20円
接続通信料

符 号伝送 速 度1200b/s 30川

通 信 料

1バ ケ ッ トに つ き

128オ ク テ ッ トま で ご と

～100km
O.4川

～500km 0.5川

500kmを 越 え る もの 0.61ll

注)オ クテ ッ トは8ビ ッ トで,英 数 カナ1文 字 を送 信 す る の に1オ クテ ッ ト、 漢字1

文字 を送 信 す る の に2オ クテ ッ ト必 要 で あ る。

パ ケ ッ トは 送信 す る単 位 であ る。

※DDX回 線 は ほ ぼ 全 国 を カバ ー し ,デ ジ タル回 線 で あ る の で エ ラ ーに も強 い な どの メ

リッ トはあ るが,こ の 回線 を使 用 す る場 合 には種 々の 問題 が あ る。

① 回 線 が まだサ ポ ー トされ て い な い地 域 があ る。 だ い ぶ広 が って きては い るが,地

域 に よって は サ ー ポ ー トが 遅 れ て い る。

② 速 度 や パ ラ メー タの 重 要 な もの の変 更 が書 面 で い ち い ち届 け な い とで きな い。

③ 料 金課 金 が ダイ ヤル 固定 で あ る。 と くに代表 番 号 あつ か い で ア クセ スす る こ とが

で きな い(ど の番 号 で 発 信 す るか わ か ら な いた め)の で専 用 の 回線 をひ く必要 が あ

る。

④ ダイ ヤ ル トー ンが しな い 。 呼 ん で い る の か,い な いの か リン ク しな い と判 らな

い 。

⑤ 接 続 で きな い場 合 そ の応 答 が ボ イ スで返 って くる ため 、送 信 側 の プ ・グ ラ ムに よ

る コ ン トロールが 困 難 で あ る。

⑥DDX回 線 側 の バ ッフ ァが 小 さ い の で 、 デ ー タ の送 信 に 支 障 を来 た す こ とが あ

る。

⑦ 回 線 の絶対 数 が 少 な い た め ・混 雑 時 には 接 続 困難 であ る。

2.3.1.3VANに よ る ア クセ ス

米 国 ではVAN事 業 者 自体 が情 報 処理 な どの高 度 な サ ー ビス提供 す る こ とが で きなか っ

た こ と と,当 初 か ら接 続 され てい た もの が テ レタイ プの 延長 と して の 非 同期 端 末 で あ っ

た ため,端 末 が高 度 な処 理 の で きる パ ソ コ ンに変 わ って も本 質 的 に は非 同期 手 順 が主 であ
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る こ とに 変 わ りは な い 。 デ ー タ ベ ー ス の ア クセ ス におけ る主 なVANの 役割 は パ ケ ッ ト

ネ ッ トワー クの ノ ー ドの提 供 で あ る。

これ に対 して,通 信網 が 主 に メー カ ー主導 で構 築 され つ つ あ る 日本 では,最 初 か ら高 度

な通 信 手 順 や サ ー ビス が 先 行 す る 可 能 性 が あ り,い ま の とろ状 況 は きわ め て 混乱 して い

て,VANに よる ア クセ ス もほ とん どが ノ ー ド提 供 レベ ル の もの で あ るけ れ ど も,近 い将

来 にお い て デ ー タベ ー ス検 索 を 支援 す る高 度 なVANサ ー ビスが 期 待 で きる。

ここで はVANで の ザ ポ ー トが予 定 され るデ ータベ ー ス関連 の サ ー ビス を挙 げて お く。

① ク リア リング:デ ー タベ ー スの所 在 検 索 と接 続 を 行 う機 能。

② コマ ン ド変 換:異 な った 個 々のデ ー タベ ース の構 造 や 検 索 コマ ン ドを 変換 して 検

索 を支 援 す る。

③ 予 約 検索:ユ ー ザ ー の求 め る情 報 を あ らか じめ予 約 してお き,デ ー タベ ース に そ

の情 報 が 入 った と きに通 知す る。

④ 複数 ア クセ ス:一 つ の デ ー タベ ー スだ け では 目的 が完 結 しない と き 自動 的 に連 動

して ア クセ スす る。

2.3.2海 外 へ の ア クセ ス

海 外 デ ー タベ ース へ の ア クセ ス にはKDDの 国際 パ ケ ッ ト網 「Venus-P」 回 線 を

使用 す る。 国 内 に数 箇 所 あ る ア クセ スポ イ ン トか ら直 接 海 外 の ホ ス トへ,あ る い はVAN

の ノー ドへ接 続す る こ とが で き る。一 般 の音 声 用 の 回線 に 比 して 格段 に品 質 が 良 く,な に

よ りデ ー タ通 信 専用 のた め 料 金 が 割安 であ る。

VENUS-Pに は 専 用 線 やDDX-Pの 回線 か らつ な ぐ方 法 もあ る が,デ ー タベ ー ス

ア クセ スには 一 般 に 「加 入 電話 に よる利 用 契約 」 に よる。

〔料 金 〕利 用 料 金 は 申 し込 み時300円,後 は使 用 料 に 応 じた従 量 制 で,時 間料 金 と して

1分 間 あた り40円,デ ー タ料 金 と して1セ グ メ ン ト(64文 字)あ た り2.4円 で あ る。 使 用

状 況 に よ り異 な る が,お お む ね1分 間40円 ～100円 程度 の通 信 費 がか か る。

な お国 内の ノ ー ドは 現 在 の と ころ東 京 と大阪 の2箇 所 のみ であ るが,こ こまで の 国 内通

話料 は 先 の料 金 に 含 まれ て い る の で,全 国 ど こか ら ア クセ ス して も同 じ料 金 で あ る。
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N
《
ー

〔venus-p申 し 込 み 書 〕

国際電信電話株式会社殿
To=Ke1■ ■●iDeo■hinDenw・Ce_.LtJ,

〔KDD記 入 〕KDDUseOnly

　つ エ　 ケ ヂ

申 込 者

(会 社 名)
Ap,lic●nt;

フ リ カ ナ

代 表 著 名

Reprt・tn""ve=

つ コロ ウ ヂ

住 所
Address=

〒/oS

昭和 ∠え 年4月/H
D●tf=Yt●rMOnthP:1・

デ ー ヲ 三 一 ス
'

ば＼太 多ド 須

印

Si即olur●:{

コ

総 繊 繊 諏 一デー/

申込者の事業の種類(個 人の場合は職業)

5.付 加 機 能 利 用 の 有 無.

UStofOption●lFlti1;t,:

口 無No

口 有Y・s 短 縮 ダ イ ヤ ル 機 能

Abbrevi●tedDi●line=

、
〔KDD記 入〕KDDUseOnly

NUI

Ek.-1倒v
国際公衆データ伝送サービス利用契約申込書

(加入電話による利用契約用)

Applic■nt'■Businc■ ■=

、、

Belon#ip`:

!

Applic●tion`orSubscriptionto【nttm●tion●|P●clel・S馴ltトedD.t■

Tr●nsterStrviCt{VENUS・P)b7Dili.UpContr● £t

国 際 公 衆 デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス の 利 用 を下 記 に よ り 申 込 み ま す 。
W・htrtby.PPtyfortheSubscriptiofitoVENUS・P ,endtrtトtbl:evinStrrtfitcments、

記

利 用希 望 の品 目
T・'"-i・ ・Sp・"1ロ300bps

利 用開 始希 望年 月 日 昭和 ∠之 年
E・paCtedD山 。flfi-・F・ ・tti。・:【kte:Ytir

端 末 設 備 設 置 場 所

Prtmisesnndpart[CulirPhc●whertTerminilEqvipratntSlre;nSt-lted=

端 末 設 備 の 種 類.名 称 お よ び 数

〔1P●.N●me●ndNvmbtro`Termm●1εqu`ρrntntS

}|分の品F餉 ハ怜服 の端 山
`

槌

灼

H 300円

付設

‖定
能科 円

け使

2用
施料 円 円

1

2.

3.

4.

gzl12・Ob・ ・

夕 月/日
MonthD●r

己 節 ・}同仁

端 末 設 備

A■,nchro"w●Noo-P● ヒhetTermln●1εquipmeo1

音 響 カ プ ラ ー ま た は モ デ ム

ACOuぷi¢CouplぞrorModぞm

.

`

ノー カ名および

機 種 名 ・数

Mod・8N"ぞ&

N匂ロ、b・r

セ フρコ ー

1⊃C682}
,

}?4～ メ 元ソア 子 ソ み フー'Ｔ

TM-12001

伎i↓∫llしll1苫・認定 翻 ・〔5%一 ノoo3-o

7リ ヴ 中

6.料 金 請 求 書 送 付 先(住 所 ・部 門 名}

Addrei・oftheDtPtrtmenttobebiued・

〒

仕 所 に同 ビ
7.連 絡 担 当 者 所 属

Cont●ctPtrSOfi;Position:

誤 蘇 籟 難 ・自一
(勤 務 先)Offi・t・03-fS9-8S8〆

8.備 考

Rem●rk・:

Oご 利用予定のデータベ ース茜

Exp"`ttdD't'B"eN-tut:DIAL

・Cifth

Oご 利 用 予 定 の 通 が ソ つ 》 名

EePtCttdCommunic■ltenSoftWtrcN・mt=

E5-Ter2,L

(ill;L〔=〕 の あ る 欄 は と'ち ら カ・一 ノiに チ ェ ソ ク を お 入 れ 下 さ い 令

M●L● ●chtc`i"the●PprOpr`■teO7

2.パ ス ワ ー ド 通 知3は .二 の 叩 込 方 に 添 付 し'ご 提 出 下 さ い.

Pl■ 畠5e""【 トN【'1'1』o∫lniti■tP・SSw・rd

3,f明 月|1開始}1ヒNUIIgi:('・ τ ワ ー ト 、:二 ・鼻.E仔(ニ リ 辱 ご:餐r匂 し・ノニ ㌧1す 、
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2.3.3エ ラ ー チ ェ ック機 能

一 般 の 公 衆 回線 を使 用 す る場 合 は送 信 エ ラ ーの問題 に気 を つ け な けれ ば な らな い。 回 線

の状 況,あ るい は環 境 に も よるが,無 手 順 の場 合 エ ラ ーは起 こ る と思 って いて 間 違 い は な

い 。伝 送 速 度 が 高速 に な る に した が って この問題 は大 き くな って い く。 そ のた め ホス ト側

と端 末側 で共通 の手 順 を も って エ ラー チ ェ ッ クを行 うた め様 々な 手 法 が提 案 され て い る。

以 下 この エ ラーチ ェ ック機 能 の 概 説 を述 べ る。

①X-Modem

これ は 米 国 の 商用 サ ー ビスが 多 く行 っ て い るプ ロ トコルで デ ー タを ブ ロ ックご とに

区 切 って送 り,エ ラー が起 きた ら再送 す る もの であ る。

②KERMIT

X-Modem同 様 普 及 してい る プ ロ トコル で エ ラ ーの確 認 の点 を 補 強 してい る。

③MNP

これ は ソ フ トウ ェア で は な くモ デ ムの ハ ー ドに組 み 込 ん で使 用 され る もの で,パ ソ

コ ンとモ デ ムの間 は 従 来通 りの ソフ トが使 え る メ リッ トが あ る。 米国 の 代 表的VAN

でTelenet社 が 採 用 して る。

④X.PC

これ は ソフ トウ ェア あ るい は モ デ ムに 組 み込 む ス タ イル の もの でTelenet社

と並 ぶ 代 表 的VANで あ るTymnet社 が採 用 して い る。

概 して米 国 の 端 末 は テ レ ックスか ら発 達 して きたた め,エ ラ ーチ ェ ックに も無 手 順 を そ

の ま ま生 か してお こ うとい う志 向が よ くあ らわ れ て い る。

他 に 日本 独 自の規 格 と してJUST-PCと い うもの があ るが,モ デ ム,ソ フ トと も特

殊 な もの を準 備 す る必 要 が あ り,現 在 の ところ これ を使 って ア クセス で き るデ ー タベ ー ス

は ない 。

2.4オ リジナ ル情 報 の入 手

オ ンライ ンに よるデ ー タベ ー スか らの情 報 検 索 で の 出力 は コス トと時 間,手 間 の関 係 で

ア ブ ス トラ ク トない し核心 に相 当す る部分 の抽 出表 示 が 主体 とな って い る。最 近 全 文 情 報

す なわ ち フル ・テ キ ス トが 隆 昌 し始 め た が,こ れ も,オ リジナ ル の文 献 や 記 事情 報 と比 較

す る と一 部 の紹 介の 域 に しか と ど まらな い 。

最 も利用 率 の高 い文 字 情 報 で は い わ ゆ る,抄 録 と書誌 事 項(タ イ トル,著 者,紙 誌 名 と

巻 号,発 行年,所 属 機 関 名)に,キ ー ワー ド群 が 出力 され る。 コス ト削減 のた め に,最 初
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は タ イ トル とキ ー ワー ド,ま た は タイ トル と書誌 事項 を 出 力 し,こ の結 果 の判 定 か ら上 記

の フル フ ォーマ ッ トを選定 し出 力す る方法 が最 もオ ー ソ ドックス な あ り方 で あ る。

情 報 の 詳細 を しらべ るには,当 然 一 次 文 献(こ の項 で の表 現 な らオ リジナ ル 情 報)を 入

手 して しらべ なけれ ぽ 必 要 とす る情 報 の全 貌 を掌 握 す る こ とは で きな い。

デ ータベ ースは 様 々な各 種情 報 を コ ン ピュー タに あ る決 ま った 基 準 に基 づ き整 然 と収 容

し各 情報 に は抽 出の た め の受 入 番 号(ア クセ ッシ ョンナ ンバ)が 振 付 け られ て い る。 これ

を資 料番 号 や 記事 番 号 と表 現 して い る もの もあ るが情 報 を取 り出す ア ドレス と解 釈す れ ば

よい。 オ リジナ ル情 報 は,新 聞 記事 情 報 な どの場 合 を除 いて ナ ン ライ ンで 端 末機 か ら直 接

発 注 ので きる よ うにな って い る もの が か な り多 い。 この 方法 は デ ー タ ベ ー スに よ って種 々

様 々で あ って 、一 概 に総 括 して解 説 す る こ とは 困難 をは らむ。

JOISの 場 合 には,¥ORD(ORDERの 略)と い うコマ ン ドを使 い,オ ンライ ン

出 力 の中 に 現 れ たCN(CitationNo.)ま た は,AN(AccsessionNo.)な どを 頼 りと

して指定 入 力 すれ ば で き る。 料 金 は一 発 注 あた り基本 の郵 送 費や チ ャー ジ と して,500円

の ほか に複 写料 が一 ペ ー ジあた り60円 の費 用 とな る。概 ね,4な い し5日 で 手 元 に 郵送 さ

れ て来 る。

海 外 系 デ ー タベ ー スの 場合 は,種 別 に よ り相 違 す るた め本 項 で は割 愛 す るが 郵 送 が エ ア

メー ル とな り,到 着 まで 最小 二 週 間 はか か る とい うこ とを除 くと本質 的 には 同一 と考 え て

よい 。

もちろん,検 索 して判 った オ リジナ ル情 報 が,企 業 や 機 関 の資 料 室 や 関連 部 門 に あれ ば

参 照 利用 で き る し,膨 大 な もの とな る場 合 には 直 接,発 行 元 ヘバ ックナ ンバ ーの 注 文 に よ

り入手 した方 が ベ ターな こ と もあ る。

新 聞記 事情 報 の場 合 に は,そ の性 質 上 マ イ ク ロフ ィ ッシ ュで 保 存 され て い るの が 通 例 で

あ りそ の番号 を 出版 元 に通 達 発注 す る とい う方 法 とな る。

要 は,資 料 を入 手す る まで の時 間 的 ロス と必要 最 小限 の 行動 に係 わ る コス トに問 題 が あ

る。 日本 では ア ブ セ ンス フ ィー,す な わ ち,「 あ る仕 事 を 達成 す るた め に 費 消す る直 接 費

の額 の概 念 」 が 未 だに は っ き りして い な い 。直 接,目 だ た ない ものの,お よそ 企 業機 関 の

運営 にか か わ る時 間 あた りの チ ャー ジは 相 当 な額 に のぼ る。 も し,簡 単 に オ リジナ ル情 報

の入 手 が で きな い場 合 には オ ン ライ ンで 入 手 した方 が遥 か に得 策 で あ る こ とを,認 識 して

か か った方 が よい。
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2.5コ ス トの 比較

デ ー タベ ー ス.によ る情 報 の オ ンライ ン検 索 で は 前 述 の とお り時分 割 式 で の従 量 制 を 基 本

と して い る。 これ に ア クセ スの ため の 電 話料(公 衆 回 線使 用 料),海 外 の デ ー タベ ー スな

ら国際 電 信 電 話㈱ の通 話 料 が 加 わ りオ ンライ ン情 報 検 索 の コス ト大綱 が き ま る。NTTが

実 行 の ネ ッ トワー ク:DEMOS-Eを 利用 の場 合 には 更 に,NTTの シス テ ム利 用 料 が

オ ン され る 。 この よ うに一 見簡 単 な仕 組 み の よ うに 見 えて事 実は デ ー タベ ー ス ご とに か な

り違 う体 系 とな って い る。

この他,デ ー タベ ース に よ っては 加 入 の際 の イ ニ シ ャル ・フ ィー とか,毎 月 単位 の 最 低

料 金制,固 定 メ ンバ ー フ ィーを 徴収 して い る と ころ もあ る。 最近,月 額 最 低 料 金 制(ミ ニ

マ ム ・フ ィー)制 度 を とる ものが増 加 して来 た。 これ は デ ー タ"ベース の利 用 有 無 に関 係 な

く,定 め られ た固 定 月 額 を支 払 う方式 で,利 用 額 が 最 低 月額 を 超 えた場 合 は そ の額 を,ま

た,満 た な い場 合 は最 低 月 額 を支 払 うとい うもの で あ る。 例 を挙 げ る と,日 本 経 済 新 聞 社

か ら提 供 で のNEEDS-IRで は,月 額 最 低 料 金 が5,000円 で あ り,平 和情 報 セ ン ター

が提 供 の 日経 産 業 新 聞 フル テ キ ス トで は1,500円,4月 か ら開始 のJETRO(日 本 貿 易'

振 興 会)で は15,000円 で あ る。

特 例 も現 れ始 め た 。 これ まで メンバ ー一 本 の 利用 しかで きなか った 日本能 率 協 会総 合研

究 所 の デ ー タベ ース:MDBが 平 和情 報 セ ンタ ーの シス テ ムで運 用 され 始 め た が,こ れ は

従 量制 な しで の月額10,000円 方 式 とな ってい る。 つ ま り,月 額 最 低 料 金 さえ 払 え ば 自 由に

幾 らで も使 え る とい うこ とを 意味 す る。

この よ うに,デ ー タベ ー スを 利用 す るオ ン ライ ン情 報検 索 シス テ ム の料 金 体 系 は,複 雑

多 岐 に な っ て きた 。 要 す る に,利 用 者 側 で の効 果 判 断 に待 つ 形 に な りつ つ あ る。

これ が特 定 目的 の場 合 な ら利用 頻度 や 効果 を主 体 に考 え判 断 す れ ぽ よいが,利 用 目的 と

対 象 が複 数 の デ ー タベ ー ス に また が る場 合 に は,デ ー タベ ースの 本 来 の 中 身,す な わ ち,

フ ァイル(情 報 源)の 利用 料 金,シ ス テ ムの 使 い よ さ如何,収 録 特 性 の 違 い な ど,実 際 運

用 上 の効 果 効 率 比較 まで 検 討 しな け らば な らな い。

通 信 速 度 は,従 来300BPS(30字/秒)が 主 流 で,1,200BPS(120字/

秒)高 速 受 信 の コス ト面 か らの メ リッ トもそれ な りにあ った が,情 報 の採 取 量 に 焦 点 を置

い た 解釈 で の料 金 是 正 で,こ の メ リッ トも薄 れつ つ あ る。

先進 先 端 技 術,あ る い は関連 社 会情 報 を 検 索抽 出す るに際 し,円 高 基調 の メ リ ッ トを利

用 し海 外 デ ー タベ ース主 体 とす るか 国 内 デー タ ベ ー ス に よ るか は,一 概 に選 択 の 根拠 を示

しが た い 。海 外 の情 報 は,た しか に 先進 先 端 へ の指 標 な りヒ ン トの 収 集 か ら戦略 へ の 基本
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的 な デ ー タ 作 成 へ の 貢 献 効果 が す ぐれ て い るが キ ー ワ ー ド(Descriptor ,ldentifier)の 選

定 か らCRT(画 面)上 での 即時 判 断 解 析 には,相 当 な語学 力が 必要 とい う要 件 が あ るか

らであ る。 つ ま り,必 要 なス キ ル の条 件 が,あ ま りに も厳 しい とい う側面 が あ る。 また 日

本 での精 神的 風 土 や環 境 と総 合 して の 「ゼ ネ ラル な解 析能 力」 が な けれ は,折 角 の情 報 の

応 用 に まで は至 りに くい。

個 々の デ ー タベ ース,そ れ もフ ァイル ご との コ ス トを比 較 す る の は大 変 な こ とに な る上

に,利 用 対 象が 変 われ ば 何 の 役に も立 た な い か ら ,こ こでは 比較 対 象の 参 考 な い し概 念 の

参 考 と して,海 外主 要 デ ータ ベ ース に は殆 ど収 容 され てお り,か つ,日 本 のJOISに も

収 容 され てい る世 界的 な フ ァイル:NTIS,INSPEC ,CASEARCHの 利 用 コ

ス ト(た だ し,通 信 電 話 コス トを含 まな い)を ,表2-6に 挙 げ る。

こ こで,コ ス トの格 段 に安 いBRKTHRU(ブ レー クスル ー)と は 米 国 の デ ータ ベ ー

ス:BRSの 簡 易型 で あ って ,ナ フ ライ ンやSDI手 配,検 索 式 の 登 録,な らび に フ ァイ

ル切 り替 え の で きない こ とな どの制 約 面 は あ るが ,収 録 の 記事 文 献 の 内容 は,全 く本 番 の

BRSと 同様 の新 種 簡 易型 デー タベ ー ス であ る。

個 々の デ ータ ベ ー スな らび に収 容 フ ァイ ル の実 際 につ い ては,デ ー タベ ー ス を扱 って い

る代 理店 に紹 介 して戴 くな り,加 入 者 宛 に送 付 され て来 る ニ ュー ズ レター ほか ,資 料 を 参

照 戴 きた い 。

な お大 事 な こ とは,表 面 的 な コス ト体 系 だげ で な く,前 述 の とお り,使 いや す さと固定

費 な どに も十 分 に考 慮 を加 え,目 的 に 整 合 す る費 用 対投 資効 果 の 判 断 を総 合 的 に お こな わ

なけ れば な らな い こ とにあ る。

2.6著 作 権

ニ ュー メ デ ィアな らび に複 写技 術 の 著 しい進 歩 に よ り,常 識 で遵 守 す べ き 「複製 禁 止」

の解 釈が あ い まい に な って い る。 ど こで も誰 で も ,簡 単 に コ ピーが 可能 で あ り,本 来 は 著

作 権 者の 許 諾 を 必要 とす る複 写 使用 が 公然 とお こなわ れ て い る が厳 密 に は 正 し くな い。 倫

理 意 識の 低 下 も著 しい とい え るで あ ろ う。

デ ータベ ース 利用 契約 に 当た って は,文 書 に よ り,代 理 店 ま たは プ ロデ ュー サ と契 約 を

結 び利用 規 定 の遵 守 を 誓 約す る こ と とな って い る。 この 利用 規 定 は 基 本 的 に デ ー タ ベ ー ス

に収 容 され て い る文 献,デ ー タ,資 料,会 議 議 事 録 な どの 著 作権 の保 護 と営利 利 権 の擁 護

に 目的が あ る。

デ ータベ ース に よる流通 面 での情 報 ,す な わ ち,抄 録 主 体 で の記 事 文 献 や チ ー タ な どは
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表2-6内 外 デ ー タベ ー スの主 要 フ ァイル 内 容 と利 用 コス トの 比較

内 外 の 主 要 な デ ー タ ベ ー ス に は 世 界 的 に 著 名 で 定 評 の あ る代 表 的 な フ ァ イ ル が 必 ら す 含 まれ て い る

が,収 録 基 準 や 出 力 の 形 態 な らび に コ ス トに は 著 しい 相 違 点 があ る の で 注 意 し て取 り組 む こ とが 必 要

で あ る 。 特 性 の 比 較 は 検 索 対 象 や カ テ ゴ リー に よ っ て 一 概 に 総 括 して の 比 較 は 困 難 で あ る の で
,こ こ

で は 概 要 と フ ァ イ ル 利 用 コス トの 比 較 だ け を 挙 げ た 。 利 用 料 は 含 ん で い な い 。

注)JOISの 料 金 に つ い て は,昭 和61年1月 か ら引 き下 げ られ た 値 を 適 用 し,レ ー トを152円

/$と して あ る 。
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一 般 の ケー ス と違 って公 衆 電 話 回線 を通 じて直 接CRT画 面 上 に 打 ち出 され ,端 末機 で の

管 理 事項 と して,処 理 で きる仕 組 み に な って い る 。 契約 書 に は 「使 用 に あ た って は デ ー タ

ベ ース作成 者 の 著 作 権 を侵 害 して は な らな い 。」 と明記 され て お り,ま た 「出 力物 を 印 刷

また は電 子計 算 機 可 読 記録 の方 法 に よ り複製 また は編 集 をお こな っては な らない 。 」 な ど

む ず か しい表 現 が 沢 山あ る。後 者 は い わゆ る 「ダ ウ ン ・ロー デ ィン グ」 す なわ ち,受 信 し

た情 報 を,そ の ま ま フ ロ ッピ ィや デ ィス クな どに 取 り込 ん で しま っては な らな い こ とを 意

味 す る。 デ ー タベ ー スの 数 限 りない 伸張 と情 報 の 氾 濫,な らび に端 末機 能 の 向上 な どが 絡

み 合 い,著 作権 に対 して の運 用 解 釈 は ます ます 混 沌 と して い る のが 現状 で あ る。

デ ー タベ ース に 関 して の 著 作権 を 制 度 化 し明 確 に す るた め,文 化 庁 では 著 作権 審 議 会 に

第7小 委 員 会 を 設 け,さ らに,デ ー タベ ー ス分 科 会,ニ ュー メデ ィア分 科 会 を設 置,審 議

を続 けて きた。

既 に一部 が立 法 化 され て い るが プ ロデ ュー サ(作 成 者),デ ィス トリ ビュー タ(提 供機

関)や デ ィラー(代 理 店)関 連 の こ とが多 く,一 般 で の検 索 従 事 者 に関 係す る もの,特 に

前 記 の事 情 に直 接 して関 連す る もの とい えば 限 られ て い る。 以下 そ の要 点 だ け を抽 出 して

ご参 考 とす る。

2.6.1デ ー タベ ー ス の著 作 権

1)デ ー タベ ー スの定 義

「多数 の情報 を体 系 的 に整 理 統 合 しコ ン ピ ュー タに よ って検 索 し得 る と ころ の機 械 可読

形 態 に した情 報 の 集合 体」 と した。

2)デ ー タベ ー ス に蓄 積 され る情 報 の 著作 権

◇ 新 聞 記 … 「殆 どが記 載 事項 の選 択 や記 事 展 開 の仕 方 ・文章 表 現 な どに 創 作 性 を もつ

著作物 であ る」 と し,著 作 権 あ りと した 。

◇ 学 位 論 文 な どの 抄録 … 原 文 献 の 内容 を 概括 記 述 した 「報 知 的 抄録」 と主 題 や 範 囲 の 記

述 に と ど まる 「指示 的 抄 録 」 に 分 け,「 著 作 権 に該 当す る もの が多 い が,指 示 的 抄 録

の中 には長 さが 短 く該 当 しない もの もあ り得 る」 と した。 は っ き り断定 して いな い 。

◇ 雑誌 ・文 献情 報 誌 ・デ ー タ 集な ど編 集 物

「編集物で素材 の選択 または配列に創作性 のあ るものは編集著作物 と して保護 の対象

になる」 と した。

◇抄録 と原文献の著作権

「指示的抄録は原文献の許諾が必要な二 次的著作物(既 存の著作物に依存 しなが ら,

/
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それ に創 作 的 変 更 を加 え て作 成 した 著 作物)に 該 当 しな い」 と した 。

◇ コ ン ピ ュー タ記 憶 装 置 へ の蓄 積

「出 力 した 情 報 を 直 ち に処 理 して消 去す る場 合 以外 は複 製 とな り,著 作 権 者 の許 諾 が

必要 とな る。 複製 は磁 気/光 テ ィス クな どの機 械 可読 記録 や ハ ー ド ・コ ピ ィの 出 力 も

含 む」 と してい る。

2.6.2デ ー タベ ー ス運 用上 の 著 作 権 解 釈

上 記 に 見 る よ うに,実 際 に デ ー タ ベ ース を運 用 の場 合 に つ いて の 解 釈 は 判 断 まかせ の形

とな って い る。 デ ー タベ ー ス か らの 出力 に は た しか に原 文 献 の 内容 を概 括 記 述 した 「報 知

的 抄録 」 と主 題 や 範 囲 の 記 述 に とど ま る 「指 示 的 抄 録」 の二 つが あ る。 指 示 的 抄録 は 原 文

献 の 許諾 が必 要 な二 次 的 著 作物 に該 当 しな い とい う解 釈だ け は 明確 にな って い る が抄 録 の

取 り扱 い は 明確 に な って い な い。

ダ ウ ン ・ロー デ ィン グの問 題 では,「 出 力 した情 報 を直 ち に処 理 して 消 去 す る場 合 以 外

は 複製 とな り著 作 権 者 の 許 諾 が必 要 」 と,幾 分 フ レキ シブル な解 釈 に及 ん で い る が,こ れ

は欧 米 で の最 近 の 見 解 な い し対 応 を勘 酌 して の結 果 と判 断 で きる。

これ らの事 実 と現状,な らび に,「 情 報 とは既 存 の イ ン フ ォー メー シ ョン と して の提 示

デ ー タの域 に と どま る もの で は な く,こ れ らを参 考 と して イ ンテ リジ ェ ンスの 形 に仕 上 げ

るべ き もの」 とい う解 釈 を と り実 行 に 掛 かれ ば いた す らに,著 作 権 の問 題 に拘 泥す る こ と

もな い と思 う。
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第3章 専門デー タベースの利用知識

3.1科 学 技 術分 野

3.1.1化 学

3.1.1.1概 要

デ ータベ ースに は 経済 や 工 学,医 学 な ど さ まざ まな分 野 の もの が あ るが ,化 学 は非 常 に

学 際 領域 が広 いた め,デ ー タベ ース も多分 野 に 渡 る。 また その 種 類 も多 い。 日本 では1970

年 代 中 頃 に,DIALOG,JOIS,ORBITな どの シス テ ム で化学 系 デ ー タベ ー スの サ ー ビ

ス が 始 ま っ た 。 そ の 頃 はChemicalAbstracts(CA)の よ うに ,文 献 の二 次 資 料(書 誌 事

項,抄 録)の デ ー タベ ー ス の み の サ ー ビス であ った が,現 在 で は,物 性 値 等 の フ ァ ク ト

デ ー タベ ースや フル テ キ ス トデ ー タベ ー ス も加 わ り,各 種 の オ ンラ イ ンて利 用 可能 にな っ

た 。 そ の 代 表 的 な もの に,ChemicalAbstractsService(CAS)の サ ー ビスが あ る。 ま

た 化学 者 の あい だ で有 名 な,ド イ ツのBeilstein,Gmelinな どハ ン ドブ ックの情 報 も近 く

オ ンライ ンでサ ー ビス され る予定 で あ る。

化 学 系 デ ー タ ベ ー ス の 主 な 利 用 目的 は,表3.1.1-1に 記 述 した の で 目を通 して ほ し

い 。 デ ー タベ ース に は,文 献情 報 を収 録 した もの と化 学 物 質情 報 を収 録 した ものが あ る。

化学 技 術 の主 題 な どに関 す る調査 ては,文 献情 報 が 利 用 で き る。 化学 物 質 の 合成 方 法 や特

許 な どに 関 す る調 査 では 化 合物 情 報 が 利 用 で き る。表3.1 .1-2に,化 学 の分 野 で の主 な

デ ー タベ ース とそ の内 容,お よび デー タ ベ ー スの サ ー ビス シス テ ムを掲 載 して お く。

これ らの デ ータ ベ ー スは 簡 単 に フ ァイル と呼 は れ る。 各 フ ァ イルは ,製 作機 関 が 直 接 オ

ンライ ンサ ー ビス してい るの もあ るが ,一 般 には 別 の機 関 が幾 つか の フ ァイ ル を一 括 して

サ ー ビスを行 って い る。 これ らのサ ー ビス機 関は 米 国 ,欧 州 に あ るが 、 日本 国 内 で,こ れ

ら の サ ー ビス を受 け るに は,そ れ ら の 機 関 に直 接 申 し込 む の で は な く,日 本 での 代理 店

(agent)に 申 し込 む こ とに な る。 た とえは,STNは 米 国 のChemicalAbstractsService

(CAS)が オ ンライ ンサ ー ビス を行 って い るが,日 本 では 現在(社)化 学 情 報協 会 が担 当

して い る。

{
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表3.1.1-1化 学 系 デ ー タ ベ ー ス の 概 要

1. 2. 3. 4. 5. 6.
利用目的 情報の所在(主 な関連DB) 補助手段 効率的な利用 必要な知識 その他・参考文献

1.研 究に関連するすべての

文献の調査
2.す でに存在する特許権利

範囲等について調査
3.化 合物の取 り扱い

(安全性、危険性)
について調査

4.装 置について調査
5.合 成方法

反応条件、単離につ
いて

6.化 学物質の新規性、有用

性の調査
7.物 質法規制の調査

米国のTSCAイ ンベン トリ
などD

利 用 シ ス テ ム
・BRS

・ClSご 二

・DlALOG

・川S'

・ORBlT

・PATOUS

・QU断EL(DARCを 含 む)

・STN・lnternationa1

・他

利 用 デ ー タベ ー ス
・CA(CASEARCH)

・C13附R

・lFl!CLA川S

・lNPADOC

シ ス テ ム
Cマ ニ ュア ル

・講習 会 テ キ ス ト

デ ー タベ ー ス
・講習 会 テ キ ス ト

・デ ー タベ ー ス サ マ リー

シ ー ト
・ブル ー シ ー ト

そ の他 、個 別 に

CA
・bdexGuide

・セ ク シ ョ ン一 覧 表

・CAの 索 引

RECl∫ 『RY

1化 合物検索についてはCAS
登録番号2)を 利用する

2各 サービスごとにオンライ
ン原文複写サービスがある
のでそれを利用する

3回 答件数が多い時は、オフ

ラインプリン ト3)を 利用
すると安価である

4各 種サービスシステムの講
習会、マニュアルを利用す
る

5通 信ソフ トを利用すると、

1主 題知識
各分野について基本的な知
識がないと、適切な用語を
選ぶことができない
回答が合っているかどうか
を判断する必要がある
英語の知識など

2特 許についての基礎知識
各国の特許制度
権利範囲
特許番号
公開番号
出願番号
優先権主張'
年金
対応特許

1参 考 文 献
・化 学 文 献 の 調 べ方

(化 学 同人)
・オ ン ラ イ ン情 報検 索

(地 人書 館)
・CASRARCHの 利 用

(情 報 管 理)
・JAlCIフ ォー ラ ム
"入 門講 座"

・IUPAC(日 本 化 学 会)

命 名 法

2各 サ ー ビ ス ニ ュ ー ス
・CASONLlNEニ ュー ス

弔ASlSニ ュ ー ス
・K川OLlNE

・Jl(ST

・REαSTRY

・WPl

・.・

化 学 物 質検 索

名 称 、 分子 式 か らの検 索

DlALOG

CHEHSlS

CH団NAHE

C日EHSEARCH

CH団ZERO

・スク リー ン辞 書

JlCST
・シ ソー ラ ス

・分 類 表

・文 献 目録

他

'

オー トロ グ オ ン 、検 索 式 登

録 、 回 答 のDOWNLOADING4)

な どが 利 用 で き る

6受 託 検 索

他

3シ ステム、データベースの
特徴
各データベース製作者の収
録方針、データベースの特
徴など

4化 合物関連

名称(主 な官能基の名称〉
構造の理解

・JOlSニ ュー ス

・PATOuSニ ュー ス

・他

3マ ニ ュ アル

4そ の他
・パ ソ コ ン、 モ デ ム 、 通

信 ソ フ ト、 グ ラ フ ィ ッ

ク ソ フ ト等 の カ タロ グ

ORBlT三. 分類(配 位、高分子)
CH団DEX

STN ,ご.

REGlS↑RY'

構造からの検索
QUE∫ 『EL

DARC'
STN・ 一'

REGl口RY

フ ラ グ メ ン トコー ドか らの

検索
1臼CDB

WPl

注1)TCSAイ ンベン トリ
毒性物質規制法による既存化学物質台帳
このインベン トリに記載のある化学物質は米国で販売、輸入ができる。日本の既存化学物質ハンドブックに相当する。

注2)CAS登 録番号

纏 ㌶ 隠 、麗 麗 誌A)で 馴 したユニークな化学物質にたし'して付与している番号
注3)オ ンライン検索をした後、DISPLAYに 回答を表示するのではな く、サービスセンターがバッチ印刷した後、郵送する。

回答を一旦フロッピーデ ィスク等に保存 し、接続を終了 したあと利用すること注4)

ー

oっ
◎う
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表3.1.1-2主 な 化 学 系 デ ー タ ベ ー ス と 利 用 シ ス テ ム

デ ー タベ ー ス名 称 収 録分野 、内容 種類 件数 サ ー ビ ス シ ス テ ム

BlOSIS 生命科学 文献 ○ BRS,DIALOG,JOIS,STN

CA(CASEARCH) 化学、化学 工学 文献 ○ BRS,DIALOG,JOIS,

ORBIT,STN

CO岡PENDEX 工学 文献 ○ BRS,DIAしOG.」OIS,

ORBIT,S↑N

1NIS 一 文献 ○ BRS,JOIS,S↑N

JICST 理工学 文献 ○ JOIS
HETADEX 金属 文献 DIALOG,STN,ORBIT

NTIS 理工学 文献 ○ 8RS,DIALOG,川S,

ORB|T,STN

TOXUNE 錐 文献 JOIS'
INPADOC 特許 文献(書 誌 のみ) ○ PATOUS

WPl 特許 文献 ○ DIALOG,ORBIT,QUESTEL

lFl/CLAIHS 止堂 、電気 、機械の特許 文献 ○ DIALOG,ORBIT,STN

DARC 雌 化学物質 ○ QUESTEL

REGISTRY 雌 化学物質 .○ STN

CJACS、 な ど 雌 全文 STN

C13酬R スペ ク トル デ ー タ デ ー タ

HS-online スペ ク トル デ ー タ デ ー タ

JICST質 量 ス ペ ク スペ ク トル デ ー タ デ ー タ JICST質 量 ス ペ ク トル

トル デ ー タ シ ス テ ム

注1)○ は レ コー ド総 数 が100万 件 を越 え るも の

表3.1.1-3に は,主 な デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と そ の 代 理 店(問 い 合 せ 先)を 掲 載 し て い る 。

表3.1.1-3各 シ ス テ ム サ ー ビ ス 機 関

サ ー ビス名称

BRS

DARC

DIALOG

JOIS

ORBIT

PATOLIS

QUESTEL

STN

サ ー ビ ス 機 関 、 代 理 店(プ ロ デ ュー サ ー を含 む)

日 本 電 子 計 算(株)(03-668-6171)、 ユ サ コ(株)(03-502-6471)

丸 善(株)、(株)紀 伊 國 屋 書 店

丸 善(株)(03-271-6068)、(株)紀 伊 國 屋 書 店(03-439-0123)

(特)日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー(JICST)(03-230-1341)

日 本 エ ス ・デ ィ ー ・シ ー(株)(03-349-8520)

(株)日 本 特 許 情 報 機 構(JAPIO)(03-503-6181)

丸 善(株)、(株)紀 伊 國 屋 書 店

(社)化 学 情 報 協 会(03-816-3462)

さて これ まで の とこ ろで,化 学 の分 野 で は どの よ うな デ ー タベ ース が あ り,利 用 づ る時

ど こへ 問 い合 せ れば よいか が 理 解 して いた だ け た と思 う。

利 用 した い デ ー タ ベ ー ス が 決 ま る と,そ の サ ー ビス 機 関 に 申込 み を お こな うこ とにな

る 。 申 込 み は ほ とん ど の 場 合,デ ー タ ベ ー ス 単位 では な く,サ ー ビス シス テ ム単 位 で あ

る 。従 ってDIALOGの 申込 み を す れ ば,DIALOGの す べ て の フ ァイ ル を利用 す る こ とが で

きる(一 部 利用 で きな い もの もあ る)。
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申 込 み に必 要 な料 金 は サ ー ビス に よ って様 々であ るが,だ い た い1万 円以 内で あ る 。 申

込 み 後2週 間 くらいす る と,パ ス ワ…一:ド等 が送 付 され て くる。 利用 申込 み や検 索 内 容 の 秘

密 は保 持 され る。次 に実 際 の 利用 で あ る が,各 シス テ ム ごとに ア クセ ス 方法,検 索 方 法 な

どが 違 うの でデ ータ ベ ース を 利用 す るに あ た っては サ ー ビス セ ンタ ーが定 期 的 に開 催 して

い る講 習 会 に 出席す るの が,そ の デ ー タ・ベ ー スの 内容 をは じめ 使 い 方 を 知 る うえで 最 も近

道 と も いえ る。

講 習 会 は どこの サ ー ビス セ ンタ ーで も行 って い る ので,申 し込 め ばす ぐ出席 す る こ とが

で き る。 だ いた い月 に数 回 程 度 で,1回 あ た り1日 か ら3日 コ ー ス くらい で あ る。 費 用 は

5,000円 か ら30,000円 くらい で あ る。 講習 会 に 出席 すれ ば 各 シス テ ム の利 用 方 法,サ ー ビ

ス して い るデ ータ ベ ース の 特 徴 な どが わ か る。 しか し講 習 会 に参 加 した とい うだ け で,そ

の デ ー タベ ー スを使 い こな せ るか とい う とそ うでは な い よ うだ 。

そ の後 利用 して い くうち に,種 々の 疑 問 が生 じる と思 うが,そ の 度 に サ ー ビス セ ンタ ー

に問 い合 せ て いけ ば徐 々に知 識 が 増 え て くる。

3.1.1.2利 用 目的 とデ ー タベ ー スの 所 在

これ まで の ところ で,オ ン ライ ン検 索 を利 用 す る準 備 が で きた。 次 に,化 学 分 野 の デ ー

タサ ー ビスにつ いて,他 の 分野 との違 い や,効 率的 な検索 方 法 な どにつ いて 述 べ よ う。

化学 系 デ ータ ベ ー スは 他 の分 野,た とえば医 学,生 物学,工 学 な ど とは,本 質的 に は 同

じで あ るが,化 学 物 質 を取 り扱 って い る点 に特 徴 が あ る。 特 に特 許 の調 査 では,化 学 物 質

を 中 心 に検 索す る場 合 が 多 い よ うだ。ChemicalAbstracts(CA)を 作製 して いて,STN

の サ ー ビス機 関 であ るCASで は,特 定 の 化学物 質 に,CAS登 録 番 号(背 番 号)を 付 け て

い る。 化学 系 デ ー タベ ース を検 索 す る時,既 知 の化学 物 質 の 検索 な らぽ,決 ま った 単 語 や

フ レー ズを入 力す れ ば よい の で そ う難 しく考 え る必要 はな い 。 しか し,未 知 の 化学 物 質 や

構 造 か らの検索 は その よ うに 簡 単 に進 め る こ とは で きない 。

あ る化 学 物 質 に つ い て述 べ て い る文 献 を検 索す る場 合,最 初 に このCAS登 録 番 号 をみ

つ け る こ とが 必要 で あ る。 特 定 の 化学 物 質 を 限定 す る方法 と して,名 称,分 子 式,構 造,

フ ラ グ メ ン トコー ドの4つ の 方 法 が あ る。 そ れ らの 検索 上 の 特 徴 及 び そ の 他 の検 索 に つ い

て述 べ て み よ う。

,

(1)化合物名称に よる検索

最 も一般的な検索方法であ り,慣 用名等の検索は簡単に利用で きる。名称検索では,
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完 全 な 名称 で検 索 が で き る他,名 称 セ グメ ン ト(断 片)で も検 索 で きる。 しか し同 じ化

学 物 質 で もい ろ ん な名 称 が あ り,ま た 最近 の化学 物 質 は か な り複 雑 に な って いて,専 門

家 でな い限 り,完 全 な 名称 がつ け られ な い もの が 多 くで て きて い るの で,そ の よ うな 検

索 には 専 門的 知識 が 必要 で あ る。CHEMSIS,CHEMNAME,CHEMSEARCH,CH-

EMZERO(DIALOG)REGISTRY(STY) ,CASNAME(JOIS),CHEMDEX(OR-

BIT)な ど。

② 分 子 式 に よ る検 索

分 子 式 に よ る検 索 は最 も確実 で あ り,ま た簡 単 に利 用 で き る。 しか しそれ だけ て は,

必 要 な 化合物 のみ に絞 りきれ ない 場 合 が 多 く,名 称 と組 み 合 せ る必 要 が あ る。 上 記 と同

様 の フ ァイル。

(3)化合物 構 造 に よ る検 索

STNのREGISTRYフ ァイ ル,DARCのDARCフ ァイル な どで は構 造 に よる検索 が利

用 で きる 。検索 方 法 は 簡単 で,ま た 回 答 に も構 造 が利 用 で き るの て わか り易 い とい うのが

特 徴 で あ る。 しか し質 問 の 構 造 式 を 組 み 立 て るの に,多 くの コマ ン ドに 慣れ る必要 が あ

る 。STNで は この手 間 を省 くため に,メ ニ ューに よる構 造 式 の 作製 が て き る よ うに な って

い る。REGISTRY(STN),DARC(DARC)

(4)フ ラ グ メン トコー ドに よる検 索

IFICOB(米 国 特 許)フ ァイ ル な ど では フ ラ グメ ン トコー ドに よる検索 が 可能 で あ

る。1つ の コー ドが特 定 の官 能 基 や 置換 基 を表現 して い る。 これ らを 組 み 合せ て必 要 な

化学物 質 を検索 す るわけ で あ る。

(5)フル テ キス トを求 め る場 合(付 録1参 照)

STNて 提 供 して い るCJACSフ ァイル(収 録件 数:約6万 件)が そ の 代表 。雑 誌 の記

事 その もの を ナ ン ライ ンで み る こ とが で き る。

通 常 の検 索機 能 の ほか に フル テ キ ス トを効 率 よ く既 観 す る機 能 が あ る。一 般 に レコ ー

ド数 は 少 ない(レ コー ド数 が多 い と検索 に時 間 がか か りす ぎる)。

(6)フ ァ ク トデ ータの検 索(付 録2参 照)

化学 物 質 の物 性 につ いて,実 際 の測 定 デ ータ を提供 す る。

この デ ータベ ー スは製 作 に 費用 が か か る他 ,チ ー タ に関 す る 責 任問 題 もあ るの て,商

用 の もの は あ ま りない(STNのMS-online,C-13な ど)。
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(7)製 品 の検 索(カ タ ロ グサ ー ビス)

ど この企 業 で どん な製 品 を 作 って い る とい う情 報 を収 録 して い る。

DUTEQ,DEQUIP(STN)な ど。

(8)画像 、 グ ラ フ ィ ッ クの 検 索(付 録3参 照)

化 学 反応 の モ テル 、 化 合物 の構 造 な ど。

パ ソ コンで利用 す る場 合 は 、 グラ フ ィッ クソ フ トが必要 で あ る。

REGISTRY(STN),DARC(DARC)

3.1.1.3効 率 的 な利 用 法 及 び 留 意 点

1.デ ー タベ ー ス製 作 機 関(サ ー ビス業 者)は 多 くあ るが ,完 全 に 分担 が 決 ま って い る

わ け で は ない 。Aは 化学 で,Bが 物 理 とい うよ うに 明 確 でな い 。

(選 択 が難 しい)
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化学 や,物 理 的 測定 チ ー タ集 な どを オ ンライ ンでサ ー ビス して い る機 関 は 少 な い 。

必 要 な項 目 をす べ て収 録 で きるほ ど コ ン ピュー タの 容 量は 大 き くな い。

必要 な項 目を100%検 索 で きる よ うな検索 シス テ ムは 存 在 しな い

デ ー タベ ース サ ー ビス の提 供方 法,検 索 方法 が 統一 され て い るわ け では な い 。

デ ー タベ ース は有 料 で提 供 され て い る もの て あ る。研 究 者 が ,自 由に しか も気 の 向

くままに 使 え るわ け では な い。

.レ コー ドの言 語 が 様 々で あ る。

コ ン ピュー タは ,ア ス ピ リンと アセ チ ルサ リチ ル酸 が 同 じもの で あ る と判 断 で きな

い。

不平 不 満は 訴 え る こ と。

わ か らな い こ とは問 い合 せ る。 そ れが サ ー ビス の向 上 につ な が る。

事 故 は連 絡 す る(割 引 きが 適用 され るか も知 れ ない)。

チ ー タ の間違 い は指 摘 し,訂 正 して もら う。

な るべ く多 くの講 習会 に 出席す る とよい 。

説 明 会,オ リエ ンテ ー シ ョンは無 料 。

各種 フ ェ アや 学 界 の 展 示 会は オ ンライ ンテ ー タベ ニ スサ ー ビス の い ろ ん な業 種 が 集

まって い る。 質 問 す る と利 用 す る こ とが で き る。'

サ ー ビス ご とに 練 習用 の安 価 な フ ァイ ルが あ る。
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ソフ トの購 入 も含 め,モ デ ル や パ ソコ ンを購 入 す る時 は つ な が る まで立 ちあ って も

ら う。

故 障 はす ぐ連 絡 し,モ デ ム,端 末 両 方 の業 者 に 立 ち あ って も ら う。

300baudよ り1200baudの ほ うが ス ピー ドが 早 く,結 局 検 索 時 間 が短 くて 済 む。

検 索 式は 接 続 以前 に組 ん で お く。

タ イ プ ミスをす る と回 答 がO件 にな って しま う。 例POLUTION(PULLUTION)

DISKETTE(DISKKETTE)

ANDで 組 み合 せ る時 は,通 常2,3が 好 ま しい 。あ ま り組 み 合せ す ぎる と回答 が

極 端 に少 な くな って しま う。

最 初 か ら よい 回答 を 出す の で は な く,100件 み つか った ら,2,3件 打 ち出 しそ れ

か ら また判 断 す る。

接 続 中 は,考 え て いて も課 金 は どん どん進 む 。

意 味 の な い言葉,OF,AT,ONな どは ス トップ ワー ドとい って検 索 で きな い。

科学 的,管 理,手 段 な ど概 念 の広 い 言 葉 は,検 索語 と して 不 適 当 て あ る。

代 行 検索 の 利用 も考 慮 す る。

コ ピーサ ー ビス につ い て

検 索 した回 答 で,直 接 オ ン ライ ンに よ る コ ピーサ ー ビスを 受 け る こ とが で き るが,

また 以下 の 機 関 に問 い 合せ れ ば 手 に 入 れ る こ とが て きる。

① 化学 情 報 協 会

② 日本科 学 技 術情 報 セ ン ター(JICST)

③ 国 立 国会 図 書館

④ 丸 善

⑤ 日本原 子 力 共 済 会(原 子 力 関係)

⑥ 日本特 許 情 報機 構JAPIO(特 許 文献)

料 金 は まち まちて あ るが,お よそ1,000-5,000円/記 事 で あ る。

3.1.1.4必 要 知 識

(1)収録 につ い て

各 デ ー タベ ー ス に は そ れ ぞ れ の 専 門 が あ る。化学 系 デ ー タベ ー スは 当然 の こ となが

ら,化 学 に 関す る情 報 を集 め た もの で あ る。 しか し現 在 の よ うに化学 と医学,化 学 と電
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気 な どの境 界 が 入 り込 ん で くる と,多 くの デ ー タベ ー スの 中 で,ど の デ ー タベ ース を利

用 すれ ば よいか の判 断 をす るの が 非常 に難 しい。 また,各 デ ー タベ ー ス作 製 機 関 の,収

録 対 象 雑 誌,収 録 対 象 特 許 な どは,多 少 の 変動 が あ るが,ほ ぼ 決 ま って い る。1つ の

デ ー タベ ー スが あ る分 野 につ いて,世 界中 の すべ ての 文献 を収 録 す るこ とは 不 可 能 で あ

る。 そ れ ゆ え,検 索 者 は情 報 入手 の 目的 は 何 で あ るか を 正確 に判 断 す る と と もに,複 数

の デ ー タベ ー スを 利用 す る よ うに心 掛 け る必 要 が あ る。

(2)索引 に つ い て

デ ー タベ ース作製 機 関 が 化学 物 質 や,概 念 を どの よ うな 基準 で索 引 して い るか につ い

て知 る こ とは,そ の デ ー タベ ース を使 い込 む うち に重 要 に な って くる。 た とえ ば特 許 の

明 細 書 は,権 利 を 主 張 す る ク レー ム,詳 細 な 説 明,実 施 例 に分 か れ て い るが,CASで

は 索 引語 を 抽 出す る際,詳 細 な説 明 は対 象 に しない とい うこ とな どが あ る。雑 誌 に記 載

され て い る化 合物 を索 引 す る際,原 料 や生成 物 は 索 引す るが,溶 媒 や 触媒 は 索 引 しな い

とい うこ と もあ る。 こ の よ うな基 準 は,そ れ ぞれ の デ ー タ ベ ー スに よ って異 な る。

(3)専門 お よび,外 国語

語 学 に つ い ては,特 別 な 知識 は 必 要 な いが,標 題,抄 録 な どの概 要 が つか め る こ とが

必要 であ る。 ほ とん どの チ ー ター ベ ー スは英 語 で あ る。 専 門英 語 であ るの で文 体 自体 は

比較 的 平 易 で あ る。

化学 の 知 識 は それ ほ ど高 度 な もの は必 要 では な い 。一 般 に は大 学 教 養 課 .程程度 の知 識

で充 分 であ る。検 索 主 題 に よ って,化 合物 や専 門用 語 を 書 物 等 に よ って調 べ る こ とが で

きれ ば よい。 話題 性 の あ る主 題 や新 しい用語 につ い ては,新 聞 や 化学 雑 誌 に 時折 目を通

して お く とよい 。具 体 的 には 表3.1.1-1を 参 照 。

3.1.1.5参 考 文献

さ らに デ ータベ ース につ い て理 解 を 深 め た い方 は,以 下 の参 考 文 献 を 参 照 してほ しい 。

1)泉 美 治,小 川雅 彌,加 藤 俊 二,塩 川 二郎,芝 哲夫 監 修,増 補 化 学 文 献 の 調 べ

方,化 学 同 人,1986年,160ペ ー ジ

2)ROBERT.E.MAIZELL飯 塚 健,山 崎 殺 訳 化 学 情 報 へ の ア クセ ス,い か

に 活用 す るか,学 会 出版 セ ンタ ー,1983年,262ペ ー ジ

3)時 実 象 一,CASearch検 索 補 助 資料 と検索 の戦略,情 報 管 理,23巻7号,日 本

科学 技 術情 報 セ ン タ ー,1980年,590-606ペ ー ジ

4)時 実 象一,CASearch(化 学),情 報管 理,23巻3号,日 本 科学 技 術情 報 セ ン

タ ー1980年,241-257ペ ー ジ

5)JAICIフ ォー ラム,化 学 情 報 活用 講 座,化 学 情 報 協 会,NO.17-
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3.1.2特 許

3.1.2.1概 要

特 許文 献 に は 大 き く分け て,技 術 情 報 の側 面 と,特 許権 の 内容 を 表 す 権 利 情 報 と して の

側 面 とを持 って い る。 多 くの 国 で は,出 願 後18ケ 月経 つ と審 査 な しで 公 開 す る制 度 を採 用

してい る の で,か な り早 い時 期 に 特 許情 報 を 見 る こ とが で きる。

公 開公 報 は,未 審 査 の状 態 で 公 開 され,そ の ま まの 内容 で権 利 化 され る こ とか 少 な いの

で,技 術情 報 と して の度 合 いが 強 い 。 公 告 公 報 は,審 査 を パ ス して い る の で,権 利情 報 と

して の性格 が 濃 い。

特 許 文 献 には,「 発 明 の名 称 」,「 特 許 請 求 の 範 囲」,「 発 明 の 詳 細 な説 明」 や 「発 明

者 」,「 出願 人 」,「 出願 日」 「出願 番 号 」,「 公 開 日」,「 公 開番 号」,「 国際 特 許分

類 」,な どが統 一 的 に記 載 され て お り,し か も番 号 の重 複 が な い の で 調 査 が しやす い とい

う特 徴 もあ る。最近 に な って,米 国,日 本,仏 国 な どの特 許 文 献 が商 業 デ ー タベ ー ス化 さ

れ,オ ン ラ イ ン検 索 の 利 用 に 供 さ れ て,特 許 調 査 の 迅速 化 お よび 広 域 化 を もた ら してい

る。 自国 にい な が らに して他 国特 許 の デ ー タ ベ ー スを利 用 で き る時 代 に な っ てい る。

特 許調 査 の 目的 には各 種 あ るが 、 新 しい ア イ デ ィアを 案 出 した 時 や 特 許 出願 しよ うとす

る時 に そ の前 に 同 じよ うな技 術 が あ るか ど うか を調 べ るた め の先 行 技 術調 査,あ る重要 な

特 許 に つ い て世 界各 国 に 同一 内容 の 特 許(対 応特 許)が あ るか ど うか を調 べ る対 応 特 許調

査,デ ザ イ ン関 係 につ い て検 索 す る意 匠 の 調 査,類 似 の トレー ドマ ー クが な い か ど うか を

調 べ る商 標 の調 査,権 利 侵害 な どの 際 に そ の権利 が実 際 に 存 在す るか,実 施 権 が設 定 され

され てい な いか,共 有 者 が い な いか 等 を調 べ る権 利 調査,他 者 懸案 出願 の 審 査 状 況 が ど う

な ってい るか を調 べ る審 査経 過 調 査,特 許 権 を侵 害 して い るか ど うか 法 令 条 文 では 判断 が

つ か な い ときな どに判 例を 参考 にす るため の判 例 調 査,他 社 が どの よ うな分 野 に進 出 し よ

うと してい るか な どの動 向を調 べ る動 向調 査 な どが あ る。 尚,特 許 関 連 デ ー タ ベ ー ス利 用

の概 要 は表3.1.2-1の とお りであ る。
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表3.1.2-1特 許 関 連 デ ー タ ベ ー ス の 利 用

1利 用目的 2情 報の所在

(関連DB等)

3補 助手段 4効 率的な使い方 5必 要な知識 6そ の他

(参考図書類等)

川 先行技術調査 PATO[IS,CIAIHS,WPIな

どの特許専門DB

CAS、PASCALな どの特許 を

含むDB

JICSTな どの主題関連DB

フリーキワー ド表

国際特許分類表

日本特許分類表

出原臥 コード表

操作マニュアル等

a・主題知識

b,特許制度の基礎矯識

C.特許分類の知識

コンピュータ情報検索入門(発 明協会)

工業所有権法令集(発 明協会)

工業所有権逐条解説(発 明協会)

特許法概説(有 斐閣)

② 対応特許調査 INPADOC(PATOLIS(K)IP)

WPI,な ど

操作マニュアル 第1国 の出願番号等

から簡単に検索可能。

優先権制度 工業所有権法令集(発 明協会)

パリ条約講話(発 明協会)

(3)意 匠の調査 PATOUS(K)JD 操作マニュアル

(4)商 標の調査 PATO[IS(K)JH,BRANDY,

TRADEhARKSKANな ど

商標分類表 、

出願人コー ド表など

商標の類似とは 商標実務入門(発 明協会)

(5)権 利調査 PATO[IS(K)JR,C[AIHSな

ど

操作マニュアルなど 権利存続期間

特許料 く年金)納 付期限

特許庁年報(発 明協会)

(6)審 査経過調査 PATOLIS各 フ ァイ ル 操作マニュアルなど

(7)判 例調査 HANIK,PAT[AWな ど

.

(8)動 向調査 PATO[IS,WPIな ど

1

戦日各自勺守寺言午}舌用言禽(JICST)

ー

め
寸
ー



3.1.2.2利 用 目 的 と デ ー タ ベ ー ス の 所 在

(1)先 行技 術 調査

先行 技 術調 査 を以下 の よ うに便 宜 上3つ に分 け て説 明 す るが ,こ れ らで全 て で は な く

また これ ら3つ の 間に 明 確 な区 別 か あ る とい うこ とで は な い。 企業 の 規 模 、 業種,開 発

姿 勢 等 に よって一 定 しな い の で,飽 くまで も1つ の 例 と して と らえて も らい た い 。

① ア イ デ ィア提 案 時 点,発 明時 点

ア イ デ ィア時 点 で は ,未 だ 具 体 化 され た もの で は な いの で,権 利 関 係 の調 査 と言 う

よ りも,類 似技 術 の収 集 とい う性格 が 濃 い 。 研究 開 発 部 門 では 集 め られ た 資 料 を もと

に フ ィー ドバ ックをか け て 更 に よい ア イデ ィアを案 出す る材 料 とす る こ とが で き る。

例 えば技 術分 類 を使 用 せ す に キ ー ワー ドの み を用 い て 検索 して み る と ,対 象 とな る技

術 分野 が多 岐 に わ た るの で,非 常 に ユ ニー クな技 術情 報 や ア イデ ィアを 得 る こ とが て

きる場 合 もあ る。

出願 公 開 制度(昭 和46年1月1日 以 降 出願 分)が 採 りいれ られ てか らは ,出 願 後 約

1年 半 経過 す る と明 細 書及 び 図 面全 部 の 内容 が 公 開 され るの で往 々に して 他 の情 報 よ

り早 い こ とが あ る。 競争 相 手 の 出願 傾 向を 調 べ て み る とそ の開 発 速度 や 目標 、重 点項

目な どまで手 に取 る よ うに わ か る こ とが 多 い 。

この 時点 で しば しは利用 され る デ ー タベ ー ス と して は ,PATOLIS,WPI,

CLAIMSな どの特 許 専門 デ ー タベ ー ス が一 般的 で あ る。 また化 学 分 野 で はCAS

もよ く利 用 され て い る。 これ らの デー タ ベ ー スの概 要 は表3 .L2-2の とお りで あ る。

② 新製 品 企 画 時点 に おけ る先 行 技 術調 査

アイ デ ィア段 階 で,技 術 資 料 は か な り収 集 され て は い るが ,新 製 品 企画 時 点 ては,

特 許情 報 は 「技 術 情 報」 とい う よ りも 「権 利 情 報」 と して の 色彩 が濃 くな る。 従 って

既存 特 許 との権 利 関 係 を明 らか に して お く必 要 が あ る。 若 し権 利 範 囲 に含 まれ る特 許

権 が存 在 す る場 合 は,実 施 許 諾 して もら うか,権 利 を迂 回す るか ,そ の企 画 自体 を 中

止す るか の判 断 を しなけ れ ば な らない 。 懸 案 とな る特 許 権は1つ とは 限 ら ない の で ,

全 体 を 理 解 しや す くす るた め に,し は しは パ テ ン トマ ップが 利 用 され る。

パ テ ン トマ ップの作 成 方 法 には 、い ろ い ろ あ るが 代表 的 な もの と して 、 マ トリ ック

ス法,ツ リー図 ,フ ロー図,番 号 リス トな どが あ るが,そ の テ ー マや 目的 に よ って適

宜選 択 され てい る よ うで あ る。 マ トリ ックス法 の 例 を示 す 。
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物 質 一 用 途 マ ト リ ッ ク ス

用途
物質

塗 料 イ ン キ 接 着 剤

A 特 開 昭60-123456

特 公 昭62-4321

特 開 昭59-97351

B 特 公 昭56-2468

・

特 開 昭53-54321

C' 特 公 昭61-13579

プ

表3.1.2-2主 な 特 許 関 連 デ ー タ ベ ー ス

L

1'1:成機関:」A.PIO(日 本特 許 情 報機 構}提 供 機関:JAPIO

使 用 言語:日 本 語,シ ソー フス:な し(7リ ーキ ー ワー ド)

収 録 範囲:[1木 公IJII#.s許・実川 新案(昭 和46年7刀 以 降 公開分)

目木 公 告 特許(昭 和30年 以 降 公告 分)

日本 公 告 実用 新 案(昭 和35年 以降 公 告 分)、

そ の他U本 意 匠,商 標,審 判,登 録,1NPADOC'プ アイル 有 り。

}モii算子:AND(.)OR(十)NOT(#)

補助 手 段:国 際 特 許 分類(IPC)表.日 本 特 許 分 類(JPC)表,出 願 人 コー ド表,

技 術川 語 に よ る特許 分 類索 引,操 作 マ ニュ アル な ど。

(注)フ リー キ ー ワー ドが 使用 で きるの は 日本 公 開特 許 の み。 ナ ン ライ ンで検 索 また は

限 定 で き るキ ーはIPC,JPC,発 行 年 月,出 願 人 コー ドな どに 限 られ る。

接 続 力 法:PATOLIS漢 字 は 公 衆回 線 で漢 字 ク ー ミナ ルが あれ ば可 能 。PATOL

IS特 定 は特 定 回線 を 引 く必 要 があ る が 図面 を オ ンライ ンで出 力 で きる。P

ATOLISカ ナは 不 便 で もあ る し利用 で きる 範囲 も限 定 され る。 詳細 はJ

APIOに 問 合わせ の こ と。
一一次 資 料 の 所在:特 許庁 資 料館(万 国 工 業所 有 権 資料 館)大 阪 府 立図 書 館

,発 明 協会

東 京支 部,発 明 協会 各 支部 等 。

作 製 機 関=Derwent社,提 供 機 関1 .DIALOGな ど,

代理 機 関:紀 伊 国屋,丸 善MASISセ ンタ ー,日 本 技 術 貿 易,日 本SDCな ど。

演 η:子:ANDOR,NOT近 接演 算 子,前 方一 致.後 方一 致.制 限項 目な ど多 数有 り。

使 用 言 語:英 語

収 録 範 朋:世 界 主要 国 の 特 許(主 と して1963年 以 降}

接 続 方 法=代 理 機関 に問 合 わせ の こ と。
… 吹 管 料 の所 在:特 許庁 資料 館(万 国工 業 所 有 権資 料 館)大 阪 府立 図 書館 等 。

作 型 機 関:IFI/PD,提 供 機 関:DIAL』OG

代P財 幾【司:ホ 己fヲ}国屋,フL善MAS正Sセ ン タ ー

lll言 語:英 語,シ ソ ー ラ ス:IFI統 制 語,UNITERM

P:-i・:AND.OR.NOT、 近 接 演 紅 子 、 前 方 一 致,後 方 一 致,制 限 項 目 な ど 多 数 有 り。

録 範 囲:米 国 特 許(1950年 以 降)
一・ぴ 資 料 の 所 在:特 許 庁 資 料 館(万 国 工 業 所 有 権 資 料 館)大 阪 府 立 国P}館 等

。

1'|輻!目幾閲:Chernical∧bstractService

提 供 機 関:BRS.DIALOGな ど。

日 ・1・1代理 店;JICST,化 学 情 報 協 会,紀 伊 国 屋,丸 善MASISセ ノ タ ー,ユ サ コ

日 本SDCな ど

使 川 言 語:英 語

収 録 範 囲:化 学 全 般 の 文 献 お よ び 特 許

`

b

－45一

`



この時 点 で利用 され る デー タ ベ ー スは 特 許 専 門 デ ー タベ ー スに限 らす ,特 許情 報 を

含む 技 術関 連 デ ー タベ ース や特 許 情 報 を 含 ま な い文 献 デ ー タベ ー ス も利 用 され る こ と

が多 い 。

また この時 点 で は,懸 案 とな る特 許 は 大 体 に お い て抽 出 され て い るが,懸 案特 許 と

同一 内 容 の外 国 特 許 が存 在 す るか ど うか を 調 べ る こ と も多 い。一 般 には 対 応 特 許 調 査

と呼 ばれ て い る(詳 細 は後 述す る)。 特 許 専 門 デ ー タベ ー スの 概要 は 表3.1.2-3の

とお りで あ る。

③ 係 争 時点 に おけ る先 行 技 術調 査

あ る出願 が公 告 に な って,そ の件 につ い て異 議 申立 てを し よ うとす る と きや,あ る

特許 権 が無 効 で あ る との審 判 を 請 求す る と き,特 許 権 侵害 との警告 を受 け た りした と

き等 に も先 行技 術 調 査 や権 利調 査 が行 われ る。 この時点 では,調 査 内容 は か な り厳 格

に な るの で しは しは マ ニ ユ・アル 調 査(手 め く りに よる調査)が 併用 され る。

係 争 時点 で の特 許 の審 査 状 況 は,出 願 公 開 の場 合 の 警告 とは 異 な り,少 な くと も審

査官 に よる審査 を パス した もの で あ るか ら,通 常 の文 献 の 中か ら意 とす る先 行 技 術 情

報 を 得 る こ とは な か な か 難 しい 。 した が って,あ ま り利 用 され て い な い と思 わ れ る

デ ー タベ ース を探 ってみ る の も方 法 て あ る。特 許 を含 む デ ー タ ベ ース の概 要 は表3.1.

2-4.お よび表3.1.2-5の とお りであ る。

② 対応 特 許 調 査

あ る国 の特 許 また は特 許 出願 に つ い て,他 の 国 で特 許 に な って い るか また は 公開 ・公

告 にな って いな い か ど うか を調 べ る こ とで あ る。 実用 新 案 に つ い ては,実 用 新 案か ら特

許 にな って い る場 合 もあ る し逆 の場 合 もあ るの で,特 許 と一 緒 に纏 め て 取 扱 わ ねぽ な ら

な い。 意 匠,商 標 に就 い て は,そ れ ぞ れ 別 個 で あ る。商 標 の 場 合 は優 先 権 を 主張 しな い

で他 国 へ 出願 す る こ とが 多 い 。従 って,商 標 の 場 合優 先 権 を 基 礎 と して 調 査 す る と,漏

れ る こ とが あ る ので,他 の 方 法,例 えば 称 呼 や 分 類,出 願 人 な どを検 索 キ ー と して調 査

すべ きで あ る 。

PATOLISの 契約 が あれ ば,INPADOCも 検 索 で き るが,費 用 的 に は やや 高

め で あ る。安 くす るに は,WPI,WPI/Lは 手 軽 で あ るが,カ バ ーす る国 数 が少 な

いの で マ イナ ー の国 の対 応 特 許 を調 べ る際 は,収 録 範 囲 を確 認 す べ きで あ る。

(3)意 匠 の 調査

意匠 に関 す るデ ー タベ ー スは 少 な く,代 表 的 な もの と してPATOLISの(K)J
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表3.L2-3特 許 専 門 デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧(表3.1.2-2以 外 の も の)

デー タベース 名 収録範囲および概要 言i語 作製機関 提供機関 代理機関等

A1・)jPAT 1964一 各国特 許
「石油精 製 、イゴ油 化学 工業の 特許 」

英語 AHrmC州P日ROIt洲

INSTiTUI[

ORBll SOCJ

INPADOC(PAIOIIS) 1968-ll堺 約50ケ 国の特 許

1発 明 の 名称 な ど書 論Jl勺事項のみ 」
各国
語

IN|「RNAH〔}NALPA「[NT

l〕OCUH州TAIONC[M〔R

INPADOC JAPlO

E--PAT

(旧lNPl・ ・2)

1973一 欧州特 許 1NP1 OU[Sm HASIS,KINO

FPAT

(1日lNPl|)

19G9一 広川 特許 仏語 lNPl OUfSm HAS|S,KiNO

lNPl-・4F 国際特許分類(IPC)の 仏語版 仏語 lNPI OUfSln HASIS,KINO

COMI♪UTERPAT 19元2一米国特許
fデジタル ・デー タ処理技術関連特許1

英語 prRGAHONlN「OtlN[INC. IN「OlINr KINO

PATSドA}lCl日 1970一 米1刊特許 、PCT

1975.7一 米国p溌 行 特許

1976.12一 米 国防衛 出願 、意 匠特許

英語 P[RGAHONINFOtlN[INC, lNfOLlNE KINO

PATDATA 1975一 米困 特許 英語 Bl{S BRS llSACO

L∠EXPAT 1976一 米国持 許

1976一米国意匠および植物特許

英語 HEADDA「ACfNTRAI. 同左 な し

USPA,USP《0,usP77 1970一 米 国 特許 英語 DERUE旧 肺, ORBII SDCJ

CHINESEPATENTS

ABSTl(A(:TS

1986-Il1華 ノ＼F共 和国特許 英語 PAIr旧DOC朋"TA∫1(】N

SIRVICtCl:NllRorPl.OP〔['S

R「PUBIlC〔 〕1'CHIM

lN「OlIM' KINO

USCLASS 1790一 米田 特許 分類 英語 Ol.RW州TlNC. ORBnど SDCJ

PATLAW 1967-USPQ(Uni[CdSlatCSPatCnlS
OUarlerly)

英語 ∫H[BURfAUOFNAIIONAL

A}∫AlRS,INC.

川1'OUN[ KINO

TRADEMAI二KSKAN 1捌 一米国商標 一 ー一 1}10HSON&ＴHOHSON D1AtOG κINO,HASIS

TI'{ADEMAIIKSKAN
・STATl三

1986年11月現 在および1り降 の各州で有効

な登録商標

一 一. 「ll〔〕HSON&川OHSON DIALOG K川0,HASIS

COIIIp11-MARK 米国商標 一 一 ComPll-HARK 同左 TfSCO*

INPI…MAr～QUES 1975一 仏国 商標 一 一}一 lNPl OUFSIfl HASIS,KINO

BlこANDY 日本国商標(・…部区分を除 く) 一 一 1|s 刊S '←.・ 一 一

海外商標の検&け 一ビス 4]ヶ 岡の商標(特 定分野θ)み) ・会.一. 日本機械デザインセンター 同左 .一.一 一.－

TMlNT 1966一マ ドリッド協定に基づき登録され

た間際商標

一.一
INPLCOI叩u-HARκ OUES][L HASIS

BR川S巨 川AD「HARI(S 現在登録中の英田商標 一 ≡ 一

英[甜寺許庁 lNFOUMl KINO

*日 本か らは ア クセ スで きな いが 、テス コ社 に依頼 する ことがで き る。

*略 称の 説明(他 表 にお いて も同 じ)

1;Po・ ∴殴り利雪寺」午∫デ

INPI・=・ 仏1頚二工業 所有権 ∫T

JAPIO:.・ 日本特:;'et"'//報機構

JlCST=L71本 群 技術情 報セ ンター

KAJO… 化学 情 報協会

KINO=・ 紀 伊国∫室

MASIS・ ・丸善 メイ シスセ ンター

MRl=三 菱総 ≦?・研究所

NLM=-NationalLibi'aryofMedicine

SDCJ… 日本 エ ス ・デ ィー ・シー

TESCOニ テス コ

TlS∴ 東洋情 報 システム

USACOL-::ユ サ コ
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表3.1。2-4特 許 を 含 む デ ー タ ベ ー ス 一 覧

デー タベー ス名 ll購範囲および概要 言語 作製機関 提供機関 代理機関等

NTIS 米国政府援助による研究報告類
1966-US政 府特許、および出願

英語 MnONA日FCHNICAL

lNFORHAＴ10NS[RVIC[S

DIALOG

ORBIl

BRSな ど

KINO,HASIS

,HRI,JICSI

,SDCJな ど

DOEENERGY エネルギーの生産、保護および利用

1934一各国特許:
英語 T[CllNICAI.IN『ORHAIlON

CfN1【R,U.S.D[P1.0「tNtRGY

OIAIOG

な ど

K川0,14ASIS

INIS 原子力、物理、化学 、地球科学、原子力

関連法および安全性:1970一 各国特許

英語 1旧[RNATlONAI、AIOHIC

「Ml{GYAGI:NCV

lNKA JlCSl

TULSA 石油および天然ガスの探索、開発および
生産:1965一 各国特許

英語 UNlV[RsrlyO臼UlSA ORBl1 SDω

SOVIETSCIENCE

INFoRMATlON

ソ連お よび東欧の エ ネル ギー 、エ レク ト

ロニ クス、 レー ザ 、化 学

1982一 ソ連お よび同盟 国の特許

英語 ll-|/Pl}.NUHDA∫ACO, 1)lAlOG K川0,HASIS

BIOSISPREVIEWS 生命科学の全主題領域
1986一米国特許

英語 BioScienceslnrolLmation

Sel■vice

0|ALOG KlNO,HASIS

SUPERTEClI バイオテクンロジー、人]二矧走、CAD

/CAM、 ロボット工学、通信に関する

文献および特許

英語 HC/1N可[U.16[NC[、INC DlALOG KlNO,HASIS

PASCAL バイオテクノロジーおよびエンジニアリ

ング関係の各国文献

1973一仏国 ・欧州特許(1980以 後のエン

ジニアリング1矧系特許は中断)

仏語
英語

C「NTR[DEDOCIjH[NIAτ10N

SCI[NT1「10UL[|T[CHNIOU[

α」『Sτ[L HASIS,KONO

LIFEsCIENCES
COLLECTION

生命科学(含:生 物学、医薬 、生化学、

生態学)

英語 CAHBRIDG[SCI[NnrlC

∧BSＴRAC∫S

DlAlOG KINO,HASIS

CABABSTRACTS 農業、園芸、家畜病 、林業、昆虫学、地

域経済 ・社会に関する各国文献
1973一各国特許

英語 COHHON|輌[LTIIAGRICUtTURAL

8U趾Au

DlAlOG

な ど

KINO,HASIS

JICS|、

UsACO

AGRIS 農業 、食糧 生産 、漁 業、汚染に関 する各

1副文‖択:1975一 各[垂1才寿言午

英語 AGRISC[NI旺S DIAIOG

な ど

KINO,HASIS

BIOTECHNOしOGY バ イオテ ク ノロジーお よび微生物 に関す

る各rlll文献:1982一 各 惇肖寺許

英語 D「RW[NTPUBLlCATlONSl「D. ORB「1 SOCJ

CURR[旧BlOT[αWOtOGY

ABS「RACIS

バイオテクノロジーに関する科学的、技

術的、商業的文献
1983一米国 、英国 、PCT特 許

英語 ROYALSOCl「 「YOfα1臼{ISIRV lM・OlIM K川0

TOXl、INE 医薬その他の化学物質の製薬学的 、生化

学的、生理学的、毒物学的効果

1975一名{甜書評

英語 MHONAIUBRARYOF

H[OICI旺

MHな ど JICSＴ

FOODSADL、IBRA 食}繊 業(含1そ の新製品、栄養など)
1974一米国,英 国およびカナダ特許

英語 FOODSADI.IBRAPUBtlCAI10NS 01Al.OG K川0,HASIS

FSTA
w

食品科学および技術(含:新 製品、製法

、装置):1969一 各国特許

英語. 川ERNAHONAt「OOD

lMORHAUONS[RVIC[

DIALOG

ORBII

な ど

KINO,HASIS

JICSτ,SDCJ

な ど

COFFEELlNE
.

コーヒーに関する研究および事実情報

1980一米国およひ欧 州特許
英語 1旧E酬AllONA[COFf[[

ORGA川2A]10N

DIALO6 KINO,HASis

RAl)RA 高分 子材料 、製法 、製品 に関す る情報
1978一 英 国特許 、

1978一 米国 特許

英語 RUBBtR&PLAS1」CSR[S[ARαl

ASSOCImON研OR[A|

BmTAIN

INFOUM: KlNO

WORLDSURFACECO姐NG

A8SIRACTS

各国の塗料関連文献
1976一各国特許

英語 PAINTR[S「:ARα1ASSOClAIlON IN「OlINl KlNO

WORLDTEXTIしES 織物および織物関連産業の科学、技術、

経済、管理に関する文献
1970一英国特許、1983一欧州特許

英語 S}llRltYINS∫1TUτ[ DlAlOG,

IN「Ol.IM.

K】NO,HASIS

∫EXτllEItCllNOIOGYOIGEST 織物および織物関連の各国文献
1978一姻 ‡5よじに縄1‡寺」午

英語 INSTIIU∫[o口[XIlL[

|〔CHNOI.OGY

D1ALOG KINO,HASIS

TlTUS 織物および織物関連の各国 文献
1968一各国特許

仏語 [NSH田r〔 刊X川[D{

川州C[

ω川IS旧 HASIS,K川0
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表3.1.2-5特 許 を 含 む デ ー タ ベ ー ス 一 覧

デー タベ ース名 収録範囲および概要 言語 作製機関 提供機関 代理機関等

FoREST ノ村製品産 業 に関 する名」匡1文献

1974-・米 国特許

英語 [OR〔SIPRODUC|SR〔S[ARαl

SOC旧Y

ORBlT SDCJ

PIRA 紙、厚紙 、印刷および包装の各国文献
1975一英国特許

英語 PAP[RIND‖SIRI[S

ASSOC】AllON

lN「OLIM KlNO

PAP[SRC卜1匹:M 紙、パルフ寸支術に関する各【韮1文献
1967一各国特許

英語 lNSm川EOFPAPtR

CII[HlSIRY

DIAtOG KINO,HASIS

PSTA 包装 材料、包装の経済などに関する各国
文献およひ特許

英語 lnternational「oodln「0「-

maUonSeドvice

DIALOG K川0,HASIS

NO肝[RROUSHI.1Al.S

ABSIRAClS

非鉄金属に関する産業、製造、特性、用

途などの各国文献
1961一英国特許

英語 RNrH日MSI[CHNOtOGy

C[NTR[

田ALOG

な ど

KINO,HASIS

WEし1)ASEARCII
1溶接関連

の各国文献

1967一英国および各国特許
英語 川[N[LDINGINSTITUI[ DlA10G KINO,HASIS

ZlNC,L[AD&CADト 州UHABSIRACIS

(ZしC)

醇{}、鉛およびカ ドミウムの製造、特性

、用途などに関する文献

英語 川CDEV[[OPH[NT

ASSOCIATION

1川OtlM K川0

woRLDAしUMINUM

ABSTRACTS

"

アルムニウムに関する各国の技術情報

1968一米国特許:1971一 各国特許
英語 A趾RIC州SOC旧YFOR

H[1Ats

DlAtOG

な ど

KINO,HASIS

METADEX 金属に関する各国文献
1979一米国特許,1982一 英国特許

英語 AH[RICANSOC旧VFOR

}{〔1Ats;|H〔HEIAtSSOCI[IY

DIA[OG

ORBI丁

KINO,HASIS

SDCJ

[NSPEC 物理学、エレクトロニクスご電子工学に

関する各国文献

1969一英国および米国特許

英語 INS「[IUIlONOFtL[C∫RICA[

[NGINEtRS

DlAtOG

ORBII

BRSな ど

KINO,HASIS

JICS∫,SDCJ

,USACO

ISMEC 機械工学 、生産工学、エ ンジニアリング

倍理 などに関する文献
1982一米国および英国の特許

英語 CAHBRIDGtSCI[NT旧C

ABSTRACIS

DlALOG KINO,HASIS

Fl、UlDEX 流体工学 、流体の挙動 と広川に係る文献
1974一米国およひ西 独特許

英語 BllRAfl.UID[NGINttl{ING DlALOG KlNO,HASIS

ClM 水理的結合、セメント、石灰 、しっくい

に関する梱 潤文献
1969一各国特許

C[Nm[d'日UDtEr

R[CH『RCHεSD「 ドlM}llSlRl[
'Dl:SLIANISllYDRAUIIQU[S

OU[Sl[[ liASIS,K川0

APTIC 大気汚染、その影響 、防止、抑制等に関

する文献
1970一米国特言午

英語 UNI|日)S'IAI[SINVII{OHfNIAt

Pl{0|[C|10NAGI.NCY

DIA10G [qNO,MSIS

POl、 しUTlON

AI}STRACTS

環境科学、技術
1978一 米国特許

英語 CAHBRIl)GtSl[N川'|C

ABS「RACIS

DIALOG

BRSな ど

KINO,HASIS

USACOな ど

ENV目 ～O[..lNE 環境科学、汚染、人日抑制、野生、天候

、気象制御、食物、医薬に関する文献

英語 PAINlR[S{三ARCHASSOCIAllON DIAtOG KINO,HASIS

WATERRESOUI{CES

A[}STRACTS

各分野に於ける水関連文献

1968-81米 国特許(主 に)

英語 omcrOr剛[RRFS〔Al{CH&

1[CllNOI.OGy,USDl

DIALOG

な ど

KINO,HAS【S

OCEANic

ABSTRACTS

海洋生物学 、気象学、地球科学 、海事法

などに関する文献
1967一米国特許

英語 CAHBRmG[SCI[N「1日C

ABsrRAClS

DlALOG

な ど

KINO,HASIS

GEOARCl・ 日VE 地理学 、地球物理学 、水文学、などに関

する文献
1975-81米 国特許およびNTISの 出願

英語 A班RICANG〔OLOGICAL

lNS川UI[

DIAtOG KINO、HASIS

'

CRREし 南極大陸 、南極海、亜南極諸島に関する

雪氷 、凍土、氷海航行、寒冷地の土木工

学、低温 ドの物資 ・器材の性質と操作
1962一各国特許

英語
など

COLDR[GlONSRts[ARα1&

llNGINEtRINGl-ABORAτORy,U.S

.ARHycORPSOFtNGIN[[RS

ORBII SOCJ

[NFORM∧TlON

SCll三NCl£

ABSTRACTS

†}'n}}科学 、情報技術

198か 栢報処理に関する米1到特許

英語 旧/Pt[NUHDAIACO, DlALOG 酬0,HASIS
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Dフ ア ィルお よび登 録 関 係 を扱 う(K)JRフ ァイルが あ る。 基本 的 に 意 匠 の情 報 は,

図形 情報 であ るため,現 時 点 では デ ータ ベ ー ス と しては 未 だ 発 展途 上 に あ り,利 用 者 に

と って完 成 され た もの とは 言 えな い。 オ ン ライ ンで検 索 で き る キーは 「出願 人 コー ド」

と 「意 匠分 類」 のみ で あ るか ら,細 か い 検索 には 無 理 が あ る。

(4)商 標 の調 査

商標 には,デ ー タ と して 考 え た場 合 大 別 して 「文 字情 報 」 す な わ ち 「称 呼 」 と して 捉

え られ る もの と,「 図形 」 す な わ ち 「画 像 情報 」 と して捉 え られ る もの とに分 類 す る こ

とが で きる。 「文 字 情 報」 の 場 合 は デ ー タベ ー ス化 しや す い が,「 画 像情 報」 の場 合検

索 の 観 点 か らす る と極 め て デ ー タ ベ ー ス化 しに くい もの で あ る 。従 って 現 在 の と ころ

「図形 商標 」 を デ ー タベ ース 化 してい るの は,PATOLIS-(K)JT位 であ る。

商 標 の 調査 は,出 願 前 に 行 われ る ことが 多 い。 商 標 は,他 の 工 業所 有 権 と異 な り,出

願 公告 され る前 で あ って も,出 願 商 標 の 秘 密保 持 の 必要 が ない 。 出願速 報 と して情 報 の

提 供サ ー ビスを 行 な ってい る機 関 が あ るの で,こ れ を参 考 にす る こ とが で きる。PAT

OLISに くま,速 報版 は 収 録 され て いな い が,BRANDYに は 一 部 の商 品 区 分 を除 い

て速報 版 が収 録 され て い るの で,便 利 で あ る。

世 界各 国 の商 標 を 調 査す る場 合 は,分 野 が 限 られ るが,機 械 デ ザ イ ンセ ンタ ーの フ ァ

イ ルが便 利 で あ る。 米 国 の商 標 に つ い て は,TRADEMAKSKANが 便 利 であ る。

また 日本 か ら直接 に ア クセ スす る こ とは で きな いが,Compu-MARKも 商 標 の検

索 には有 用 で あ る と言 わ れ て い る。 詳 細 は デ ス コ株式 会社 に て 知 る こ とが で き る。

(5)権 利 調査

他 社 権 利 に 抵 触 す る場 合,権 利 侵 害 の 警 告 を受 け た場 合,技 術 導 入 しよ うとづ る場

合,な どの際 に,懸 案 の特 許 権 や 商 標権 が消 滅 して いな いか,権 利 の移 転 が な いか,共

有 者 が い な い か,専 用 実 施 権 が 設 定 され てい な いか,通 常 実施 権 が 設 定 され てい な い

か,質 権 が設 定 され て い な い か 等 を調 査 す る こ とが で き る。PATOLISで は,特

許,実 用 新 案,意 匠,商 標 のい す れ で も登 録 照 会 サ ー ビスを 受 け る こ とが で きる。

照 会 サ ー ビスは,出 願番 号,公 開番 号,公 告 番 号,登 録 番 号 の い ずれ で も検 索 キ ー と

す る ときが で きる。

(6)審 査経過調査

他社 懸案特許 出願が現在 どの よ うな状 況にあ るかを調査 したい ときや,係 争時点で,

懸案特 許が どの ような経過 で審査 されたかを早急に知 りたい ときに利用す ると便利であ
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る。時 間 を か けて も詳 細 に知 りた い場 合 は,包 袋(1つ の 袋 に 出願 書 類 な ど一 切 が フ ァ

イル され て い る もの)の 閲 覧 申請 をす るか,ま たは 包帯一 式 の複 写 を 入 手す る と良 い 。

PATOLISの 審 査経 過 は,各 フ ァイル(特 ・実,意 匠,商 標)に 照 会 サ ー ビスが

あ るの で,こ れ を利 用 す る。 出願 番 号,公 開番 号,公 告 番 号,登 録 番 号 の い ずれ で も検

索 キ ー とす る こ とがで き る。

(7)判 例調 査

特 許 権 を侵 害 して い るか ど うか 法 令 条 文 では 判 断 がつか な い と きな どに判 例 を参 考 に

す る際 に利 用 す る。 日本 の特 許 関 係 判 例 デ ー タベ ース と して は,HANIK(レ オ マ シ

ン協 同)が あ る。 米 国 の特 許 関 連 判 例 デー タベ ー ス と して は、,USPQを 収 録 したPA

TLAWが よ く知 られ て い る。

ら

(8)動 向調 査

動 向調 査 に は,そ の 目的 に よ り各種 あ るが,代 表 的 な もの と して技 術 動 向調 査,競 争

企 業 の動 向調 査 な どが あ る 。 あ る技 術 分 野(IPCや 固定 キ ー ワー ドな ど)の 年 別 出 願

件 数 を グ ラフ化 して,そ の技 術 の発 展 ・衰 退 を調 べ 今後 の 予 測 をす る こ とが,技 術 動 向

調 査 で しは しば 行 なわ れ る。 競争 企 業 の技 術分 野 別 出願 状 況 を デ ー タ化 す れ ぽ,そ の企

業 が どの分 野 を 現在 重 視 して い るか また 今後 どの分 野 に進 も う と してい るか も分 析 す る

こ とが で きる。

分 析 手 法 に は 多 々 あ る が,例 え ばJICST(日 本 科学 技 術情 報 セ ンタ ー)発 行 の

「戦 略 的特 許 活 用 論」 には,定 量 的分 析手 法 と して① 定 量分 析,② 二 山分 析,③ 技 術 系

数 に よる分 析,④ 三 角 グ ラフ分 析,⑤ 技 術 関連 指 標分 析,定 性 的分 析 手 法 と して⑥ テ ン

ペ ス ト分 析 、⑦ 技 術 発展 図 分 析,⑧ マ トリ ックス分 析が 紹 介 され て い る。

(9)そ の他 の調 査

上 記 以 外 の 調 査 目的 と して は,企 業 間 の タイ ア ップ関 係 も簡 単 に調 べ る こ とが で き

る。即 ち共 同 出願 を して い るか ど うか,出 願 人 を検 索 キ ー と して 論 理 積 で抽 出す れ ば 良

い 。 また,開 発 テ ー マに よ って,自 社 のみ で進 め る こ とが 困 難 な と き,そ の 不得 意 な 技

術 分 野 を 検 索 キ ー と して 調 査 し,こ れ を 得 意 とす るパ ー トナ ー候 補 を 探 す こ と もで き

る。

あ る特 殊 な 技 術分 野 を 得 意 とす る弁 理 士 を捜 す と きに も,同 様 な方 法 で 調 べ る こ とが

で きる(現 在 は バ ッチ検 索 の み)。

オ ンラ イ ン で は な い が,バ ッチ 検 索 をJAPIO(日 本 特 許 情 報 機 構)に 依 頼す れ
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ば,発 明 者,代 理 人,発 明 の 名 称,要 約 文 な どを検 索 キ ー と して 調査 す る こ と もで き

る。

3.1.2.3効 率 的 な利 用 法

(1)デ ー タベ ー スの 選 択

デ ー タベ ース に よ って使 用 言 語,収 録 範 囲 ,演 算子,シ ソー ラス,分 類 な どが 異 な る

ので,こ れ らの特 徴 と検索 の 目的 とを 良 く照 合 して 目的 に 合致 す る デ ー タベ ー スを選 択

しなけ れ ば な らな らな い 。 日本 国 内 ではPATOLISが 多 く利 用 され て い るがPAT

OLISが 使 い易 い とい うこ とで はな く,各 利用 機 関 が 従 来 か ら 日本特 許 を調 査 の対 象

と して きた た め 日本 特 許 に馴 染み が 深 い こ とや,調 査 す べ き分 野 の 先 行技 術 が 日本特 許

に在 る可 能性 が 高 い と推定 す るか らで あ ろ う。 化学 分 野 で は ,PATOLISよ りも外

国 の デ ー タ ベ ー ス 例 え ばCAS,BIOSISな どが 有 利 で あ る。 新規 物 質 の検索 に

は,CHEMNAME,HEILBRONな どが便 利 で あ る。

(2)検 索 キ ーの選 択

注)

検 索 キ ー と してIPCやJPCな どの特 許 分類 を使 用 す る場 合 は あ ま りに細 か く指 定

す る と検 索 漏れ が 大 き くな って 目的 の情 報 を ヒ ッ トで きな い こ とに な るの で,IPCの

場合 でサ ブ ク ラス程 度 とす る のが 良い。 尚IPC分 類 表 で適 切 なIPCを 発 見 で きな い

と きは,「 技 術用 語 に よる特 許 分 類索 引」(発 明協 会 発 行)で 調 べ るか またはJPCが

わ か って い る ときは 「JPCごIPC分 類 対照 表 」 で 調 べ る と よい 。KPC(広 域 特 許

分類)はIPCと 似 た よ うな観 点 か ら分 類 され て い るの で,ANDで 結 ん で も絞 る効 果

は少 ない といわ れ て い る。 分 類 に よって ヒ ッ ト件 数 は 異 な るが,例 えばPATOLIS

の場 合 は,IPCの サ ブ ク ラス ま て技 術 分 野 別 の 出願 状 況速 報 か ら3ケ 月 毎に 調 べ る こ

とが で き るの て,お お よそ の見 当 は つけ られ る。 この 出願 状 況 速 報 は3ケ 月 に1度 雑 誌

「発 明」(発 明協 会 発 行)に 記 載 され て い る。

IPCは 世 界 の 主 要 国 で使 用 され て お り日本 で も昭 和55年1月 以 降 に発 行 され た特 許

お よ実 用 新案 公 報 に はIPCの み が 記載 され て い る。 しか しなが ら米 国 の よ うに未 だ 自

国分 類 を主 と して使 用 して い る ところ もあ る。 米国 特 許 の場 合 米 国 特 許分 類 の ほ うが よ

り正確 且 つ 細か く分 類 され て い る とも言 わ れ てい るの で,米 国特 許 分 類 に も馴 れ るほ う

が よ り有 利 で あ ろ う。
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注)

IPC(国 際特 許 分 類)の 例

A旦 五 五/エ4 ABE

L－ フ ァ セ ッ ト分 類

サ ブ グ ル ー プ

メ イ ン グ ル ー プ

サ ブ ク ラ ス

ク ラ ス

セ ク シ ョ ン

JPC(日 本 特 許 分 類)の 例

⊥2Ω 旦101.5

上 ㌧

IPCの 識 別 記号(展 開 記 号,フ アセ ッ ト分 類)は 国 に よって 異 な るの で,検 索 キ ー と

す る場 合 は注 意 が必 要 であ る。 また デ ー タベ ー スに よ っては 独 自 の分 類 を使 用 して い る こ

と もあ る(WPIな ど)。

分 類,副 分 類(発 明 記 号,分 類 記 号,イ ンテ キ シ ン グ コー ド)に 分 け て検 索 す る こ と も

可 能 で は あ るが,漏 れ が増 加 す るの で,精 度 を要す る場 合 は 限 定 を 加 え ない ほ うが 良 い 。

検索 キ ー と して技 術用 語 を 利 用す る場 合 は,で き るだけ シ ソー ラス を用 い るの が 良 い 。

PATOLISの 場 合 は シ ソー ラス を採 用 してお らず フ リーキ ー ワー ドであ るか ら適 切 な

検索 用 語 を選 択 す る こ とが1つ の ノ ウハ ウで あ る。 同義 語 が 多 く しか も 日本 語 や英 語 な ど

の外 来 語 が混 在 して い た り,特 殊 な特 許 用語 で表 現 され て い た りす る こと も ,用 語 の選 択

を 困難 に して い る。用 語 の選 択 に最 良 の 方法 は,当 該 技 術分 野 に精 通 す る こ とで あ るが,

これ は 時 間 と能 力 を 必要 とす る の て現 実 的 とは い え な い。 よ り簡 単 な方 法 と して は類 似 の

特 許 公 報 に記 載 され て い る 内容 を調 べ て,用 語 を抽 出す る の も良 い 。類 似 の 公報 が見 つ か
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らな い場 合 は,WIP,WPI/Lな ど で外 国語 に よ る 日本 特 許 の検 索 を行 い,ヒ ッ トし

た 日本 特 許 をPATOLIS照 会 サ ー ビス で呼 出 し,そ の フ リーキ ー ワー ドを参 考 にす る

方 法 もあ る。

検索 キ ー と して 出願 人 を特 定 で きる場 合 は,例 外 を除 いて か な り絞 る こ とが で き る。

そ の他 の効 率 的 な使 い 方

A)利 用 目的 を明確 に 把握 す る こ と。

B)テ ーマ の重 要度 に ラ ン クを つ け て検 索 す べ きデ ー タベ ー ス の範 囲 を 定 め る こ と。

C)重 要 度 ・目的 に応 じて,精 度 お よび ヒ ッ ト件 数 の 目安 を立 て る こ と。

D)検 索 式 を組 立 て る際 に1,2段 階 余分 の式 も準 備 して お き,ヒ ッ ト件 数 が 多す ぎ

る と きに絞 る こ と

E)オ フ ライ ン プ リン トや電 子 メール な どを有 効 に利 用 す る こ と。

F)馴 染み の 少 ない技 術 分 野 を調 べ る と きは非 効 率的 に な りや す い の で,一 度 に検 索

を 終 了 させ な い で数 回 に 分 け,検 索 結 果 を検 討 しな が ら次 の検 索 を して,徐 々に

絞 って行 くよ うに す る と良 い。 ホ ー ル ド機 能 が あれ は これ を 利 用 す る。

G)機 械検 索 に は,化 学 分 野 が最 も適 してお りマ ニ ュア ル調 査 よ りも良 い 結果 が 得 ら

れ る ことが多 い。 電 気 ・電 子分 野 で は機 械 検索 とマ ニ ュア ル調 査 の 間 に は大 きな差

異 は な く,機 械分 野 では 未 だ マ ニ ュア ル調 査 に分 が あ る といわ れ て い る。従 って分

野 に よって機 械検 索 を重 要 視 す べ きか ど うか判 断 す るの も一 法 で あ る。

H)外 国特 許 の場合 は,機 械 検 索 が 有 利 な ことが 多い 。 外 国特 許 の機 械 検 索 が英 語 の

み で事 足 りる場 合 が 多 い こ とや,外 国特 許 文 献 の整 備 は 日本特 許 文献 ほ ど充分 に行

わ れ て い ない こ と等が そ の理 由 で あ る。

1)利 用頻 度 が高 く しか もそ の技 術 分 野 が企 業 に と って極 め て 重 要 な場 合 は,そ の分

野 の デ ータ ーをMT(磁 気 テ ー プ)で 購 入 し,自 社 分 類 や キ ー ワー ドを 付与 つ るな

ど して再加 工 す る。

J)許 され た範 囲 内 で ダ ウ ンロ ー ドを行 い,重 複 検 索 の防 止や チ ー タ編 集 な どに利用

す る。

K)出 力項 目を指 定 また は 限 定 す る こ とに よって,接 続 時 間 お よび コス トの 低 減 を図

る。

L)オ フ ライ ンプ リ ン トに 回す 前 に,オ ンライ ンで数 件 を 打 ち 出 して 目的 に合 致す る

か ど うか の確認 をす る
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M)論 理 演 算 す る場 合,ヒ ッ ト件 数 の 少 な いほ うを前 に して 式 を組 立 て る と処 理 時 間

が短 い こ とが あ る。

N)デ ー タベ ー ス に よ って は,混 雑 時 に は処理 時 間が 増 加 す る こ と もあ る の で,比 較

的空 い て い る時 間 に 利 用 す る と料 金 が安 くな る場合 もあ る。

(4)料 金体 系

特 許 関 係 デ ー タ ベ ー スは,通 常 は 従 量 制 で接 続 時 間1分 間 あ た り約200円 乃 至500円

程 度 で,オ フ ライ ン プ リン ト料 は1件 あ た り約25円 乃至50円 で あ る。PATOLISの

場 合 は 最 低料 金 制 を採 って お り,7,000円/月(PATOLIS漢 字,カ ナ),100,000

円/月(PATOLIS特 定)で あ る。

[

3.1.2.4必 要 知 識

(1)工 業 所有 権 法 とは,一 般 に は 狭義 に使用 され てお り,「 特 許 法」,「 実 用 新 案 法 」,

「意 匠 法」,「 商 標法 」 の4法 を 指す 。 特 許 と実 用 新 案 との間 に は 厳 密 な 区別 は な く,例

えば 特 許 権 は 「大 発 明」 に与 え られ,実 用 新 案権 は 「小発 明 」 に 与 え られ る とい う説 明の

仕 方 もあ る。主 な相 違 点 と して,① 存 続 期 間 が特 許 権 の場 合15年 で,実 用 新 案権 の場 合10

年 で あ る。② 実 用 新 案 は,「 物 品 の形 状,構 造,組 合 せ」 の考 案 が 対 象 で あ る 。③ 力 法 の

発 明,化 合物 の発 明,組 成 物 の 発 明 は,特 許 の対 象 には な るが,実 用 新 案 の対 象 には な ら

な い。

意 匠 は,デ ザ イ ンす なわ ち 「物 品 の形 状,模 様,色 彩」 の 創 作 が 保 護 の対 象 に な る。

意匠 権 の 存 続 期 間 は15年 で あ る。

商 標 は,「 文 字,図 形,記 号 または 色 彩」 か らな るマ ー ク(標 章)で あ って,商 品 に

使 用 され る もの が,保 護 の対 象 に な る。 発 明 ・考 案 や 意 匠 の創 作 とは 異 な り,新 規 性 は必

要 と しな い。存 続 期 間は10年 で 、更新 す る こ とが で きる。

(2)パ リ条 約 の3原 則

① 内外 人平 等 の 原則:「 同 盟 国 の国 民 は 内 国民 に課 され る条 件 お よび手 続 きに従 う限

り,内 国 民 と同一 の保 護 を受 け,か つ 自己 の権 利 の 侵害 に対 して 内国民 と同一 の法 律 上

の救 済 を与 え られ る。 」(条 約 第2条)。

② 優 先 権 制 度:「 同 盟 国 に お い て 正 規 の 内 国 出願(第1国 出願 の 日)を した場 合 に

は,そ の 出願 の 日か ら一 定 の 期 間(特 許 ・実用 新 案 は12ケ 月,意 匠 ・商 標 は6ケ 月)内

に他 の 同盟 国 に 出願 す れ は 原 則 的 に 内国 出願 の 日(第1出 願 の 日)に 出願 した の と同一

一55一



の扱 い とな る。す なわ ち 原則 と して 出願 日が遡 及 す る こ とに な る(条 約 第4条) 。

③ 各 国 独 立 の原 則:同 盟 国 の 国民 が 出願 した特 許 は 他国 に お い て 同一 の発 明 につ い て

取 得 した特 許 が ら独 立 した もの とす る(条 約 第4条 の2)。

(3)各 国特許制度の概要

表3.1.2-6

国 名 審査 存続年数 起算日 公開制度 そ の 他

日 本 国 あ り 15 公告 日 18月

大 韓 民 国 あ り 12 公告 日 18月

オ ー ス ト ラ リ ア あ り 16 完 ・明 18月

ア メ リカ 合 衆 国 あ り 17 特許 日 な し

カ ナ ダ あ り 17 特許日 な レ

フ ラ ン ス あ り 20 出願 日 18月

ス ペ イ ン な し 20 特許 日 な し 輸入特許

イ タ リ ア
駕

な し 20 出願 日 18月
、

オ ラ ン ダ あ り 20 出願 日 18月

オ ー ス ト リ ア あ り 18 公告 日 な し
{

英 国 あ り 20 出願 日 18月

ス イ ス あ り 20 出願 日 な し

ス ウ ェ ー デ ン あ り 20 出願 日 18月

ソ 連 あ り 15 出願 日 な し 発 明 考 証,発 見 考 証ctc

東 独 あ り 18 出翌 日 な し

西 独 あ り 20 出翌 日 18月

ノ ル ウ ェ ー あ り 20 出願 日 な し

(4)先 願 主 義 と先発 明 主義

技 術 開発 競 争 が 激 しいの で,同 一 の 発 明 に つ い て2つ 以上 の 出願 が な され る こ とが あ る

が,ど ち らに特 許権 を与 え るべ きか そ の判 断 基 準 に2つ の考 え方 が あ る。
,1つ は,日 本 な

どほ とん どの国 で採 用 され て い る先 出 願主 義 す なわ ち どち らが 先 に 出願 したか で判 断 し,

先 に出願 した方 に 特許 権 を 与 え る とい う主義 で,他 の1つ は,米 国 ,カ ナ ダな ど少 数 の 国

で採 用 され てい る先発 明 主義 で,先 に 発 明 した方 に特 許権 を付 与 す る主 義 で あ る。
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(5)関 連 条約

特 許 関 係 の主 な条 約 に は,各 国特 許 独立 の原 則,優 先権 な どを うた った パ リ条約,国 際

特 許 分 類 に係 る ス トラス ブ ール 条約,世 界的 な特 許 出願 件 数 の増 加 に伴 う問 題 点 を解 決す

る こ とに端 を発 した 特 許 協 力 条約(PCT),特 許 出願 の 際 に必 要 な新規 微 生物 の寄 託 に

関 す る ブ ダペ ス ト条 約,原 産 地 に関 す るマ ドリ ッ ド協 定 な どが あ る。

(6)権 利範囲の解釈原則

直接 に利害に結 びつ くためか権利範 囲の解釈には諸説あるが,こ こでは基本的な原則の

みを述べ る。一般的 には,明 細書の特許請求の範囲に記載 された各要件(要 素)の 論理積

が権利範囲 と言われ ている。下図で言えば,A ,B,C各 要件を同時に満足す る範囲が権

利範囲 であ ると言替 えるこ とがで きる。 しか しなが ら 「特許請求の範囲」 の記載だけでは

明確 に出来 ない場合,「 発明の詳細な説明」 の記載が参酌 され ることが多い。その他先 行

技術や判例 ・学説 な どが参考に され る場合 もある。

B

CB

C

BA

霧AC

A

*ABC領 域 のみ が 権 利 範 囲 とな る
。

(7)商 標 の類 似

商 標 の類 似 とは,取 引上2つ の商 標 が 相互 に紛 ら し く,そ れ ぞれ の商 標 を付 した商 品 の

出所 を 相互 に誤 認 混 同 す る こ と とい わ れ て い る。

商 標 の類 似 判 断 の 方法 の1つ と して 「外 観類 似」,「 称呼 類 似 」,「 観 念 類 似 」 の3つ

の 観 点 か ら判 断 す る こ とが 最 も一 般 的 で あ る。 「外 観 類 似」 とは,視 覚的 即 ち デザ イ ン的

に 類 似 してい る こ とで あ る。 「称 呼類 似」 とは呼 び 方 が 似 て い る こ とを 言 い ,例 えば 「エ

ス タ ロ ン」 と 「エ ス ク ロ ン」 と の 関 係 の よ うな もの であ る。 「観 念 類 似」 とは ,例 え ば

「ホ ーム ラ ン」 と 「ホ ー マ ー」 との関 係の よ うに意 味 が に て い る こ とを言 う。
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3.1.3医 学

3.1.3.1概 要

医 学 ・医 療 分 野 に おけ る 研究 の進 歩 は 非常 に急 速 であ り,多 岐 の分 野 に また が り複 雑 化

してい る。医 学 研 究 の進 歩 は,コ ン ピュ ー タ導 入や 検 査機 器 ・検 査技 術 の精 度 の 向上 に よ

る ところ も大 き い。 また バ イ オ テ クノ ロ ジに 関す る研 究 も 目覚 しい発 展 を遂 げ て お り,医

学 ・医療 に大 きな 貢献 を 果 してい る。 一 方,予 防や 健康 に関 す る関心 も非 常 に 高 い 。 この

よ うな状 況下 にお い て,医 学 情 報 は 益 々重 要 な 役割 を果 し,膨 大 な情 報 の中 か ら,本 当 に

必 要 な情 報 を効 率 的 に検索 す る こ とが 要 求 され て い る。 医学 に おけ る代表 的 な抄録 誌 ・索

引誌 と してlndexMedicus(米 国,1960年 創刊),ExcerptaMedica(オ ラ ンダ,1947

年 創 刊),医 学 中 央雑 誌(日 本,1903年 創 刊)が あ るが,こ れ らは 現在 で も冊子 体 の形 で

利 用 で き る。 しか し,こ れ らの 抄録 誌 ・索 引 誌 も コ ン ピュ ー タで編 集,印 刷 され る よ うに

な った 結 果,デ ー タベ ー ス と して も利 用 可 能 に な り,そ れ ぞれEMBASE(ExcerptaM-

edica),MEDLINE,JICST・ 医 中 誌 国 内医 学 文 献 フ ァイル(JMEDICINE),医 中

誌 タ イ トル ガ イ ドとい った 医 学 分 野 に お け る代表 的 な デ ー タベ ー ス と して活 用 され て い

る。

医学 情 報 を扱 う上 で ど う して も切 り離 せ な い 情報 に薬 学 ・医 薬品 情 報 が あ る。 また 基礎

医学 の研 究 は,化 学,生 化 学,生 物 学,分 子 生物 学,農 学 とい った周 辺 分 野 と密 接 に 関連

して い るた め,他 分 野 に おけ る情 報 検 索 に比 べ て多種 多様 の デ ー タベ ース を使 用 しな け れ

ぽ な らな い こ と もあ る。 また 次 々 と新 しい デ ー タベ ー ス も登場 してお り,真 に必 要 とす る

情 報 を迅 速 ・的確 に得 るため に は,個 々の デ ー タベ ー ス の 内容 を 正 し く把 握 し,各 種 マ ニ

ュアル等 を有 効 に活用 して行 くこ とが必 要 で あ る。

なお,医 学 関連 デ ー タベ ー スの 利 用 は表3.1.3-1の 通 りであ る。
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表3.1.3-1医 学 関 連 デ ー タ ベ ー ス の 利 用

利用目的 情報の所在(関 連DB等) 補 助 手 段 効率的な使い方 必 要 知 識
'

(1}医 学文献の調査 HEDUNE印BASE, (1)検 索システム (1)調 査主題に適した 川 主題に関する知識
CLINICALABSTRACTS, 操作マニュアル データベースの選択 医学,薬 学,医 薬 品
JICST・ 医中誌国内医学文献フ ァイ ニ ュ ー ス レ タ ー 収録対象情報源
ル,医 学中央雑誌タイトルガイド 収録主題範囲 (2)検 索システムおよび

(2)デ ータベース解説書 作成機関 一 タベースに関する

講習会テキスト 収録年数 識
〔2)医学情報の全文データ CCHL, DIALOGブ ル ー一・シ ー ト 言語,等

ベースによる調査 CtlMCALNO1[SONLINE,等 DIALINDEX,CROSS

(3)シ ソーラス,分 類表 データベースの利用
HeSH

(3)特 定の疾患および主題 癌情報(CANCERLITIPDQ) }イALIHET (2)調 査主題に適 した
に関する調査 エイズ情報(AIDS) JICST科 学技術用語 システムの選択

特定主題情報 シソー ラス 演算子
医学用語シソーラス 検索可能データ項目
JICST分 類表 統合ファイル,等

(4)医 学 ・医薬品文献の調 INTERNATLONALPHARト1ACEUTICAL

査 ABSTRACTS
、 (3}料 金比較

RINGDOC、JAPICDOC データベース接続料金
・

オンライン回答出力料
金

(5)薬 学 ・医薬品 情報のフ DRUGBASE, 通信回線料金
アク トデータベースに DEHAENDRUGDATA,

よる調査 THAHERCKINDEX,等 (4)そ の他

(6)毒 性,副 作用情報に関 TOXLINE等

する調査

(7)特 許情報に関する調査 3.ユ.2章 特許参照

(8)周 辺分野,関 連分野の BIOSISPREVIEWS,CASEARCH,

調査 SCISEARCH,等
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3.1.3.2利 用 目的 とデ ー タベ ー スの 所 在

医学 情報 に お いて も他 分野 同 様,文 献 デ ー タベ ース(文 献 の 内容 や 所 在 を 明 らか にす る

デ ー タベ ー ス)と フ ァク トデ ータ ベ ー ス(そ れ 自身 が最 終 的 デ ー タで ,全 文 デ ー タ ベ ー ス

も含 む)に 大別 で き る。 しか し現 状 では 文献 デ ー タベ ー スが 中心 であ る。

(1)医 学 文 献 の 調査

基礎 医学(解 剖学,生 理学,微 生物 学,分 子 生 物 学,病 理学 等)お よび臨 床 医 学(各 種

疾患 に関 す る病 因,治 療,診 断,検 査法,症 例 報 告,疫 学 ,統 計 等)に 関 す る文 献 調 査 に

と って必 要 な代表 的 デ ー タベ ー スの概 要 を表3.1.3-2お よび表3 .1.3-3に 示 す 。

(2)医 学 情報 の全 文 デ ー タベ ース に よる調 査

医学分 野 で も他分 野 同 様,情 報 利用 の 最 終 目的 は,自 分 の必 要 とす る一 次 文 献 を 入 手す

る ことに あ る。文 献 デ ー タベ ース では,自 分 の 必 要 とす る情 報 を検 索 し,出 力 され た 文献

リス トの 中 か ら読 み た い 文献 を 入手 しな け れ は な らな い 。 しか し,全 文 デ ー タベ ース は,

一 次情 報 す なお ち文 献 自身が デー タ ベ ース 化 され て い るの で
,オ ン ライ ン検 索 に よ り直 接

文献 の内 容(本 文)を ス ク リー ンあ るい は プ リ ン .トして 見 る こ とが で き る。通 常,一 次情

報 が デ ー タ ベ ー ス に 収 録 され る ま で早 くて も1～2ケ 月 の タ イ ム ラ グが あ るが,New

EnglandJournalofMedicineは 発 行 当 日に 検索 が 可能 で あ る。 日本 に お い ては 外国 雑 誌

を発 行当 日に入 手 不 可能 であ るの で,早 く文 献 内容 を知 りたい 人 に と っては 大 へ ん便 利 で

あ る。全 文 デ ー タベ ー スは未 だ 数 は少 ない が,BRSで 利用 で き るCOMPREHENSIVE

COREMEDICALLIBRARY(CCML),data-starで 利用 で き るCLINICALNO-

TESONLINEとIRCSMEDICALSCIENCEDATABASEが あ る(表3 .1.3-4)。

(3)特 定 の疾 患 お よび主 題 に関 す る調 査

以 下 に 挙 げ る 特 定 の 疾 患 お よび 主 題 に 関 す る調 査 は,表3.1.3-2で 示 した 医 学 全 般 の

デ ータベ ー ス を利用 して も相 当数 の検 索 結 果 が得 られ る こ とが多 い 。 しか し,検 索 結 果 が

余 り思わ しくない 場 合 や,網 羅 的 に情 報 を収 集 した い場 合 は,主 題 に合 致 した 専 門 デ ー タ

ベ ースで検 索 す る こ とが効 率的 であ る。

一60一



`

表3.1.3-2代 表 的 な 医 学 関 連 デ ー タ ベ ー ス

・デー タベ ー ス 名lMED1、1NE

一 一

概 要 3利|σ)ll‖ 二子」休 ち4重り1誌 ・一 …rlndexHedi〔:uS.1、 「lnlle8toOOnlal

literalUl・C[、 「lnteド1,aしio|1alNursinolndex.1↓ こ▲寸1亡5。 こ オしジ♪

に 非 掲 載 の コ ミ,エ ニ ケー シ ョ ン障 害 、 人1二1と 再'k生 物 学 の 新 規 資 料

も含 む 。1975年 以 降 に 収 録 さ れ た文 献 の40-60%が 抄 録 付 き 。70%以

上の 文献 が英語.

じ 題 範 囲 医 学 全 般 を 網 羅 。1{1相 学 、 看 護 学 、 薬 理 学 、 薬 学:、 獣 医 学 、 心 ∫ll!学

、 栄 養 学.毒 物 学 他 ◆

↑1㌔ 報 源 1|}界70ケ 国 以 上 で 充 行 され る約3.200雑 誌 の 記 事 。

、i語̀

シ ソ ー ラ ス

英 語

HedicalSubjec{He{)dings{H{)SlI)。 ホ勺14,700言5?

収 録 期 陥1 1966言1…以 降(JOISは1972年 以 降)。

リ1新 頻 度 i毎月(約2!ハ.ooo件/liiD

蓄 積.lil: 約512万 件(1986年12月 現 在}。

作 製 機1対 米1;日ク)NalionallibraryorHedicine〔NIH)。

1眉!㌧ ス テム JOIS,DlAIOG,BRS,dala-Slar
一

デ ー タベ ー ス 名:じM|… ∧SE(ExcerptaMcdica}

概 要

ヒ 題 範 囲

■
rrxcerptaHcdica」 の 冊 子 休 抄 録 誌44誌 と 、 ・「Mvorsel{eactlOll

liUes」 、IDrllglilcratljrellldex」 の 冊i乙 体 素 引 詰2誌 に 対 応

。 こ れ ら に 掲 載 さ れ て い な い 記 軍(全 休 の40%)も 含 む.約70%が

英 語 。

医 学 全 般 を 網 羅.医 薬 品 お よ び 治 験 薬 に 関 す る記 事 を 広 範1用 に 収 録

拍 報 源

.生 化 学 、 生 物 」:学 、 環1寛 口口 三、 毒 物 学 、 病 院 経 営 他 。

世 界110ケ 国 で 発 行 さ れ る 約4,500誌 の 記:1∬。 雑 誌 が ± で あ る が 、

学 位 論 文 、 報 告i!}、 会 議 録 も含 む.こ の うち 特 に 約1.000誌 に っ い

ては迅 速 にデー タベ ースへ 入力.

、i語

ン ソ ー ラ ス

※ 語 ウ'
HAL川1上 約53万 語(:〕 三要HMIH日 用 語 はHl川 －nAU}1[1と して 約2万

語 を収 録).

収 録 期 間 1974∫r以1{‖ …(JOIS,BRS`こt1980f王 以1{拳)。

史 冊 頻 度 隔 週(約30.000件/lnl)

蓄 情 景 4～ノ300ノ ∫fト(1986.tF5戊{∫ 見11…)

作 製 機 関 オ ラ ン ダ のtlscvierScicncePublish館sB.v.の 企 業 グ ル ー プ の ・一

部 門 で あ る1:xccrplaHcdicO.

提供 システム JOlS,DlAlOG,Bl{S,data-s{ar

デ ー'ク ベ ー ス 名:Cl.,lNlC∧1.、 ∧BSTRACTS

概 要 一 般 の 暖 く1γ:文献 か`i,ヒ トに1則 す る 臨 床 記 事 を}茜 択 収 録.速 報 性 に 重

点 をお いてい る 。すべて.英語 雑誌か ら収録.
iモ 題 範 囲 臨床 医学 全般 、臨 床病理学 、臨 床薬理 学他 。

情 報 源 全 米の 医学編 集者 が各専 門分 野の記事 を評言合し、臨床 的世 襲性 の高
い記 事 を 選 択.年1ハ1300-400雑 誌 か ら記 事 を 収 録 。

`}iiハ 英 語 。

ン ソ ・一 つ ス あ り。

1収 録 期1制 1981{F以 降 。

リ2新 頻 度 W`jl(糸 り200「,1=/liil)

蓄f{is{: 9,000{'ト(1985㌃ ド9∫'」 現 在)。

11三 製 機 関 米lt]び)RCrcrCl|CC&1|1dOxSCrviCOS‡t"

提 供 システム DlAtOG
・・A

デー タペ ニス名:J|CST・ 医事 誌国 内医学 文‖伏フ ァイル(JMEDICINE}

概 要 1:1木の 医学 および 関連 領域 に閲す る記:{∫を収録.19861F10月 以 降 、
従来のJICS川;1内 医学 文献 フ ァイル の 記事(:Eに 原著 論文 二総 説 、

解説記 事)に 、医学 中央雑 誌か らの 会 議録、症 例報 告 、図説 、講義
、特許 記事 を抽 出 して加 えるよ うにな ったため 、デ ー タベー ろの 収

録件 数 も一・・挙に 拡大 され 、デー タベー ス名 も変 更..木 文 が英 語で書
かれ てい る記事 で も表 題 には和訳 がつ く.

}三 題 範 囲 生 物 科 学 、 医 学 、 歯 科 学 、 薬 学 、 毒 性 学 、獣 医 学 。

情 報 源 目 木で 発行 され て いる約L700雑 誌の 記事。

、ハ 」5

シ ソ ー ラ ス

1」木 語 。

JICS1科 学 技 術 川 語 シ ソ ー ラス(JICSI刊 行)

|981言 ド版80.902語

1987{|三R反48,1963吾

医学 川語 シ ソー ラ ス(医 学 中央 雑誌刊 行 会刊 行)

第1彫 《(1983勾 玉)ホ ～∫18,000言 吾

着[52版(1987年}£ 勺38.000え 吾

ll冥lJ川1間 1981年 以 降"

更 新 頻 度 毎 月(約17.ooo件/'li輌1).

:rlf～i.ぽ

作 製 機 関

影,424.000rl:(1987年4∫1現 有:)。

JICSIO:1本 科 学 技 術w'報 セ ン タ ー)と 医 学 中 央 雑 誌fll行 金 。

提供 シス テム 」OIS

デ ー タベ ース名:医 学 中央 雑誌 タ イトル ガイ ド
一

概 要 冊 子休 「医学 中央 雑誌 」の対 象雑誌 か ら臨床医学 に関 す る文献 のみ
を抽出.雑 誌 の発 行 と同時 に論文 タイ トル(書 誌事項}の み を収録
し速報 性に 重点 を置 いて いる。雑誌 の特 集名か らの 検索 可能.

主 題 範 囲 医 学 、 歯 科 学 、 薬 学.看 護 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョン 、 東 洋 医 学 、 臨 床

獣 医学 で臨床 的 刷点 よ り;nか れた記 事 。

情 報 源 1ヨ本 で 発 行 さ れ て い る 約1,800雑 誌 の 記 事.

.∫ 語 1」本 、語6

シ ソ ー ラ ス な し 。

収 録 期 間 1985年 以 降 。

更 新 頻 度 毎週(約1.200件/回}。

蓄 積 量 ホ～)105,400rr(1987メ ド3戊1現 〔〔).

1乍 製 櫨 側 医学 中央雑 誌刊 行会 。

提供 シ ステム JAHI|S{Japal、HedicallileratureOl、-li||eII|formationSystem}

・リ"一 ビ ス 機 関 ㈱紀 伊陶患 害店f』1際↑青報 部、丸 首㈱MASISセ ン ター
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表3.1.3-3代 表 的 な 医 学 関 連 デ ー タ ベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス 名: lNT[RNAIIONAIP日ARHACヒU「ICAI. AB

概 要 冊 一子f本 「11}teドna|iollall)harmacelltic

品 の 開 発 と使用 、薬 局 の 実 務 と教 育 に

主 題 範 囲 薬剤 、医 薬 品 全 般 を網 羅 、副作 用 、毒

品 分 析 、 医 薬 品 検 査 、法 律 、 歴 史 、 他

情 報 源 世界 中 で 発 行 され て い る600以 上の

言 語 英 語 。

収 録 期 間 1970年 以 降 。

更 新 頻 度 毎 月(約1,200件/回)

蓄 積 量 約118,000件(]986年1月 現 在)

ABS∫RACTS

作 成 期 間 米 国 のAmericanSocietyolMosl)itall)hal・ ‖lacis{s

提 供 シ ス テ ム[IALOG,BR,S.

コ

デ ー タ ベ ー ス 名:RINGDOC

概 ,要

主 題 範 囲

情 報 源
言 語

問

度

量

関

ム

ス
期

頻

機

テ

ラ

積
.

ス

一
録

新

成

シ

ソ

共イ

シ
収

更

蓄

作

提

一 ー 一 一ー ーー一→

世界 の 医 薬 端 を 会 計 す る 鑑 義で 運 営 され て お り、1、1・・t,・cは26-ii.が{

加 盟(1984年 現 在)。 医 薬 品 の 重 要 論 文 を 収 録(tす べ て 第 三 者 に よ

る 英 文 の 報 知 的 抄 録 が つ ぐ 、た だ しオ ラ ン ダ で はli川|仁abstドactの

み 出 力 可 能 、 比 較 的 速 報 性 も 高 い 。

医 薬 品 の 開 発 、 精 製 、 評 価 、 臨 床 応 用 、 他 。

世 界 中 で 発 行 さ れ て い る 約800雑 誌 の 記 事.

英 語 〈英 語 以 外 の 文 献 は 表 題 の み 英 語 に 翻 訳)、

あ り(約1、300語 〉 。

1964年 以 降.,

毎 月(約4、400件/回 〉

約964,000件(1986年3月 現 在)

1英 国 のDerwent社.
lORBI'1ぐ
`一

デ ー タベ ー ス 名:JAPIC90C

全

品

安

薬、医

性

、

効

学

有

剤

◇
の
製

ま
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む
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認
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安
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ー
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未
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生

'(
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床
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と
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0

の
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前
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21
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読
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ー
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雑
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ー
1
!
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ー
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-
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」
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'
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表3.1.3-4 医学 関 連 デ ー タベ ー ス

種 類 デー タベ ース名 主 題 範 囲 収録期間 蓄 積 量 作 成 機 関 提供システム

CLINICALNOTESONLINE 臨床事例集(全 文DB) 1984一
、

EIsevier-IRCS,ttd,(英 国) data-star

医学全文 COHPREHENSIVECOREHEDECA1 医学雑誌59誌と書籍22誌 1981一 67,000('87年3月) BRSInfOrmatiα1TeChrlO10gieS(英 国) BRS

デー タベ ース LIBRARY(CCH[) (全文DB)

IRCSHEDICALSCIENCE 医学 ・生物学(全 文D8) 1981一 2,500('87年4月) IRCSHedicalScience(英 国 〉 data-star

OATABASE

ACQUIRED正HHUNEDEFICIENCY エ イズ,レ トロウイルス 1982一 2,800(-87年3月) BureauofHygieneandTroPicalDiseases BRS

SYNDROHE ㍉ 感染症 (英国)

特定疾患 CANCERLIT 癌,腫 瘍学 1963一 520,000('86年6月) NatiOnaltibraryOfHediCine(米 国 〉 JOIS,DIALOG.data-star'

データベー ス PHYSICIANSDATAQUERY(PDQ} 癌治療,癌 専門医名簿 最新情報 PDQC… …86

(全 文DB) PDQD… …13,410 NationalCancerInstitute(米 国) BRS
PDQP… …997

,、 , 仁87年4月)

ABLEDATA 身 体障害,リ ハ ビ リテー 最新情報 14,500('87年3月) NatiOnalRehabili1=atiOnInfOrmatiOnCent=er BRS

シ ョン (米国)
AGELINE 老年科学 1978一 22,000('87年3月) AmericanASSoCiatiOnOfRetiredPer、SOn BRS

(米国)

医学の COHBINEDHEALTHINFORHATION 鹸 1973一 26,000('86年12月) CombinedHealthInfor'mationDatabase BRS

特定主題 DATABAS[ (米国 〉

デー タベース EPT.OFHEAITH&SECURETY 医療産業,福 祉情報 1983一 12.000('87年4月) DepartmentofHealthandSociaiSecurity data-star

Library(… 掴 〉

HEAtTHAUDIO-VISUALONLINE ⌒ 1960一 5,300('86年12 .月) Nowth"'esterr10hioUniversitiesCo日egeof BRS

CATALOG Hedicine(細)

HEAtTHLAWYER 健康関連法律 1984一 9、000(≠86年12月) AmeriCanHOSPitalASSOCiatiOn(米 国) BRS

HEALTHPLAN卜IIトIGAND 健 康 管理,..,・ 1975一 353,000("86年12月) NationalLbraryofHedicine(米 国) DIALOG,BRS

ADHINISTRATION

NURSINGANDA[LIEDHEALTH 看護,健 康管理 1983一 49,000('86年12月)

・r-
CINAH[C～)rporation(細) DIALOG,BRS

OCCUPATIONALSAFTYAND 職 業安 全,衛 生・. 1973一 106,000C84年12月) NationalInstituteforOccupationalSafty DIALOG
'

HEA[TH andHealth(米 国)

SHOKINGANOHEALTH 喫 煙,健 康 1900一 35,500('87年2月) OfficeofSmokingand}lealth(米 国) DIALOG

SPORT ス ポー ツ 1949一 187,000('87年3月) SportInfomiationResourceCenter(カ ナ ダ) BRS

1
一

'
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表3.1.3-4医 学 関 連 デ ー タ ベ ー ス(続 き)

種 類 デー タベ ース名 主 題 範 囲 収録期間 蓄 積 量 作 成 機 関 提供システム

CONSUHERDRUG'INFORHATION 薬品解説(全 文DB) 最新情報 1,800('85年9月) AmeriCanSocietyofHoSPitalPharmacists DIALOG,BRS

FU[[ＴEXT (米国)
DELTABANKDRUG[FFECTS 医薬試験(甲 状線のみ) 1970一 UorldwideHedicalInformation(英 国) data-star

DIOGENES 医薬品,医 療機器FDA 1976一 70,000('87年3月 〉 FOISerivicら.Inc.(米 国) BRS

薬学 ・医薬品 資料(一 部全文D8)
デー タベース DRUG8AS[ 試験薬,新 薬 INFOSTRE刷JIP)

一 明日の新薬 "(フ ァ ク トDB} 1980一 1,161剤 テ ク ノ ミックイ ンフォメー シ ョンサー ビス 〃

('86年6月) (日本)

DEHAEN 〃 1980一 80,000('86年6月) PauldeHaenInternational,Inc.(米 国) 〃

－DRUGDEX "(フ ァ ク トDB) 1978一 C87年5月 よ りサー ビ

ス)

HiCrOmedex,InC.(ラ 隔) 〃

DRUGINFORHATIONFULLTEXT 医薬品集(全 文DB) 最新情報 20、000C84年3月) AmeriCanSocietyofHospitalPhar'maCists

(米国) DIALOG,BRS

HEILBRON 化学物質,医 薬品 最新情報 175、000(⇒86年12月) ChapmanandHall,Ltd.(英 国) DIALOG

HARHNDALE 医薬品案内(全 文DB) 第28版 100,000('87年4月) PharmaceuticalSoCietyofGreatBritain data-star、DIA10G

(英国)
THEHERCKINDEX 医薬品集(全 文DB) 第10版 10,000('85年3月) lierck&Co,Inc.(米 国) 8RS
PHARHACEUTICALNERSINDEX 医薬品,化 粧品 1975一 64,000('81年7月) DataCourier,Inc.(米 国) DIAIOG

PHARHAPROJ[CTS 新薬開発(全 文DB) PharmaProJects(麺 〉 data-star

よ HAZARDLINE 有害化学物質(全 文DB) 最新情報 3,000('84年9月) OccupationalHealthService,Inc.(米 国)Na BRS

↑ 毒性 ・副作用 PHARHLINEDATABASE 医薬品副作用 1978一 tiOnalHealthSerViCe(期) data-star

デー タベ ース TOX[INE 毒性,副 作用 1977一 1,487,000 NationalLibraryofHedicine(細) JOIS

('87年2月)
ψ

一

AGRICOLA 酷 1970一 2,123,000 NationalAgriculturalLibrary(米 国) DIALOG,BRS,OR81T

('86年3月)

BIOBUSINESS 生命科学の経済面 1985一 16,000C85年7月) BioSciencesInformationService(米 国) DIAtOG,data-star

BIOCOHHERCEABSTRACTS バイオテクノロジの事業 1981一 18,000仁86年11月) BiOCommerceDataLtd.(英 国) DIALOαdata-star

面,生 物科学の商業用途
周辺 分野 ・ BIOSISPREVIEWS 生物学,生 化学,生 命科 1969一 5,089,000 BioSciencesInformationSeMce(米 国) JOIS,DIALOG,BRS,

関連分野 学 ピ86年9月) data-star,ORBIT

デー タベース CABABSTRACTS 鮮 1972一 2,000,000 CABIntemational(英 国) JOIS,DIALOG,

('86年3月)

CASEARCH 化学 1967一 7,100,000 ChemicalAbstractsService(米 国) JOIS,DIALOG,BRS,

('86年3月) data-star,ORBIT

FOODSCIENCEANDTECHNOLOGY 食品科学 1969一 206,000仁81年7月) lnternationalFOOdInfOrmationServiCe JOISIDIALOG.data-sta【 、

ABSTRACTS (英国)
IRLLIFESCIENCESCOLLECTION 生物学,医 学,生 化学 1978一 225,000仁80年4月) InformationRetrievalLtd,(細) D{ALOG

PSYCALERT ・じ理 学 最新情報 12,000〔'84年2月) AmeriCanPSyChOlOgiCalASSOCiatiOn(米 国) DIAtOG

(米国)
食品産業ファイル 食品産業 {985一 4,000('87年4月) (財)食 品産業センター(日 本) JOIS

SUPERTEC バイオテクノロジ 1973一 33.000〔'86年3月) EIC/lntelligence,Inc. DIA10G
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① 癌 情 報 に 関す る調 査

癌 専 門 の デ ー タベ ー スに は,CANCERLITとPHYSICIANSDATAQUERY(PDQ)

が あ り,共 に 米 国 の 国立 癌 研 究 所(NationalCancerInstitute)が 関与 作 成 して い る
。

前者 は 文献 デ ー タベ ー スで あ り,後 者 は 治療 法 や プ ロ トコル に 関す る全 文 デ ータ ベ ー ス で

速 報性 に重 点 を 置い て い る 。PDQは3つ のサ プ フ ァイル に分 か れ て お り,そ の うちP-

DQDIRECTORYFILE(PDQD)は ,米 国 の主要17学 協会 の 会 員 名 簿 と癌 研 究 施設 の

名 簿所在地 を収録 している。 日本人 で もこの学協会の会員 になって いる研究者 の情報 を得

るこ とがで きる(表3.1.3-4)。

② エイズ(後 天性免疫不全症候群)情 報に関す る調査

現 在 世 紳 で言纈 の 的 とな ・て い るAIDS(A・q・i・edlmilun。d,fi,i,n、ySy。d,。m-

e)専 門 の 文献 デー タベ ー ス,ACQUIREDIMMUNEDEFICIENCYSYNDROMEが19

87年 か らBRSで 提 供 され 始 め た 。 これ は 英 国 のBureauofHygieneandTropical

Diseasesが 作成 してい る(表3.1.3-4)。

③ 特定 主 題 に関 す る調 査

医学 に 関連 した特 定 主題 の 専 門 デ ー タベ ー スが あ る(表3 .1.3-4)。 利 用 目的 に 合致 した

特 定 主 題 が あれ ば,専 門 デ ー タベ ー ス を最 初 に検索 す る方 が 効 率的 で あ る。

(4)薬 学 ・医 薬品 文 献 の 調 査

薬 学 ・医薬 品 情報 は 医 師,薬 剤 師,看 護 婦等 医療 に従 事 す る人 々に と って 欠か せ な い情

報 で あ るが,製 薬企 業 に と っ て も新薬 の 開発,評 価 ,毒 性,副 作用 等,医 薬 品情 報 は 非 常

に 重要 で あ る。 また製 薬 企 業 の 営 業 部 門 に おい て も ,医 師 へ の情 報 提 供 と い う形 で情 報 の

重要 性 が認 識 され て い る 。

医薬 品 の研 究 開 発は,新 製 品 の創 製(独 創的 な新製 品 を生 み 出す た め の 企画 ,ア イ デ ィ

ア,知 識 が 重 要),新 製 品 の 開 発(製 品 設 計 の 充実 を図 るた め ,治 験 薬 情 報 の収 集,活

用,評 価 が重 要),製 品 の 評 価 ・育 成(医 薬 品 の 市 販後 の 有効 性 ,安 全 性,品 質 に 関す る

情 報 の収 集,評 価,伝 達,提 供 体 制 が 重要)の3段 階 に 分 け られ る。 こ の どの レベ ル に お

い て も薬 学 ・医 薬 品 情 報 が 大 き な 役 割 を 果 す 。 そ して ,毒 性 や 副作 用 に 関す る情 報 は 勿

論,特 許 情 報 や ビジネ ス情 報 も関 連 して い る。

薬 学 ・医薬 品 情報(製 剤,製 薬,薬 理 学,薬 効,毒 性 ,副 作用 等)に 関す る文 献 デ ー タ

ベ ー スは ,表3.1.3-2に 示 した 医学 情 報 にお け る代表 的 デ ー タベ ー スで あ るMEDLINE ,

EMBASE,JICST・ 医 中誌 国 内 医学 文 献 フ ァイル で も調 査主 題 に よ っては 充 分調 査 が で き
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る場 合 も少 な くな い。特 にEMBASEは,医 薬 品 お よび治 験 薬 に関 す る文献 を 広範 囲 に収

録 してい るので,薬 学 ・医 薬 品 文 献 の 調 査 には 欠 かせ な い デ ー タベ ー スで あ る。 しか し,

調 査 主 題 に よっては 薬学 ・医 薬 品 専 門 の デ ー タベ ー スを利 用 しなけ れ ば,網 羅 的 で的 確 な

調 査 は で きな い。 医薬 品 情 報 に お い て は,一 般 名,商 品 名,治 験 番 号,CAS登 録 番 号,

医薬 品 コー ド等,1つ の医 薬 品情 報 を得 るため に は 色 々な 角 度 か らの検 索 が必 要 とな る。

これ らの情報 が で きるだ け 多 く入 力 され て い るデ ー タベ ー スが 検索 効 率 を 高め る。

(表3.1.3-3)。

(5}薬 学 ・医薬 品情 報 の フ ァ ク トデ ー タベ ー スに よ る調 査

新 薬 ・治験 薬情 報 は,既 述 した 医学,薬 学 の デ ー タベ ー スで も検 索 で きるが,文 献 単 位

で は な く,最 近,薬 剤 単 位 の検 索 が 可 能 な フ ァ ク トデ ータベ ー スや 全 文 デ ー タベ ー スが

次 々 と登 場 して い る 。INFOSTREAM(JIP)提 供 のDRUGBASE(明 日の新薬,DE

HAEN,DRUGDEXの3種),DIALOG提 供 のDEHAENDRUGDATA,BRS提 供 の

THEMERCKINDEX,DIALOGとBRSで 提 供 して い るCOMSUMERDRUGINFO-

RMATIONFULLTEXT等 が あ る(表3.1.3-4)。

(6)毒 性,副 作 用情 報 に関 す る調 査

米 国 のNationalLibraryofMedicineが1乍 成 す るTOXLINEは,JOISで 利 用 で き

る。 この デ ー タベ ー スは 今 まで 述べ て きた デー タベ ー ス と異 な り,MEDLINE,CAS,

BIOSIS,EPA,IPA,SSIE,NTIS等 全 部 で11の 部 分 フ ァイ ルか ら,化 学物

質,医 薬 品,農 薬等 の副 作 用,毒 性,中 毒 に関す る記 事 の み を抽 出 し再編 成 した もの で あ

る。1977年 以 降 の 文 献 を収 録 し,1987年2月 現在 で約1,487,000文 献 を蓄 積 して い る。

種 々の デ ー タベ ース の寄 せ 集 め で構 成 され て い るた め,書 誌 事項,抄 録,キ ー ワー ド等 の

デ ー タベ ー ス項 目が部 分 フ ァイ ル に よ り有 った り無 か った りす る こ とが あ る 。 また 同一 文

献 の.重複 もあ る(表3.1.3-4)。

(7)特 許情 報 に関 す る調査

医薬 品 の開 発 に おい て は,特 許情 報 も欠かせ な い。 特 許情 報 につ い ては3.1.2を 参照 。

(8)周 辺分野,関 連分野の調査

医学 ・薬学研究は非常 に多岐の分野にわたってお り,周 辺お よび関連分野の研究 も密接
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に関 連 して い る 。 した が って 周 辺分 野 や 関連 分 野 の 調査 も行 う必 要 が あ る こ と もあ り,表

3.1.3-4に 示 した デ ー タベ ース の利 用 も考 慮 に入 れ る。

3コ.3.3補 助 手 段

(1)検 索 シス テ ム

他 の専 門分 野 と全 く同 じで あ るが,現 在 の オ ンライ ン検索 は,ほ とん どが コマ ン ド方 式

で あ る。 それ ぞれ の シス テ ムで は異 な った コマ ン ドを用 いて い る の で,検 索 に使 用 す る シ

ステ ム の コマ ン ド解 説 書 を 用 意す る。 各 シス テ ムを利 用 す るた め には,パ ス ワー ドを 取 得

しなけ れ ば な らない が,パ ス ワー ドを 申 込 む と,講 習会 へ の参 加 や テキ ス トの 入手 が で き

る。 また ニ ュー ス レタ ー類 も発 行 され,定 期 的 に郵送 され て くる の で最 新情 報が 得 られ,

非常 に参 考 に な る(3.1.3.5を 参 照)。

(2)デ ー タベ ー ス

自分 の利 用 した い デ ー タベ ース に関 す る内容(概 要,主 題 範 囲,情 報 源,収 録 期 間,収

録件 数,更 新 頻 度,作 成 機 関,検 索 項 目,出 力例,提 供 シス テ ム等)を 良 く知 る こ とが,

的 確 な情 報検 索 をす る際 の 第一 歩 で あ る。 デ ー タベ ース毎 の 講 習会 も開 催 され て お り,そ

こで使 用 され る テキ ス トは 非常 に 詳 しい 。 また実 習 が 行われ る講 習会 も多 い の で,講 習 会

へ の参 加 は 自分 の使 った こ との な い デ ー タベ ー スを 実演 して み る よい機 会 で あ る 。各 デ ー

タベ ー スに 関す る解 説 書 はDIALOG,BRS,data-starか ら英 語 で発 行 され て い るが,

DIALOGの ブル ー シー トは,丸 善MASISセ ンタ ー と紀伊 國 屋 書店 か ら 日本 語版 が 出 さ

れ て い るの で活 用 す る と よい 。JOISで 提 供 して い るデ ー タベ ー スはJICSTか ら 日

本語 の テキ ス トが 出版 され て い る。

(3)シ ソー ラス,分 類 表

的 確 で 効 率 的 な オ ン ラ イ ン検 索 を 行 うた め には,そ の デ ー タベ ー スで 使用 してい る シ

ソー ラス(統 制 語 キ ー ワー ドリス ト)の 有無 を知 る必 要 が あ る 。 フ リーキ ー ワー ドに よる

検索 では,同 義 語 や 類 似語 等 の 入 力に も限界 が あ る の で,シ ソー ラスの あ るデ ー タベ ー ス

で検 索 す る際 には シ ソー ラス を調 べ て 統 制語 が あ る か ど うか 調べ る。

分 類 表 も,あ る側面 か らの検 索(老 人学,皮 膚 科学 等)を 有 効 にす るの で,分 類 表 のあ

るデ ー タベ ー ス では,分 類 番 号 も考 慮 す る。
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医 学 に お け る 代 表 的 デ ー タ ベ ー ス で は 表3 .1.3-2に 示 し た よ う な シ ソ ー ラ ス が あ る 。

JOISで は,MEDLINEのMESH医 学 用 語 フ ァ イ ル とEMBASEのMALIMET用 語

フ ァ イ ル を オ ン ラ イ ン で 提 供 し て い る 。data-starで もEXCERPTAMEDICAVOCA-

BULARYと し て オ ン ラ イ ン で 提 供 し て い る 。

3.1.3.4効 率 的 な利 用 法

(D調 査主 題 に 適 した デ ー タベ ー スの選 択

同 じ医 学 全 般 に わ た る デー タ ベ ー ス で も,MEDLINE,EMBASE ,JICST・ 医 中誌

国 内医学 文 献 フ ァイル は,作 成 機 関 お よび国,収 録 対 象 の情 報 源 や 期 間 等,皆 それ ぞれ 異

な っ て い る。 勿 論,ど の デ ー タ ベ ー ス に も収 録 され て い る世 界的 に評 価 の 高 い雑 誌 もあ

る。 作成 機 関 が 異 なれ ば,デ ー タベ ース の作 成 方 針,作 成 方法 も当然 異 な るの で ,調 査主

題 に よ って使用 す るデ ー タベ ース を選 択 しなげ れ は な ら ない 。

日本 の雑 誌 に発 表 され た 日本 語 で 書か れ た 文 献 を調 査 した い場 合 ,MEDLINEやE-

MBASEに 比 べ 収 録年 数が 非常 に短 い とはい え,JICST・ 医 中 誌 国 内 医学 文 献 フ ァイ

ルを初 め に使 用 す べ きで あ る。MEDLINEやEMBASEで は
,日 本 語 で 書か れ た文 献 は非

常 に少 ない 。

外 国 のデ ータベ ース を利 用 した いが,自 分 が 調 査 した い主 題 に 適 した デ ー タ ベ ース が よ

く分 らな い場 合,DIALOGのDIALINDEX,BRSやdata-starのCROSSと

い うデ ー タベ ー スを利 用 す る。 自分 の検 索 キ ー ワー ドを 入 力す る と ,ど の デ ー タベ ー スに

何件 収 録 され て い るか,件 数が 表 示 され る。

(2)調 査主 題 に 適 した シス テ ム の選 択

検 索 シス テ ムの機 能 が 競争 が 激 し くな るに つれ て レベ ル ア ップ され て い く状 況 に あ る こ

とは利用 者 に とっては 良い こ とで あ るが,シ ス テ ム変 更 とな る と早 急 に解 決 され な い 部分

も少 な くな い。

現在 のJOIS-nで は,隣 …接 演 算 子 が な い の で,ど う して も隣接 演 算 子 を使 用 した い

調 査 主 題 の時 は,DIALOG,BRS,data-starで も提 供 してい るデ ー タベ ース

(MEDLINEやEMBASE)で あ れ ば,DIALOG ,BRS,data-st-

arの い ず れか で検 索 す る。

MEDLINEは,DIALOG,BRS,data-starで は1966年 以降1本 に

な った統 合 フ ァイル があ る。JOISで は1972～1980年 と1981年 以降 の2本 の 分割 フ アイ
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ル しか な い。 しか も1966～1971年 の フ ァイルは な い の で調 査 で きな い 。調 査 主 題 に よ って

は 文 献数 が 少 ない こ とが 予 想 され る こ と もあ り,こ の よ うな 場 合 は 初め か ら統合 フ ァイ ル

で 検索 した方 が 効率 的 で あ る。

(3)複 数 シ ステ ム で利 用 で きるデ ー タ ベ ース の料 金 比較

MEDLINE,EMBASE,BIOSISPREVIEWS等 ,大 規模 な デ ー タベ ースは,現 在 複

数 の シス テム で利 用 で き る。 シス テ ム に よ り使 用 料 金 が 異 な る の で,料 金 の安 い 方 を 利 用

す る。

ナ ンライ ン検 索 に お け る料 金 は,デ ー タベ ー ス接 続料 金(時 間)十 オ ン ライ ン回 答 出 力

料 金(件 数)+通 信 回 線 料 金(時 間)の3部 分 か らな る。 現在,円 高 の 影響 でJOISは

他 の シス テ ム に比 べ料 金 が 高 い。 料 金 を 考慮 す る時,通 信 回 線 料 金 も重 要 であ る 。 現在D

IALOGのMARUNET,KINOCOSMONET,BRSのBRSNETと い う特 定 回線 が あ

り,公 衆 回 線(VENUS-P)に 比 べ安 価 で あ る 。 この 中 で もBRSNETは1986年6

月 か ら利 用 可 能 に な り,他 の特 定 回 線 に比 べ 相 当安 い。VENUS-Pは3300bpsと1200

bpsで は 料 金 は 異 な る。

回 答 出力 料 金 は オ ンラ イ ン出力 か オ フ ライ ン出力 に よ って 異 な り,当 然 オ フ ライ ン料 金

の方 が安 い 。 したが っ て,調 査主 題 や検 索年 数 に よ りオ フ ライ ン出力 の こ と も検 索 前 に 考

慮 して お く必 要 が あ る。 しか し,オ フ ライ ン出 力の 到 着 ま で の 日数 は,JOISは 翌 日で

速 い が,DIALOGとBRSへ 米国 か らdata-starは ス イス か ら郵 送 して くる

ので7～10日 位 か か る 。情 報 入手 を急 ぐ場合 は,オ ンライ ンで 出力 す るか ,JOISの オ

フ ライ ンを利 用 す る こ とに な る。 オ ンライ ン出力 に す るか オ フ ラ イ ン出 力 にす るか は ,M

EDLINEで100件 出 力 を境 界線 と考 え る とよい で あ ろ う。

(4)そ の他 の 効率 的 な使 い方

① オ ンラ イ ン検 索 の限 界 を十 分 把握 してお くと,検 索 戦略 を立 て る際 に よい 。 オ ン ライ

ン検 索 は ,キ ー ワー ドや 分 類 に よ る論 理 積,論 理 和 の組 合 せ に よ って行 うが,マ ニ ュア ル

調査 の よ うに 人 間の 目で 表 題 や 抄 録 を査 読 して い く訳 で は な い の で,自 ず と限 界が あ る。

② 初 心 者 向け の練 習 用 フ ァイル を利 用 して,デ ー タベ ース の使 い 方 に慣 れ る。DIAL

OGのONTAP(MEDLINE,EMBASE,BIOSISPREVIEWS ,

他)フ ァ イ ル や,JOISのMEDLINE練 習 用 フ ァ イル,BRSのEMBASE

TRAININGFILEが あ る。
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③ オ ン ライ ン検索 に 慣 れ るま で,検 索 式 を メモ に書 き,ヒ ッ ト件 数 が 多 い場 合 に次 に ど

うい う項 目で絞 るか を考 えて お く。 逆 に ヒ ッ ト件 数 が少 なか った場 合 に どこ まで 広 げ て 出

力す るか,あ らか じめ想 定 して お く。

④ 検 索 結 果 が 目的 に合 致 して い る か表 題 のみ 出力 して画 面 で チ ェ ック して か ら,ヒ ッ ト

文 献 の み 他 の デ ー タ項 目 と出 力 させ る と料金 が節 約 で きる。JOIS,DIALOG,

BRSで は表 題 の みの オ ン ライ ン出 力料 金 は無 料 であ る。

⑤1回 の検 索 で完 壁 な 結果 を得 よ う とせ す,検 索 途 中 で 行 詰 った ら,質 問 式 を1回 セ ー

ブ(保 存)し て検索 を 中 止 す る。 再 度考 え 直 して,セ ー ブ した質 問 式 を 呼 び 出 して続 きを

検 索 す る。

3.1.3.5必 要 知識

(1)主 題 に 関す る知識

医 学,薬 学,医 薬品 に 関 す る知 識 は 各 種 辞 典,用 語 集,略 語辞 典 等 で 調 べ る こ とか ら始

ま る。 以 下 に代 表 的 な辞 典 を 紹 介す る 。

*ド ー ラ ジ ド図説 医学 大 辞 典 ,廣 川 書店

*ス テ ッ ドマ ン医学 大 辞 典 ,メ ジ カル ピュ一社

*南 山堂 医学 大辞 典
,南 山堂

*看 護 学 大 辞 典
,メ ヂ カル フ レ ン ド社

*薬 名 検索 辞 典
,葉 菜 時 報社

*日 本 医 薬品 集
,葉 菜 時 報 社

*医 薬 品 要 覧
,薬 業 時 報 社

*生 化 学 辞 典
,東 京 化学 同人

*広 範 囲症 候群
,新 訂版,日 本 臨 休1987年

*春 季 増 刊
,日 本 臨 林 社

*医 薬略 語86
,杉 岡誠 矢

*医 学略 語辞 典
,金 原 出版

(2)検 索 シス テ ムお よび デー タ ベ ー ス に関 す る知識

① 雑 誌 論 文 ・

医学,薬 学 分 野 に限 らな いが,下 記 の雑 誌 に は デ ー タベ ース に関 す る文 献が 多 数掲 載 さ

れ る。 検 索 の事 例研 究 が掲 載 され る こ と もあ る。

*医 学 図 書館
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*薬 学 図 書 館

*情 報 管 理

*情 報 の科学 と技 術(旧 詩名:ド ク メ ンテ ー シ ョン研 究)

*科 学 技 術 文 献 サ ー ビス

*オ ンライ ン検 索

*database

*NLMNEWS

*NLMTECHNICALBULLETIN

*ONLINE

*ONLINEREVIEW

,② ニ ュ ース レター

検 索 シス テ ム提 供 機 関 では 利用 者 の 便 宜 を 図 るた め に 、下 記 の ニ ュー ス レター を発 行 し

て い る。 検 索 シ ステ ムの変 更,新 規 デ ー タベ ー ス の紹 介等 種 々の情 報 が 得 られ る。

*JOISニ ュ ース(日 本 語)

*MASISNEWS(日 本 語)

*KINOLINE(日 本 語)

*CHRONOLOG(英 語)

*InfoStream(日 本 語)

*data-StarNEWS(英 語)

*data-Star通 信(日 本 語)

*KDDNEWS(日 本 語)

3.1.3.6そ の 他,参 考 文 献

(1)オ ンライ ン検 索 の今 後

最 近 、安 価 な 大 容 量記 憶 媒 体 と してCD-ROM(CompactDisk-ReadOnlyMe-

mory)の 利 用 が 注 目 され てい る。 医 学 分 野 の デ ー タベ ー スに お い て も、米 国 内 で はM-

EDLINEのCD-ROMが 販 売 され て い る。 ま たEMBASEもCD-ROMで の 提

供 を試 験 中 で あ る。 この よ うに大規 模 な デ ー タベ ー ス では 、今 後 は古 い部 分 の デ ー タはC

D-ROMに よ る オ フ ラ イ ン検 索 を し、 最 新情 報 は オ ンライ ン検 索 をす る とい うよ うに

な ってゆ くか も知 れ な い 。 日本 に お いて 、今 後 どの よ うな形 で 受 け入 れ られ てゆ くか 見 守

る必要 が あ る。

一71一



② 参 考 文 献

1)科 学 技 術 庁 編 『総 合 レ ビ ュ ー 科 学 技 術 情 報 活 動 の 現 状 と 展 望 第2巻 医 学 情 報 一 国

民 の 健 康 た め の 医 学 ・医 療 情 報 一 』,大 蔵 省 印 刷 局,1980年,304p.

2)日 本 医 学 界 総 会 編 『医 学 文 献 の 探 し 方 医 学 研 究 者 の た め の わ か り や す い カ イ ド

ー 』
,日 本 医 書 出 版 協 会,1983年,149p.

3)笹 本 光 雄,坂 本 鉄 郎,黒 澤 正 彦,『 化 学 ・薬 学 ・生 物 医 学 の オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 』,

地 人 書 館,1981年,281p.

4)笹 本 光 雄,『 化 学,薬 学,生 物 医 学 の 文 献 調 査 法 』,地 人 書 館,1978年,196p.

5)笹 本 光 雄,『 医 薬 品 情 報s,廣 川 書 店,1981年,305p.

6)Morton,L.T.andGodbolt,S.S.編,"InformationSourcesintheMedical

Sciences,3rdEd.",Butterworths&Co.Ltd.,1984年,534P.

7)日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー 編,m科 学 技 術 情 報 ハ ン ド ブ ヅ ク 』,日 本 科 学 技 術 情 報 セ

ン タ ー,1986年,428P.

8)西 川 隆 也,勝 山 麗,「 デ ー タ ベ ー ス 第6回 医 学 ・医 薬 品 情 報 」,情 報 管 理29(6),

1986年,P491～509

9)杉 原 博,「 医 薬 情 報(利 用 者 の 立 場 か ら)一 医 薬 分 野 の デ ー タ ベ ー ス を 中 心 と し て

一 」
,ド ク メ ン テ ー シ ョ ン 研 究,35(2),1985年,P71～80

一72一



3.2ビ ジ ネ ス分野

3.2.1金 融

3.2.1.1概 要

近 年 の 目覚 しい 日本 の金 融 革 新 は,二 つ の"コ クサ イ化"の 進 展 が契 機 とな って い る。

す な わ ち,金 融 の国 際 化 と政 府 に よる大 量 の 国債 発 行 がそれ で あ る 。

国 際 化 に関 して言 えば,昭 和55年 に 外 国為 替 管理 法 が全 面 的 に 改 正 され,対 外 資本 取 引

が原 則 禁 止 か ら原 則 自由 に な ってか らの"金 融 開 国"の 動 きは ま こ とに 急 ピ ッチ で あ る。

米 国 をは じめ 諸外 国 か らの 強 い要 求 もあ って,各 種 規 制緩 和 が 次 々に 実 現 し,東 京 は 今 や

ニ ュ ー ヨ ー ク,ロ ン ドン と並 ぶ,"三 大 国 際 金 融都 市"と 呼 ば れ る まで に成 長 して きて い

る。

一 方
,大 量 の国 債 発行 は,公 社 債市 場 の規 模 を急 膨脹 させ た 結 果,金 融 の 証 券 化 を促 し

金融 資 産 や負 債 に 占 め る証 券 形態 の シ ェアを大 き く増 や した 。

証 券 の本 質 は,非 常 に 自由 な 価格 変 動 が あ るこ とに あ るた め,金 融 の証 券 化 の進 展 は,

当然 の帰 結 と して,価 格 変動 を伝 達 す る情報 サ ー ビス ・デ ー タベ ー ス の発 展 も促 して きて

い る。

米 国 国 債取 引,イ ンターバ ン ク取 引,外 国 為 替取 引等 は,世 界 中 で24時 間連 続 的 に か つ

大規 模 に行 われ て い る。 そ の ため,一 つ の市 場 や地 域 での 出来 事 が,他 の市 場 や 地 域 に す

ぐ影 響 を与 え る ので,金 融 デ ー タベ ー ス には 情報 内容 が全 世 界 の 金融 セ ンタ ーを カバ ー し

て い る こ とが要 求 され る。

しか も,し ば ら く前 まで は 想像 もで き なか った よ うな金 融 資産 価 格 の 日中 あ るいは 時 間

中 の変 動 が 起 こ るため,そ れ らを フ 才 ローす る には,ど う して も リア ル タ イ ム情 報 で あ る

こ とが 必 要 であ る。 そ こで,他 の 分 野 と違 って金 融分 野 で は ,専 用 回 線 利 用 の デ ー タ ベ ー

スが 主 流 とな って い る。

利用 料 金 面 で は,専 用 線 利 用 の もの は 月額 固 定料 金 制 を とって お り,金 額 も数 十 万 円 で

他 の分 野 の デ ー タベ ースに 比 べ て 高 い 。 これ は,情 報 が月 々 の調達 コス トや投 資 収 益 に 直

結 す る内 容 を持 って い る こ とが 影響 して い る。つ ま り,情 報 を 上手 に利 用 す れ ば,一 回 の

取 引 で利 用 料 の元 が取 れ て しま う。 逆 に言 えば,そ の情 報 が なか ったた め に,利 用 料 以上

の損 失 を被 る可 能性 も高 い の で あ る。

ま た,国 際 情 報 の性 質 上,英 語 を 使 用 して い るデ ータベ ー スが 多 いが,日 系 金融 機 関 の
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成長 に伴 い 日本 人だ け を 対 象 と して も採 算が 取れ る よ うに な った た め,日 本 語 サ ー ビス も

健 闘 して い る。

急 速な 国際 化 の進 展 お よび東 京 マ ー ケ ッ トの成長 に伴 い,ど のデ ー タベ ース サ ー ビス も

提 供 情報 の 拡充 に 懸命 で相 反 した動 きが 交錯 して い る。片 や外 国 製 大 手 デ ー タベ ー ス が 日

本 情 報 を充 実 させ よ うと躍 起 に な って お り,こ れ に 対 して,日 本 製 デ ー タベ ー スサ ー ビス

も,負 け じと海 外 情 報 を 充実 させ よ うと動 い て い る。 しか し,今 の とこ ろ双方 を完 全 に 満

足 させ るデ ー タベ ー スは 存 在せ ず,い ずれ の側 に も一 長 一 短 が あ る。

金 融取 引 は特定 の取 引 所 内 で行 わ れ る ものそ うで な い もの一 の 二 つ に大 別す る こ とが で

きる。(1)の ケ ー スは,株 式 取 引 に代 表 され る が取 引 が取 引所 に集 中 す るの で,情 報 の収 集

が 比較 的 容 易 で あ る。 ま た公 的情 報 で あ るため,一 定 の 金額 を支 払 えば 原則 と して,す べ

て の情報 サ ー ビス会社 に 同 じ情 報 が提 供 され る。 逆 に,情 報 サ ー ビス側 に と って み れ ば,

競合 サー ビス との差 別 化 が難 し く,フ ォー マ ッ トの構 成,端 末 器 の操 作性,株 価 以 外 の 情

報 内容 な どで競 うこ とに な る。

(2)の ケー スは,外 国 為 替取 引 や大 半 の債権 取 引 に 代表 され,取 引所 は存 在 せ ず,主 に電

話 を通 して相手 先 を探 し取 引 を行 う形 式 の もの であ る。 これ らの取 引 に お いて は,自 分 が

受 け て い る オ フ ァ ー(例 え ば,A銀 行 が150円 で ドル を 売 りた い と言 って きて い る。)

が,現 在 の 相 場 水 準 に 照 ら して どの 程 度 の もの で あ るか を 判 断 す る こ とが容 易 で は な い

(秋 葉 原 で電 気製 品 を 買 う時 の こ とを 想起 せ よ)。 そ こで,多 数 の 銀行 の最 新 の建 値 を 見

る こ とが で きる情報 サ ー ビスが登 場 し大成 功 を 収 め た 。 そ の際,情 報 サ ー ビス利 用 者 で あ

る市場 参 加 者が,直 接 情 報 も入 力す る とい う画 期 的 な 手 法 が考 え 出 され た 。 リアル タ イ ム

の 性 質 か ら デ ー タベ ー ス 提 供 会 社 が 取 材 し,そ れ を入 力 して い た の では タイ ム ラ グが 生

じ,情 報 の価値 が激 減 す るか らで あ る。

しか し,こ の 手 法 に も問 題 点が な い わ け では な い 。情 報 提 供 者 は,世 界的 な 金融 デ ー タ

ベ ース に 自分 の名 前 を登 場 させ ,絶 大 なPR効 果 を享 受 で きる の だが,デ ー タベ ー ス 構築

の最 大 の問 題 で あ る入 力 の労 を 自 ら引 き受 け る こ とに もな る。 そ こで,常 に コス トと効 果

のバ ラ ンス を考慮 す るた め,利 用 者 が求 め る情 報 で は な く,提 供 側 が提 供 した い情 報 だけ

を提 供 す る結 果 に な る こ とが 多い 。 した が って,利 用 者 が求 め て い て も,入 力 の 手間 が か

か る もの は敬 遠 され,情 報 内容 に 偏 りが 出 る傾 向 が あ る。情 報 料収 入 は,デ ー タベ ー ス

サ ー ビス業 者 が独 占 し,情 報 提供 老 には 原 則 と して 支 払 わ れ な い の で,マ ー ケ ッ トメ カ ニ

ズ ムが働 か ない の であ る。

金融 デ ー タベ ース の他 の特 徴 に,ニ ュー スサ ー ビス を メ ニュ ーの 中 に取 り入れ て い る こ
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とが あ る。 これ は,相 場 の 大 きな 変 動 は,政 府 高 官 の発 言 や 経 済 指 標 の 発 表 とい った

ニ ュー スが 引 き金 とな って い る ケ ー スが 多 い ため だ 。

カバ ー して い る地 域,金 融 資産 の種 類 が 幅広 く,し か も時 々刻 々 デ ー タが 更 新 され るた

め,ホ ス ト側 は,一 つ一 つ の情 報 を蓄 積 す る こ とは とて もで きない 。 そ こで,リ アル タ イ

ムサ ー ビスで は時 系 列 デ ー タが不 足 して い る こ とを 最後 に指 摘 してお きた い 。 公衆 回線 利

用 の デ ー タベ ースは,何 らか の時 系 列 デ ー タを持 って い るが,こ れ らは 逆 に デ ー タの種 類

が限 られ る欠点 が あ る。

3.2.1.2利 用 目的 とデ ー タベー スの 所 在

金 融 デ ー タベ ー スを 利用 す る 目的 は,以 下 の四 つ に大 別 す る こ とが で き る。(1)資 金 を調

達 す る必 要 が あ る時,少 しで も有 利 な調 達 手段 を探 す 。② 余裕 資 金 が 生 まれ た 場 合 に,い

ちば ん有 利 な運 用 手 段 を探 す 。(3)将 来,外 国通 貨 の支払 いお よび受 け 取 りの 予 定 が あ る時

に,そ れ まで の為 替 レー トの 変動 に よる為 替 リス クを 回避 す る。(4)リ ス クを 覚 悟 で,将 来

の相 場 の 変 動 を予 測 して大 きな利 益 を 求 め る投 機一 の 四つ で あ る。

(D～(4)す べ て の 目的 を満 た す の に役 立 つ 広範 な情 報 サ ー ビス を提 供 して い るの が,ロ イ

ター通 信 社 のモ ニ ターサ ー ビス で あ る。 特 に為 替 相 場 情報 に つ いて は,抜 群 の 信 頼 を勝 ち'

得 て い る 。 これ と競 合 して い る テ レ レー ト社(日 本 では共 同通 信 社 が 総 代 理 店)の テ レ

レー トは,(2)の 有 力 な手 段 で あ る株 価 情 報 を持 って いな いが,米 国 債 券 ・金 利 情 報 に は圧

倒的 な強 味 が あ る。 時 事 通 信社 のMAINも,一 応 す べ ての情 報 を カバ ー して い るが,情

報 提 供 者 の 数 が少 な く,海 外情 報 が前 の二 つ に 比べ て格段 に 弱 い 。 む しろ,市 場 に影 響 を

与 え る ニ ュ ー スの速 報 サ ー ビス と して定 評 が あ る。

(2×4)に該 当す る株 式 投 資 情 報 に特 化 してい るのが,QUICK社 や ク ォー トロン社(日

本 で は 共 同通 信 社 が 総 代 理 店)の ビ デ オ モ ニ タ ー サ ー ビ ス 。QUICKは 日本 株 に,

ク ォー トロ ンは海 外 株 式 に そ れ ぞれ 強 味 が あ る。加 え て現 在,両 社 と も株 式 以 外 の情 報 も

取 り入 れ 始 め て い る。

以 上 は,専 用 線 利 用 の デ ー タ ベ ー ス で あ るが,公 衆 回線利 用 の ダイ ア ル ア ップ方 式 の

デ ー タベ ー ス も,そ の多 くが 金融 情 報 を 含 ん で お り,あ る程 度 の時 系 列 デ ー タを 蓄 積 して

い る こ とに 特 徴 が あ る。 中 で も,金 融 情 報 に 力 を入 れ て い る もの を紹 介す る。

チ ェー ス ・エ コ ノ メ トリ ックス社 の イ ンター ア クテ ィブデ ー タは,時 系 列 デ ー タを完 備

し,デ ー タ の種 類 も豊 富 だ が 日本 情 報 が ほ とん どない 。逆 に,日 経 テ レ コ ンは,国 内情 報

に強 いが,海 外投 資 情 報 が は なは だ不 十 分 で あ る。 しか し,チ ャー トも豊 富 で,利 用 料 金
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が 非 常 に 安 い 。 米 国 株 式 に つ い て は,ダ ウ ・ジ ・ 一 ン ズ 社 の ニ ュ ー ス/リ ト リ ー バ ル が ,

詳 細 な ヒ ス ト リ カ ル デ ー タ と 最 新 の 株 価 双 方 を 提 供 し て い る 。

3.2.1.3補 助手 段

証 券取 引 所上 場 の株 式 や 債権 は,検 索 の ため 銘 柄 別 に コー ド化 が な され て い る。 ク オー

トロンは アル フ ァベ ッ トを,QUICKは 数 字 を使 って い る。 そ こで ,個 別 銘 柄 の コー ド

名 を調 べ るた め にSYMBOLDIRECTORY(ク ォー トロ ン),株 価 コー ドブ ック(QUI

CK)が 手 許 に必 要 とな る。

ロイ ター ・モ ニタ ーや テ レ レー トは 数 万 ペ ー ジの 情報 量 を持 つ ため 、求 め る情 報が あ る

ペ ージを探 し出す ため に イ ンデ ッ クスが 必要 で あ る。 メ ニ.ユーを 選 択 して い くこ とに よっ

て,求 め る情報 に辿 りつ くとい った 便 利 な 方式 には な って いな い 。

ダイ アル ア ップ方 式 の デ ー タベ ー スで は,取 り込 ん だ デ ー タを 基 に 自己の 保 有 してい る

有 価証 券 の時 価総 額 を計 算 した り,チ ャー トを描 くこ とが で きる ア プ リケー シ ョン ソフ ト

が 市 販 され てい る もの もあ るの で,そ れ らの使 用 も補助 手段 と しては 有効 で あろ う。

また,現 在 利 用 され て い る デ ー タ ベ ー スの専 用 端 末 器 には 計 算機 能 が付 いて い な い の

で,利 回 りや クロス レー トの 算 出 な どに,ポ ケ ッ トコ ン ピュー タが一 緒 に利 用 され る ケー

ス も多 い 。

3.2.1.4効 率 的 な利 用 法

利 用 の 前 に まず,情 報 を ど の 程 度 の 頻 度 で必 要 と してい る のか を 考 え なけ れ ば な らな

い 。

株式投 資 を例 に とる な らぽ,日 中 に売 った り買 った りを繰 り返 す の で な いな ら,専 用 線

デ ー タベ ー スを利用 す るのは,費 用 が高 く効 率 が悪 い。 従 量制 で課 金 され る 公 衆回 線利 用

の デ ータベ ース で,必 要 な時 だ け情 報 を検 索 した方 が よい。 しか し,日 中 頻 繁 に売 買 を行

う投 資家 に とっては,リ ア ル タ イ ム情 報 で なけ れば 売 買 の チ ャ ンス を逃 す 危 険性 が 大 き く

不十 分 で あ る。

リア ル タ イ ム サ ー ビ ス で取 引 所 か らの デ ー タを利 用 す る場 合,特 定 の取 引所(ニ ュー

ヨ ー ク証 券 取 引所 は そ の一 つ)は ,直 接 情 報 利用 者 に 対 して情 報 料(ExchangeFeeと 呼

ば れ る)を デ ー タベ ー スの 利用 料 とは 別 に請 求 して くる こ と も注 意 す べ きであ る。

専用 線 サ ー ビス は定 額 料 金制 で あ るの で,検 索 手 段 の 功拙 に よって 利用 料 が 上 下す る こ

とは ない 。 そ もそ も,検 索 の 仕方 自体 が きわ め て簡 単 で あ る。(ペ ー ジ番 号や コ ー ド名 を
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キ ー ボ ー ド上 で 押 す だけ で よ い)し か し,一 刻 を争 う情 報 で あ る だけ に,い ち い ち イ ン

デ ックス に当 って いた の で は,リ アル タ イ ム情 報 で あ る意味 が な くな って しま う。 必 要 な

情 報 が載 って い るペ ー ジ番 号 や,関 心 を持 つ銘 柄 の コー ド名 は 記憶 して お くこ とが 望 ま し

し ・o

また,公 衆 回線 利用 の デ ー タベ ー ス では ア クセ スす る時 間帯 に よ って異 な る料金 体 系 を

敷 い て い る もの もあ るの で,最 初 に 確 認 して お きた い。

3.2.1.5必 要 知識

金融 デ ー タベ ー スの特 徴 を も う一 度 整 理 してみ る と,デ ー タの更 新 が 頻繁 金融 取 引 に 精

通 して い る利用 者 を対 象 と して い る一 こ とが挙 げ られ る。

デ ー タが 頻 繁 に更 新 され る(多 い時 は,1秒 間 に何 回 も レー トが入 れ 替 わ る)た め,利

用 者 は,ど う して も同一 画 面 を見 続 け る ことが多 くな る。 別 の画 面 を 見 て い る間 に好 機 を

逃 がす 危 険 性 が あ るか らだ 。 しか し,有 利 な運 用 をす るた め に は,他 の 金融 資産 の レー ト

も見 な が ら,裁 定 す る こ とが必 要 で あ る。 そ こで解決 策 と して,同 一 画 面 上 に で きる限 り

多 くの情 報 を 盛 り込 も うと工 夫 してい る。 そ のた め,説 明 は 極 力 省 い て い る し,用 語 の省

略 形 が頻 繁 に 登場 す る。 しか も,そ の 道 の プ ロた ち を相 手 に情 報 提 供 して い るため に,特

に専 用 線 サ ー ビス にお い て は,一 般 の人 に も分 か る よ うな情 報 内 容 の解 説 は シス テ ム上 の

ど こを捜 して も一 切 な い 。

従 って,こ の種 のデ ー タ ベ ー ス を利 用 す る人 には,金 融 に 関 す る基 礎 知 識 を 習得 して い

る こ とが要 求 され る。 さ らに,資 金 の調 達,運 用 両面 にお け る国際 化 が急 速 に進 展 して い

る折 か ら,主 要 国 の国 内金 融 市 場 制 度 につ い て も一 定 の知 識 が あ る こ とが望 ま しい。 こ と

に,同 じ性 質 を持 つ 金融 手 段 が 国 に よ って,別 々の名 称 で 呼 ばれ て い る よ うな場 合(日 本

の コー ル レー トは,米 国 の フ ェデ ラル ・フ ァン ドレー トに相 当 す るな ど),そ れ らが 同 じ

もの で あ る こ とを知 って い る こ とが,利 用 の前 提 条件 とな る 。

また,直 接 デ ー タベ ー ス の利 用 に は 関 係 な いが,各 国 の税 法 に対 す る知 識 も実質 的 な 投

資 収 益 を知 るた め に,名 目的 な金 利 差 を 知 る こ とと並 ん で,国 際 投 資 を行 う上 では 必 須 の

もの で あ る。

金融 知 識 の 中 で も,金 融 ビ ジネ スに 用 い られ る用 語 の意 味 を 知 る こ とが,デ ー タ ベ ー ス

の利 用 に際 して い ちば ん重 要 で あ る。 短 期 金融 資産 を例 に とる な らぽ,CD(譲 渡 性 定 期

預 金 証 書),BA(銀 行 引 受 手 形),CP(コ マ ー シャル ペ ーパ ー),TB(財 務 省 証

券)な ど,債 券 に つ い て 言 え ば,ユ ー ロ債,ヤ ンキ ー債,サ ム ライ 債 、 ゼ ロ ・クー ポ ン
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債,変 動利 付 債 と呼 ばれ る ものが,ど うい った もの で あ るか を 知 らなけ れ ば 貴重 な デ ー タ

も,単 な る数 字 の 羅 列 に 終 わ って しま う。 また,COUPON,YIELD,SPREAD,BI

D,OFFERと い った用 語 は,そ の ま ま 日本 語 で も使わ れ て い るの で,そ の 意味 す る こ と

を知 る こ とが 必要 であ る。

限 られ た スペ ー スに,で き るだけ 多 くの情 報 を 盛 り込 も う とす る意 図か ら,簡 略 化 され

た表 示 方 法 お よび省略 形 が 金融 デ ー タ ベ ース では 目に つ く。 通 貨 で,STGが 英 ポ ン ド,

DMKが ドイ ツマ ル ク,SWFが ス イ ス フ ラ ンを,株 価 で あれ ば,Oが 寄 り付 き,Hが 高

値,Lが 安 値 を意味 す る ぐらい の こ とで あれ は察 しが つか な い で もな い 。 だが,外 国 為 替

市 場 に お いて先 物 の期 間 を 示 す0/N,T/N,S/N,と な る と予 備 知識 が な けれ ば 皆

目見.当が つ か な い 。 ち な み にO/NはOvernightの 略 で 当 日か ら翌 営 業 日,T/Nは

Tomorrow-Nextで 翌 営 業 日か ら翌 々営 業 日,S/NはSpot-Nextで 翌 々営 業 日か ら

翌 々々営 業 日の こ とを それ ぞ れ 意 味 して い る。

また,銀 行 間 為 替 レ ー トは,円 ・ ドル 相 場 を例 に とるな らは,「149.57-67」 とい っ

た 形 で表 示 され る(表3.2.1-1参 照)が,こ れ は 「149円57銭 で な らぽ ドル を 買い ます

よ」 「149円67銭 でな らは ドル を売 ります よ」 とい う特 定 の銀 行 の 建値 を表 わ してお り,

為 替 レー トが10銭 の値 幅 を持 ってい るわ け では な い 。

米 国 財 務 省 証 券 売 買 の場 合 に は,価 格 が 「100.04-06」 とい った形 で 表示 され る。

(表3.2.1-2参 照)こ れ もやは り,「100.04で な らば 買 い た い」 とい う人 が 現 在 マ ー ケ ッ

トに い る一 方,「100.06な らぽ 売 って もい い」 とい う人 が存 在 してい る こ とを 示 してい る

の だ が,こ の ケ ース では 小 数 点 以下 の04と06は,4/100と6/100を 表わ して い るの で

は な くて,4/32と6/32を 意 味 して い る。

しか し,以 上 の よ うな検 索 に 必 要 な 知識 は,2万 ペ ー ジに も上 る提 供情 報 の どこを探 し

て も出 て こな い 。実 務 家 以 外 に と って は,ま こ とに 不 親切 な デ ー タ ベ ース なの で あ る。

(公 衆 回線 利用 デ ー タベ ー スは,比 較 的 解説 が 付 され てい る。)

3.2.1.6そ の他,参 考 文 献

金 融 自由化の テ ンポは 速 く,金 融 取 引 に つ いて も,日 夜 イ ノベ ー シ ョンが 行 われ て い る

た め,マ ニ ュアルや 解 説 書 の作 成 が追 いつ い て いけ な い のが 実 情 で あ る。解 説 書が で きた

頃 には,そ の金 融技 術 は過 去 の もの に な って い た とい うケー ス も珍 し くな い。

また,再 三 指 摘 して い る通 り,デ ータ ベ ー ス業 者 が,情 報 の提 供 を直 接,第 三 者 に依 存

してい る割 合 が高 い た め,統 一 の とれ たHELP面 的 な もの が シス テ ム上 に ビル トイ ン され
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てい な い。 情 報 提供 者側 に して みれ ば,情 報料 収 入 が 目的 では な く,提 供 情 報 につ い て の

金 融取 引 の成 立 を 狙 って い るの で あ るか ら,自 分 と取 引す るつ も りの な い利 用 者 に も役 立

つ よ うな 親 切 な 解 説 を す るつ も りは 毛 頭 な い。 わ か らなけ れ は,直 接 コ ンタ ク トして 聞

き,取 引 も して下 さい とい う姿 勢 で あ る。 そ こで,画 面 に よって は,暗 号的 色彩 を 帯 び る

こ と さえあ る。(表3.2,1-3参 照)

さて,参 考 文 献 と して は,市 販 は され て い な いが,金 融 機 関(特 に 外 資系)が,顧 客 用

に作 成 して い る金 融 資産,取 引 に つ いて の パ ン フ レ ッ ト類 が 最 新 の動 向 ま で カバ ー して い

て有 用 で あ る。 市 販 され て い る もの を挙 げ れば き りが な いが,最 大 の 障害 で あ る用 語 の 解

説 が な され て い る もの を紹 介 して お く。

「国 際 金 融 ハ ン ド ブ ッ ク 」 三 井 銀 行,三 飯 経 営 セ ン タ ー 編

「経 済 新 語 辞 典 」 日 本 経 済 新 聞 社 編

「証 券 ハ ン ド ブ ッ ク 」 大 和 証 券 経 済 研 究 所 編

"WordsofWallStreet"AllanH
.Pessin,JosephA.Ross

"MoreWordsofWallStreet"〃

補)主 要 金 融 デ ー タ ベ ー ス の 問 い 合 わ せ 先(東 京)

○ ロ イ タ ー ・モ ニ タ ー(英 語)

○

○

○

○

○

○

○

ロイ タ ー ・ジ ャパ ン

テ レ レー ト(英 語)

(株)共 同通 信 社 国 際 金融 部

MAIN(日 本 語)

時 事通 信 社 業務 部

QUICK(日 本 語)

(株)QUICK営 業 部

ク オー トロ ン(英 語)

(株)共 同通 信社 国 際 金 融部

イ ンタ ー ア クテ ィブ ・デー タ(英 語)

チ ェ ース ・エ コ ノ メ トリ ックス

日経 テ レコ ン(日 本 語)

日本 経 済 新 聞社

DOWJONES

伊藤 忠 商 事 情 報 通 信総 合企 画 室

国際 イ ンフ オメー シ ョンサ ー ビス
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日本 経 済 新 聞社

大 和 証 券 経 済 研究 所

DowJones-Irwin

〃

TEL432-4141

TEL582-1770

TEL591-1111

TEL201-5941

TEL582-1770

TEL502-7381

デ ー タバ ン ク局 情報 業務 部TEL
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270-0251

TEL497-7746

TEL463-7181
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表3.2.1-2

』了
.250

了.125

了.000

1>
.000

11.了50

13.125

12.625

11.250

10.500

8.8了5

了.3了5

>了.250

2YR.W

3YR.

IYR.U

,YR
.

了/93

10/93

1/gq

4/94u

GOOD

11/93

5/gq

8/gq

5/95

8/95

2/96

5/96

11/96

cANTORFITZ (C)8了

了.0了 一〇51X・1

卜10RNING3-25--8了

100.04

99.30

99.26

6.了5一 了3

99.05+-0了 ・卜

一〇6

×58

×15

5×5

5×5

1X'1

3MO.U

6MO.U

lYR.

12.000

10.了50

>9.3了5

12.了50

13.8了5

14.000

10.3了5

12.000

11.250

9.8了5

9.250

了.250

>了.500

8/13

8!05

2/06

11/10

5/11

口/11

11/12

8!13

2/15

11/15

2/16

5!16

11/16

14了.11二

160.24-

126.03-

142.23一

,'

124.30

11了.20-

95.29-

99.06†-08'*

FULTON-PREBON

1X

1×

1×

18X

3

11

1

FED

OPN

MGH

LOW

Xl

X

X

Xl

FUNDS

－81一



表3.2.1-3
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[FORFIRMOUOTESPLEASECALL‡LONDON

[NE日YORK-KARLnMILLER-212-208-2160

岡
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3.2.2企 業 信 用

3.2.2.1概 要

企業 信用情 報 は企 業間 取 引に おいて 相手企業が信用 しうるか ど うかの調査に利用 され

る。既に取引実績 があれぽ,そ の情報が活用 される事 が多いが,実 績がない場合や,そ の

実 績時点 と期間 を経 て い る等 情勢 の変 化が認 め られ る場合は外部に情報 を求め る事 とな

る。

外部情報 と して,大 企業については株式市場上場企業の場合,有 価証券報告書が大蔵省

において公開 され ている他,新 聞に広告や記事 と して掲載 され る事がある。 しか し,大 企

業において も非上場企業の場合や,中 小企業 に関 しては公開情報を入手す るのは困難であ

る。 この ため 企 業 信 用 調 査 業 が活 用 され て い る。

企 業 信 用 調 査 は 初 期 の 頃 は 金 融 業 者 の 副 次 的 サ ー ビス と して信 用 照 合 が 行 われ て い た

が,専 門 業 者 の 発 祥 は,1830年,ロ ン ドン に始 ま る と伝 え られ て い る。1841年 には,

ニ ュー ヨー クに お いて マ ー カ ン タイル ・エ ー ジ ェ ンシ ーが 発 足 しそ の後 発 展 して 今 日 ,世

界 最 大 の信 用 調 査 会 社 ダ ン ・ア ン ド ・ブ ラ ッ ドス ト リー ト(略 称D&B)と な って い る。

日本 の場 合,1892年,東 京 商 工 リサ ー チの 前 身 で あ る商工 社 が創 立 し,1900年,帝 国

デ ー タバ ン クの 前 身 で あ る 帝 国興 信所 が 創業 して い る。

1963年,ア メ リカに お い てD&Bが コ ン ピュ ー タの 導入 に よる デ ー タベ ー ス 化 に乗 り出

した の に刺 激 され,1974年,日 本 に お い て も東 京商 工 リサ ーチ,帝 国 デ ー タバ ン クの 両 社

が企 業 情 報 ・財 務 情 報 の デ ー タ ベ ース化 に乗 り出 して い る。

現 在,東 京 商 工 リサ ー チ では,商 用 と してNTTのDEMOSの ネ ッ トを利 用 した オ ン

ラ イ ンサ ー ビ ス と して,TSR-BIGS(企 業 情 報)とTSR-FINES(財 務 情

報)が あ り,こ れ に対 し帝 国 デ ー タバ ンクで は,COSMOSI(財 務 情 報)とCOSM

OS2(企 業 情 報)が あ り,自 社 の専 用 回 線 に よる サ ー ビス の他,コ ン ピ ュー タ メー カ ー

系 のVAN会 社 の ネ ッ トを 利 用 した オ ンライ ンサ ー ビスを行 って い る。

現 在 国 内 で デ ー タベ ー ス化 され てい る企業 情 報 は,B5判10ペ ー ジ前 後 の企 業 信 用 調 査

レポ ー トを一 次 情 報 と して,そ の企 業 の主 要 属 性 項 目を入力 した二 次 情 報 が 主 体 で あ る。

入 力 され てい る項 目は,① 商 号(企 業 名),② 企 業 コー ド,③ 郵便 番 号,④ 所 在 地,⑤

電 話 番 号,⑥ 営 業 種 目,⑦ 代 表 者 名,⑧ 設 立 年 月,⑨ 資 本 金,⑩ 従 業 員 数,⑪ 主 要 株 主

名,⑫ 主 要 仕 入 先 名,⑬ 主 要 販 売 先 名,⑭ 取 引 金 融 機関 名 と支店 名,⑮ 決 算期,⑯ 売 上

高,⑰ 純利 益 金,⑱ 配 当率,⑲ 申告所 得額,⑳ 役 員 名,な どで あ る。
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3.2.2.2利 用 目的 とデ ー タベ ー ス の 所 在

既述 の よ うに 国 内に は 企業 信 用 に 関 す るデ ー タベ ー スは主 と して 東京 商 工 リサ ーチ と帝

国 デー タバ ン クの2社 であ り,詳 細 に つ い て は 両社 に問 い 合せ られ た い。

これ らの デ ー タベ ー ス利用 の 目的 は ,主 に① 企 業 審 査,与 信 管理,② 財 務 分 析,③ 市場

開 拓,販 売 促 進 な ど で あ る 。① の 目的 に はCCR,COSMOS2やTSR-BIGS

が,利 用 で き,② の 目的 にはTSR-FINESやCOSMOS1が 使 わ れ て い る。③ の

目的 には 各 種 デ ータベ ースが 利 用 可 能 で,COSMOS2,TSR-BIGSな どが用 い

られ てい る。

企業情 報 で は な いが,企 業 に 関連 す る個 人 情 報 デ ー タベ ー ス と して経 営 者 等 の情 報(T

SR－ 経 営 者情 報,COSMOS3,TSR－ 高 額 納税 者)も あ る の で,企 業 情 報 と併せ

て利用 で き る。1

上記③ の 目的 の1つ と してDM(ダ イ レク トメー ル)用 の宛 名 ラベ ルが 作 成 で き る(T

SR－ ダイ レク トメー!レ,COSMOS2,法 人 申告所 得 フ ァイル な ど)。

東 京商 工 リサ ーチ社 と帝 国 デー タバ ン ク社 の デ ー タベ ー スの種 類及 びそ の 特 色 な どを表

3.2.2-1及 び 表3.2.2-2に 記 載 して あ る の で参 照 の こ と。
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表3.2.2-1東 京 商 工 リサ ー チ デ ー タ ベ ー ス

Ill{ftl62イ1こ3戊1/k∫ ∫↓白{

提供ノ∫法 デ ー タの{=`li川

オン ラ イン ;F～B|CS

::輩油 川 〉

1

オフライ ン

SN

D

い

胡

ー
1
.4

S

材

・

O

TSR－ 命貫き情 報

TsR… 財 務情 料1

-
(}

k
↓

/ズ
」

又
仁

5
尖
・

く

,

TSIt・ ・法 人 申 告1ウf得

TsR－ 高 額 納lll直者

TSR－ 倒産情f侵

TSR－ ダ イレ ク ト メ

ー ル

T8R.・-M〈TEs

(企 業評 価 シ ステム)

TSS・TIMト:S

(企 業 予i則シ ス テ ノ、)

デー タの サ イズ

38万lll

3万5'「 ・客1:

(1.召:3川 以 」二)

70ソ)"ti:

13JM:

(4(、)ノ∫川∫)

70ノ 元人

13万 社

21万 名

20'万f牛

提供商品

カー ド

リス ト

磁気 テー プ

フ1コッピー

シー ト

磁 気 テー プ

フロ ッピー

リス ト

磁 気 テ ー プ

フ1.コッピ ー

1ノス ト

磁 気テー プ
フロ ッピー

リス ト

磁 気 テーープ

フロ ツピー

リス ト

統計・表

磁 気テープ

フロ ッピー

ア ドレス

タ ッグ

1漸 表

オ 色

TSR・ 一・BlGS{:;:NTTの デ一一ク通 信 ネ ッ トワー クDEMOSを

通 じ、企 業↑}`f報を提 供'3'るサー ビスで あ る。

精粗は 、大企業 か ら中小企業 に至 る までカバー し、企 業コー ド ・商

号 ・所 在地 ・氾 話 借 り・・設 、τ年1ト 代 ノ《者 ・宮 業師 「'十資 木 金 ・従

業日 ・大 株主 ∴支店 ・営 業所 ・..1.L場・IIYリ1銀行 ・佳人 先 ・販売 先 ・

業績 ・巾{{1所得 川 叉益指標 ・事 業概 況 な どの デー タを出力 で きる.

登録企業は、上場企業 ・非上場中堅企業を対象に、過去3期 分の財
務諸表を入力。提供項目は、営業報告書をベースに標準化した もの

で、貸借対照表54科 目、損益計算書20科 目、利益処分計算書4
科目、脚lli4科目う

調査をもとに作製された企業属性データ。仕入先 ・販売先 ・大株主
もコード化されており、ルートセールスに威力を発揮する。カー ド
での管理は便利である。

.」.二場企業はもちろん中小の企業にいたるまで収録されている。

経営者の現山坂 出身校 ・出身'県・趣味等がデータベース化されて
おり、人脈の構築に最適である。

コこ国の法人申告所得企業が網羅されており、過去数期にわたってみ
ることもできる。

昭和59年 以往の全日を網羅

昭和51年以降倒産した全企業のデータをデータベース化してある。

業種別 ・地区別 ・業網 引仁 資本金別 堀咽 別等の検索が可能。

企業情報 ・経営者情報 ・法人}・1.t告所得 ・高額納税者のファイルから

希望の条件によってDM用 のアドレスタッグを作製提供ナるサービ
スである。

決算3期 を基礎データに企業の健康状態を表示するシステム。

経営予 測
・成 」ぐi㌧測モデル評1而式に よ り5年 間 にわた る予想 財務諸 表 を作製

・各種のi㌘測値 を.変更す るこ とに よ って 企 業r測 の シ ミュ レー シll

ンを実 施

与信 慌:∫嘆,
・倒産のi}∫能性 をシ ミュ レー シyン

投資管理
・株 価の算出

経営診断
・体 質上 の位置 づけ'を明確 に した総 合診 断表 を作 製

。
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表3.2.2-2帝 国 デ ー タ バ ン ク の 商 用 デ ー タ ベ ー ス
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FAX
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FAX
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八 ー ド コ ピ ー

III}i・

磁1気 ・ア ー プ
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特
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:業o)‖,1'4宿;i'tfソ ミ 」三'ぐ911又IE;・1`.1,)N
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勘 定 科 ・目 づ 力'カ.σ.録 さ れ て

い る の で.i田"1的 う:ll識の な

い 人 で もil、ヨ範 に 財 務 一デ ー タ

を 入 力 で き る,

:企 業 θ)属 性 ・デ ー ク と!'は

」‖～}ノ＼く,フ ラカ ・イノし〆IJE彩i};」:J'1]

回 、ン'・10数 ∫r川]の 属i生 を 収

録,,各 種 … 件 検 索(・.擢 ○能

0)出 力 力'∫f彪^

渉 外 ・ 交 遊 ・'業 務 推 進 に 利

lljlil'1能 。

企-業 の 収 益W・ 安 定'性 ・成

長 性 を 数f直 ・ 文 字 で 詳 細 に

jl叉8そ,,こ二ζク)W{1㌧ 「咋'ぐ'ネ壬'1ミ1'[y.1

容 が 干 に と る よ う ↓こわ か る

昭.佃5「 年 以1{筆 、 全 国 税 務
三碧{て;一夕1ラ」ミさ オtた 優 」逢iノ…

.人 を

llJ(髭そ っ ‖反うヒ`昆 」態 、-S'一 ケ ・テ

ィ ン'グ 等 に 利 川`iJ－能"

‖召;f・tl52イ ト↓ソ、lf筆、 〈i斗.1/JO)倒

産 企 業 を 直 接 取 材 し て 収 録

∫Gな い 会:社:の.1莫 擬 うご一 タ 資

料 、 債 権 管 理 に 利 川'ii∫能
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3.2.2.3効 率 的 な利用 法

入 力項 目の ほ とん どが検 索 キ ー と して 使 え る よ うにな って い るが ,よ く利 用 され る検 索

キ ー と して次 の キ ーがあ る。*(注)

(D商 号五 十 音

フル ネ ー ムに よる検 索 が一 般 的 で あ る が
,前 方 一 致 に よる検 索 も可能 で,上 場 企 業 お よ

びそ れ に準 ず る大企 業 に つ い ては略 商 号 に よる検 索 も可能 に な って い る。

(2)住 所 コー ド

都道 府 県別,市 区郡 別,町 村 別か ら,都 市 部 の町 名丁 番 別 ,郡 部 の大 字 小 字別 の細 か い

メ ッシ ュで検 索 が 可能 な9ケ タ コー ドを利 用 してい る。

(3)業 種 コ ー ド

他 の デ ー タ との互換 上,日 本 標準 産 業 分 類 を そ の まま利 用 して お り,大 分 類,中 分類,

小 分 類,細 分 類 まで検 索 可 能 に な ってい る。

(4)金 融 機 関 コー ド

都市 銀 行,信 託 銀 行,地 方 銀 行,相 互 銀 行,信 用 金 庫,信 用 組 合 ,特 殊 金融 機 関,外 国

銀 行 な ど金 融機 関 の統一 コ ー ドを 採用 してお り,金 融 機関 名 に よ る検索 は もち ろ ん,金 融

機 関 支 店名 に よる検 索 も可能 であ る。

(5}出 資先 ・取 引先 の検 索

A社 の系 列 企 業 が知 りた い,B社 の 出資先 を知 りた い ,C社 の販 売 先 が 知 りた い,D社

に 納入 して い る業者 が 知'りた い,と い った検 索 が主 要 株主 名 ,主 要 販 売 先名,主 要 仕 入 先

名 か ら商 号 フル ネ ー ム,ま たは 大 企 業 の場 合,略 商 号 か らで も検 索 可能 で あ る 。

(6)数 値 デ ー タか らの検 索

資 本 金,従 業 員 数,売 上 高 に よる規 模 を指 定 した 検 索が 可能 で あ り,ま た,利 益 金,申

告 所 得,売 上 伸 長率,利 益 伸長 率 な どの 数値 か ら業績 内容 に よる検 索 が 可 能 で あ る。

以上 の検 索 機能 か ら,個 々の企 業 の 内容 を知 るた め の利 用 は もち ろん で あ る が ,そ れ の

み に とど ま らず,検 索 キ ーを 自 由 に組み 合 わ せ る こ とに よって ,企 業 戦略 上 に有 効 な マ ー

ケテ ィン グデ ー タ を 得 る た め の 手 段 と して利 用 す る こ と も可 能 で あ る。 す なわ ち,地 域

別,業 種 別,規 模 別,内 容 別 の ター ゲ ッ トを絞 り込 ん だ ,企 業 情 報 の入 手 が 可 能 で あ る。

*(注)灰 原一 彦
,「 信用 情 報」 情 報 管理,VoL29,No.7,1986
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3.2.3マ ー ケ テ ィ ン グ

3.2.3.1概 要

日本語 と して使 われ て い る外 来 語 の 多 くが そ うで あ る よ うに,「 マ ー ケテ ィン グ」 とい

う言 葉 は きわ め て 多様 な 意味 に用 い られ てい る。 また,"こ れ が マ ー ケテ ィン グで あ る"

とい うよ うな明確 な定 義 あ る いは マ ニ ュアル も存 在 しな い。

こ う した"多 様 性"と 相応 す る形 で,マ ー ケテ ィン グに 関 わ るデ ー タベ ー スは きわ め て

多 岐 にわ た って い る。 とい うよ り,マ ー ケテ ィン グに関 す る体 系的 な デー タ ベ ー スそ の も

の が まだ存 在 しな い とい って よい。 様 々な分 野 の デ ー タベ ース の 中 に,マ ー ケ テ ィン グと

い う観 点 か ら見 て 必要 とす る情 報 が 分 散 して存 在 して い るの が 現状 であ る。

この意 味 で,「 マ ー ケ テ ィン グ情 報 専 門 の デ ー タベ ー ス とい うものは,現 在我 が 国 で は

商 用 化 され て い な い 。 また 逆 に,マ ー ケ テ ィング情報 に ま った くか か わ りの な い デ ー タ

(1)
ベ ー ス と い う の も 存 在 し な い で あ ろ う」 と い う 現 状 認 識 は 全 く 正 し い と い え る 。

(1)村 田 祐 子 「講 座 デ ー タ ベ ー ス 第10回,マ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 」(JICST情 報 管 理,Jan

1987)。

つ ま り,現 状 に お い て マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ ャ ー が マ ー ケ テ ィ ン グ を 実 践 す る 場 合 ,

異 な る 分 野 の 様 々 な デ ー タ ベ ー ス を 探 索 し,そ こ に 散 ら ば っ て い る マ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 を

自 分 の 手 で 集 約 せ ざ る を え な い 。 デ ー タ ベ ー ス の 優 劣 よ り も,マ ー ヶ テ ィ ン グ リ サ ー

チ ヤ ー の 「情 報 統 合 能 力 」 の 優 劣 が マ ー ケ テ ィ ン グ を 成 功 さ せ る キ メ 手 に な っ て い る と

い っ て よ い 。 よ り統 合 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ ・ ミ ッ ク ス が 必 要 な の で あ る 。

ところ で,マ ー ケ テ ィン グが 必 要 とす る

情 報 は様 々であ るが,大 き く分 け る と次 の

2つ の軸 で考 え る こ とが で きる。 ひ とつは 、

そ の情報 が持 つ 地域 単 位 で あ り,も うひ と

つ は その情 報 の形 態 で あ る。わ か りやす く

表 す と,(図3.2.3-1)の よ うに な るで あ

ろ う。

(図3.2.3-1)マ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 の 区 分

情報 の形態

数 値
情 報

非数値
情 報

地
域単

位

マ ク ロ レ ベ ル ① ③

ミ ク ロ レ ベ ル ② ④

この① ～ ④ が 統 合 され た デ ータ ベ ー スが あ る こ とが も っ と も望 ま しいが,現 状 では そ れ

ぞれバ ラバ ラに存 在 して い る。 しか も,あ る ものは オ ンライ ン'サー ビス を受 け られ るが,

あ るものは 印 刷 出版 物 で しか 利 用 で きない とい う差 異 が よ り現 状 を 複 雑 に して い る とい っ

て よい。 した が って,マ ーケ テ イン グ リサ ーチ ヤー の統 合 能 力 が大 き く目的 達 成 の 水 準 を
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左 右 す るの で あ る。

3.2.3.2利 用 目的 とデ ー タベ ー ス の 所 在

マ ー ケテ ィン グに 関わ る デ ー タベ ー ス の現 状 の概 要 は
,以 上 に 述 べ た通 りで あ るが,こ

こ で は,(図3.2.3-1)に 示 した 区分 を ベ ー ス と して ,ど の よ うな 目的 には どの よ うな

デ ー タベ ー スが利 用 で き るか につ いて 述 べ る こ とに す る。

(1)市 場 動 向

新 しい商 品 ・製 品 を 市場 へ 出す た め には,い った い どれ くらい の 市場 の規 模が あ るの か

に つ い て の チ ェ ッ クが前 提 とな る。 い わゆ るマ ーケ ッ トサ イ ズの 測 定 で あ る 。 この測 定 の

基 準 つ ま り指 標 は,商 品 ・製 品 の種 類 に よって異 な って くるが ,一 般 的 には 各 地 域 単位 で

の基 礎 的 な 指 標 を収 集 す る こ とが 多 い 。 こ こで ,地 域 単 位 は先 の(図3.2.3-1)の 区分 に

従 うと マ ク ロと ミク ロに分 か れ る。

マ ク ロな レベ ル とい うのは ふ つ う
,全 国 → 都 道府 県→ 区市 町 村 とい う地 域 単 位 を い うこ

とが 多 い 。 この よ うな 目的 で利用 で きる数 値 情報 と しては ,ま ず,官 公 庁 の統 計資 料 が あ

る。 そ の中 で も,指 定 統 計(セ ンサ ス とい わ れ る)の デ ー タが基 本 とな る 。指 定 統 計 の代

表 的 な もの と しては,国 勢 調査,事 業 所統 計調 査 ,商 業 統 計調 査,工 業 統 計 調 査 が あげ ら

れ る。 これ らは いず れ も印刷 物 と して 公表 され てい るほか ,そ の 内容 を そ っ く り収 録 した

磁 気 テ ー プで購 入 ・利用 が 可 能 で あ る。 た だ し,そ れ ぞれ の 指 定 統 計 ご とに 独立 してい る

の で国 勢調 査 と事 業所 統 計 調 査 が い っ し ょに な った よ うな もの は な い 。

そ の点,民 間 の もの は こ う した統 計 資 料 を網 羅的 に編 集 して い る 。 代表 的 な もの と して

は,朝 日新 聞 社 の 「民 力」 ,東 洋 経 済 新 報 社 の 「地 域経 済総 覧 」,日 本 経 済 新 聞 社 の 「N

EEDS」 が あ る 。 いずれ もオ ンライ ンサ ー ビスな い しは フ ロ ッ ピー に よ る デ ー ターサ ー

ビス(検 索 等 ソフ トが 必要)が され て い る。

今 の と ころ,マ ー ケテ ィング用 の デ ー タ ベ ース と して もっ と も整 備 され て い る のは ,こ

の マ ク.ロ レベ ルの 数値 情 報 で あ る。 最 近 は ,こ の数 値 情報 に地 図情 報 が付 加 され は じめ て

いて,ビ ジ ュ アル な形 で数 値情 報 を 見 る こ とが で き る よ うに な って い る。

一 方
,ミ ク ロな レベ ルす なわ ちあ る都 市 の 中 を細分 化 した小 地 域 単 位 の 数 値 情 報 は,ま

す ます そ の必 要 性 が 高 ま って い るに もかか わ らず ,マ クロ レベ ル ほ ど整 備 され て い な い。

も っ と もポ ピ ュ ラーな もの は,先 に あげ た指 定統 計 の デー タが メ ッシ ュ地 域 単位 ご とに 集

計 され た もの であ る。 これ は,磁 気 テ ー プで購 入 で きる し,必 要 な地 域 範 囲 のみ のハ ー ド

コ ピー のサ ー ビス も され て い る。 た だ,あ くまで もメ ッシ ュ地 域(サ イ ズ は500mな い し
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は1k"n)単 位 なの で,現 実 の地 理 感 覚 とど うして も ピ ッタ リ しな い場 合 が あ る し,収 録 さ

れ てい る指 標 も指定 統 計 で調 査 され た もの に 限 られ てい る。

これに対 して,民 間 の もの で は町 丁 字 を 単位 と した 数 値 情報 と地 図 情 報 が リンク した㈱

日本統 計 セ ンタ ーの 「NSCエ リア ダイナ ミ ック システ ム(ADS)」 が あ る。 これ は,

指 標 が横 断的 に網 羅 され て いて,し か も町 丁字 とい う慢 じみ やす い地 域 単位 が 採 用 され て

い る。 マ ップ で ビジ ュア ルな 形 で 見 る ことが で きる うえ,マ ー ケテ ィングに必 要 な デ ー タ

処 理 がほ とん ど可能 な ソフ トウ ェア が会 話型 で組 み 込 まれ てい る。 今 の と ころ,首 都 圏40

km圏 域を カバ ー して お り,近 々,CD-ROMで 提 供 され る予定 であ る。 このほ か で は,

国 土地 理院 の地形 図 を地 理 情 報 と して持 って い て,こ れ に先 程 の メ ッシ ュデ ー タを リン ク

さぜ た㈱ 日本総 合技 術 研 究所(JITS)の 「AIM」 が あ る。

(2)競 合 動 向

市 場 規 模 を 把 握 す れ ば,新 しい 商 品 ・製 品 の需 要 が どれ くらい期 待 で きるか が わ か る

が,次 に競 合 の動 向を 把握 す る必 要 が あ る。

ます,競 合 す る商 品 ・製 品 が す で に 存在 す るか に つ い ては,記 事情 報 を丹念 に調 べ る以

外 にな い。 記事 情 報 は 大 き く新 聞 と雑誌 に分 け られ るが,前 者 の 代表 的 な デー タ ベ ー ス と

しては 日本 経 済新 聞 社 の 「NEEDS」,同 「テ レコ ム ニ ュー ス」,朝 日新 聞社 の 「AS

K」,日 刊 工 業新 聞 社 の 「NK-MEDIA」 な どが あ る 。後 者 で は,中 小 企業 事 業 団 の

「SMIRS」,平 和 情 報 セ ンタ ーの 「TECHNOSERCH」 な どが あ る 。

競合す る商 品 ・製 品 を 製 造 ・販 売 して い るい わ ゆ る競 合企 業 の動 向 に関 す る情 報 は,上

記 の記 事情 報 デ ータベ ー スか ら も検 索 が 可能 で あ るが,専 門 の デ ー タベ ー ス と しては 帝 国

デ ー タバ ン クや東 京 商 工 リサ ーチ の いわ ゆ る企 業 信 用情 報 が あ る(3.2.2を 参照)。

また,競 合 す る商 品 ・製 品 の売 上 動 向 に 関す る情 報 は 本 来,そ の業 界 の団 体(○ ○ 工 業

会 等)が も っと も詳 しいが,オ ンライ ンで利 用 で きるデ ー タベ ー ス シス テ ムに は な って い

ない 。 こ こで も,日 本 経 済新 聞 社 の 「NEEDS」 が 利 用 で き る。

ところで,こ う した 競合 の動 向 に 関す る非 数 値 情 報 す な わ ち 記事 情 報 に関 して は,そ の

性 格 か らマ ク ロ と ミク ロ とい うよ うな区 分 は ます不 可 能 であ る。 また,売 上 等 の 数 値情 報

は本 来,マ ク ロ と ミク ロに 区分 され て あ る こ とが 望 ま しいが,せ いぜ い マ ク ロ レベ ル の そ

れ も都道 府 県 単位 が で しかわ か らな い ケ ー スが ほ とん どであ る。 区市 町 村 単位 まで 下 りて

とい うこ とに な る と,先 に あげ た 商 業統 計 調 査 や工 業 統 計 調 査 ぐらい しか な い。 だ が,こ

れ らの統 計 資料 に おけ る商 品 ・製 品 の 区分 は 民 間 で利 用 しよ うとす る と うま くそ ぐわ な い

面 が あ り,し か も公 表 され る までに か な りの時 間 が経 過 して い るため,ホ ッ トな情 報 とは
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い い が たい 。

(3)消 費 者 動 向

市場 と競 合 の次 は,実 際 に 新 しい商 品 ・製 品 を 購 入 して くれ る消 費 者 の 動 向 に 関す る情

報 が 必要 で あ る 。 と りわ け,消 費者 の購 買行 動 に 関す る情報 が重 要 であ る。

が,今 の と ころ,こ う した情 報 が 数 値情 報 と して かつ全 国規 模 で各 地 域 単 位 ご とに デ ー

タベ ー ス化 され た もの は 皆 無 に近 い。 これ には 理 由が あ って,こ うした デ ー タベ ー スを 作

るた め には大 が か りな実態 調 査 が必 要 であ るが,そ の コス トが膨 大 であ るか らで あ る。 唯

一
,全 国規 模 で把握 され て い る例 と して,国(総 務 庁)が 行 って い る 「家 計調 査 」 が あ る

が,こ れ も地 域 単 位 と して は北 海 道 ～ 東北 とい った大 きな ブ ロ ックであ り,区 市 町 村 別 に

は政 令指 定都 市 と県 庁所 在 都 市 しか わ か らない 。 しか も,こ の調 査 は 家 計収 支 に関 す る も

の で,購 買行 動 特 性 は調 査 して いな い 。

民 間 にお い て も同 様 で,日 本 経 済新 聞 社 の 「NEEDS」,日 本 情 報 サ ー ビス の 「市 場

情 報 シ リー ズD・B」,社 会 調 査 研 究 所 の 「SCI全 国 消費 者 世 帯 パ ネル調 査 」 な どの

デ ー タベ ース があ る もの の,い す れ も限 られ た サ ンプ ル,限 られ た 地 域 の デ ー タ で あ り,

網 羅的 では な い。

3.2.3.3補 助 手 段

マ ー ケテ ィング情 報 の デ ー タ ベ ー スを取 り扱 う際 に必要 な補 助 手 段 は ,そ れ ほ どな い 。

数 値 情 報 の取 り扱 い に際 して の 「コー ド」 の問 題 ぐ らい で あ ろ う。

コー ドつ ま りな ん らか の 分 類Noは ,い く種 類か 知 って お く必 要 が あ る。 まず,地 域 範

囲 と地 域 単位 を表 わす コー ドが あ る。 これ は一 般的 に,5ケ タ で表 わ され るJISコ ー ド

が使 わ れ て い る。 は じめ の2ヶ タが 都 道府 県 を表 わ して いて,Ol:北 海 道 か ら47:沖 縄 ま

で。 う しろ の3ケ タが 区市 町 村 を 表 わ してい て,政 令 指定 都 市 の区 部(東 京23区 を 含 む)

が100番 台,一 般都 市 が200番 台,町 と村が300番 台 以降 とな って い る。 な お,町 丁 字 に

関 しては 今 の と ころ,統 一 的 な コー ド体系 は な い。

も うひ とつ,同 じよ うに地 域 を 表 わす コー ドと して メ ッシ ュ地 域 に 関す る もの が あ る。

これ は,緯 度 経 度 に よって 区 分 され て い る。 当初 は い くつ か の メ ッシ ュの 区分 方 法 が共 存

して い た が,現 在 で は 緯 度 経 度 に よる もの が 「標 準 メ ッシ ュ コー ド」 と して 使 わ れ て い

る。 具体 的 に は,(図3.2.3-2)の とお りであ る。
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(図3、2.3-2)標 準 メ ツ シ ユ コ ー ド
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次 に,産 業 分 類 コ ー ドが あ る 。 これ も,日 本 標 準 産業 分 類 と して定 め られ て い る もの

で,前 掲 の事 業所 統 計 調 査,商 業統 計 調査,工 業 統 計 調査 に共 通 で使用 され て い る。 英 字

1文 字 が大 分 類,そ の 次 の2ケ タの数 字が 中分 類 ,次 の1ケ タが 小 分 類,次 の1ケ タが 細

分 類 と な っ て い る 。G5561:野 菜小 売 業 の 場 合,Gは 小売 業,55は 飲 食 料 品 小 売 業 ,6は

野 菜 お よび 果 実 小 売業,1は そ の うち野 菜 小売 業一一 とい うよ うに な って い る。

3.2.3.4効 率 的 な利 用 法

マ ー ケ テ ィン グ に 関 す る 情 報 は 前 述 の とお り
,体 系的 な デ ー タベ ー ス とは な ってい な

い。 した が っ て ,マ ー ケテ ィ ング リサ ー チ ヤー の情 報 統合 能 力が 大 き くモ ノを い うこ とは

前 述 した。 つ ま り,ど うい う情 報 が ど こに どの よ うな形 態 であ るの か とい う知 識 量 と ,そ

れ を いか に して 目的 に 沿 って 加工 ・編 集 す るか とい う創 造 的 な判 断 力 に大 き く左 右 され る

とい って よい 。 こ とに,情 報 の所 在 と形態 に関 す る知 識 が 乏 しい と ,本 当は 欲 しい情 報 が

存 在 して い る に もか か わ ら ず,た ま た まそ れ を知 らなか った ため に 「デ ー タは存 在 しな

い」 とい う結 論 に な る こ とが 多 い 。 また ,本 当 に欲 しい情 報 が 存 在 してい な くて も,そ れ

に類 似 す る情 報 を探 し出 して 推 計 す る こ とが で きるだ け の創 造 性 が 不 可 欠 で あ る。

効 率的 な利 用 をす るた め に は,こ の よ うな 知識 と創造 力が 必 要 で あ るが ,こ れ は 長 年 の

経験 の積 み 重 ね に よ って 生 まれ て くる とい うのが一 面 の真 理 で もあ る。 マ ー ケテ ィン グに

決 め られ た シナ リオ が な い 以上,自 分 で シナ リオを 書か な くて は い け な い。 シナ リオ とい

うものは そ う簡 単 に 書け る もので は な い の で あ って ,少 な くと も何 回か の書 き直 しをす る

こ とに よ って よ うや くで きあ が って い くもの であ る。

ここで い うシナ リオ とは,い わ ゆ る仮 説 で あ る。 キ チ ン と した 仮 説 を 組 み立 て て ,そ の

ため に どの よ うな 情 報 が必 要 で あ るか を チ ェ ック,そ の情 報 が どこに どの よ うに あ るのか

を リサ ー チ しなけ れ ぽ な らな い 。 こ こに お け る"効 率的 な利用 法"と は ,ど こに ど うい う

情 報 が あ るか とい うこ と とそ の情 報 内容 の 限界 を 知 ってお くこ とで あ ろ う。 これ に つ いて

は分 野 が きわ め て 多 岐 にわ た る の で列 挙 しな いが,情 報 の所 在 に関 す る情 報 源 デ ータ ベ ー

ス と しては 日本 能 率 協 会 総 合 研 究 所 の 「MDBマ ー ケ ッ トサ ー チ」(平 和情 報 セ ンタ ーの

HINETで オ ン ライ ンサ ー ビス)が あ る。 また ,地 域 情 報 に 限 る と教 育社 の 「アル マ

ナ ツ ク」 が あ る。

今 の と こ ろ,こ う した 情 報 源 デ ー タ ベ ー ス に よって おお まか な 領域 の見 当を つ け て か

ら,そ れ ぞ れ の 情報 に ひ とつ ずつ あた って,そ れ が ど うい う利 用 が で きるか の チ ェ ック リ

ス トを作 り上 げ て い くのが ,も っと も効 率的 な 利用 法 であ ろ う。
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3.2.3.5必 要知 識

デ ー タベ ー ス の 検 索 に 関 わ る 必 要 知 識 は,マ ー ケテ ィン グの場 合 それ ほ ど必 要 な い と
ノ

い って よい 。一般 的 な検 索方 法 さえ理 解 で きれ ば,ぶ っつ け 本 番 で もな ん とか な る要 素が

あ る。

こ こで必 要 な知 識 は,マ ー ケテ ィン グそ の もの に関 わ る知 識 であ り,具 体的 に は 数 値情

報 の取 り扱 い方 とそ の結 果 を 評 価 す る方 法 て あ る。 数 値情 報 の数 値 に は 、定 量 デ ー タ(人

口 な どの量 を表 わ す もの)と 定 性 チ ー タ(職 業 分 類 な どの 質 を表 わ す もの)と が あ るが,

前 者 は多 くの場 合,時 系 列 デ ー タ と して 表 わ され る。(表3.2.3-1)の よ うな形 であ

る 。

(表3.2.3-1)時 系 列 デ ー タ の 例

指標

都道府県名

人 口 世 帯 数

55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 一 ノ
北海道
青森

沖縄

これ に対 して,あ る時 点 のみ の 定 量 チ

ー タを取 り扱 うもの もあ る。

(表3.2.3-2)の よ うな表 は,い わ ゆ

る過 去 の推 移 を 見 るため の もの で あ り,

これ を基 に して将 来予 測 を 行 うこ とが 多

い 。(表3.2.3-2)の 方 は 指 標 間 の 関 わ

りを見 るた め の もので あ り,こ れ を 基 に

して回 帰分 析 を行 うこ とが 多 い。 これ を

逆 に作 って しま うと,目 的 は達 成 で きな

い 。必 要 知識 と しては,こ うい う基礎 的

な ところか らは じま る。

(表3.2.3-2)単 時 点 の デ ー タ

指標 人 世 事

帯 業

数 所 ～
都道府県名 口 数

北 海 道

青 森

沖 縄
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次 に,そ の数 値 情 報 の定 義 を しっか り知 る こ とが 必 要 で あ る。 も っ と もわ か りや つ い 例

をあ げ る と,「 人 口」 とい う数 値 情報 は 実 は2種 類 あ る。 ひ とつ は 住民 基 本 台 帳 に 基 づ く

人 口,も うひ とつ は 国勢 調 査 に よ って把 握 され た 人 口で あ る。 この2つ の 「人 口」 は 数値

が全 く異 な る。具 体 的 な 例 をあ げ る と,次 の よ うに な る。

前者 が60年3月31日 現 在,後 者 が 同

10月1月 現在 とい う調 査 時 点 の 違 いは

あ る もの の,調 査 方 法 つ ま り定 義 が異

な る ため の差 異 で あ る。 した が って,

人 口に 関す る時 系 列 デ ー タを 作 る際 に

この2つ の デ ー タを 混 在 させ る と大 きな間 違 い を 犯す こ とに な る。 た とえば ,さ きに あ げ

た東 京 都 の人 口を55年 か ら60年 ま での6時 点 につ い て両者 の デ ー タに よ って示 す と ,次 の

よ うに な る。

仮 に,55年 の み国 勢 調査 に よる人 口を

使 い56年 以 降 は 住 民 基本 台 帳 に 基 づ く人

口を 使 うとす る と,東 京 都 の人 口は55年

か ら56年 にか け て,258,175人:2.22%

も減 少 した こ とに な る。 この よ うに,情

報 の 定 義 を知 ら ない と とん で もな い ミス

が 発 生 す る。

先 に あげ た(表3.2.3-2)の よ うな チ ータ を使 って,

2つ の 指標 の関連 つ ま り相 関 度 合 を 見 る際 に 注意す べ き

ことは,異 常値 の取 り扱 い で あ る。 仮 に,10人 の子 供 の

身 長 と体 重 の 関 係 を 見 る時,次 の よ うな デ ータが あ った

とす る 。 ここで,1君 は 背 は 高 いがか な りやせ てい て,

J君 は逆 に 背は 低 いが か な り体 重 が あ る。 この2人 は,

A～Hま で の8人 とは 相 当 傾 向が 異 な る。 ちな み に,平

均 値 と相 関関 係 数 を1～J君 を除 いた8人 だけ の場 合 と

10人 全体 の場 合 とで 別 々に 計 算 してみ る と次 の よ うに な

る。

平均 値 は身 長 と体 重 それ

ぞ れ 別個 に求 め るの で,1

君 とJ君 を加 え て もそれ ほ

一95一

住民基本 台帳 に 国勢調査 に
基 づ く人 口 よ る人 口

東京都 11,573,719人 11,829,363人

23区 8,194,973 8,354,615

千代田区 56,735 50,493

中 央 区 88,396 79,973

住民基本台帳 に 国勢調査に
年次 基 づ く人 口 よる人 口

55年 11,357,337人 11,618,287
56年 11,360,112 一

57年 11,384,152 一

58年 11,438,368 一

59年 11,503,544 一

60年 11,573,719 11,829,363

身 長 体 重

(cm) (kg)

A君 140 45

B 138 42

C 140 43
D 135 39
E 134 38
F 147 49
G 150 52

H 144 47

1 155 30

J 135 80

平均値 相 関

系 数身 長 体 重

A～H君 まで の8人 のみ で 141.Oc沈 44.4んg 0,991

A～J君 まで の10人 で 141.8 46.5 一 〇.28



ど変化 は な い が,身 長 と体重 の関 係 を見 る相 関 係 数は全 く異 な って し ま う。 数 値 情 報 と り

わ け地 域 デ ータ を取 り扱 う際 に は,こ の よ うな 異常 値 が よ く出て くる の で ,十 分 な 注意 が

必要 であ る。

ここま で,数 値 情 報 の取 り扱 い方 につ いて 述 べ て来 た が ,結 果 の 評 価 に つ い て も同様 の

「カ ンど こ ろ」 があ る。た だ し,結 果 は あ る仮 説 が立 証 で きるか ど うか を評 価 す る もの な

の で,そ の仮 説 つ ま り様 々な情 報 の統 合 が うま くな され な い と結 果 は 出 て来 な い。 そ のた

め に は,あ る仮説 を立証 す るため には どの よ うな情 報 を どの よ うな 手 法(回 帰 分 析 とか 因

子 分析 な ど)に よって処 理 す るか とい うス トー リーの組 み立 てが も っ と も大 切 であ る。

3.2.3.6そ の他,参 考 文 献

地域 情 報 の指標 の種 類,定 義,資 料 出所,問 い 合わ せ 先 等 につ い て は,次 の 書籍 にか な

り詳 しく紹 介 され てい る。

・ 「'86民 力」 朝 日新 聞 社(資 料 の解 説:186～218ペ ー ジ
,参 考 資 料 の解 説:252～257

ペ ー ジお よび264～271ペ ー ジ)凪:545-0131

・ 「地 域 経 済総 覧1987」 東 洋経 済新 報 社(使 用 デ ー タの 解説:604～617ペ ー ジ)

↑EL:246-5544

ただ し,こ れ らは 前述 の よ うに 区市 町 村 を最 小地 域 単 位 と して い るの で,こ れ よ り細か

い小地 域 単 位 の情 報 に つ いて は,次 の と ころへ 問 い 合わ せ た方 が よい 。

〔メ ッシ ュ地 域 単位 の 情報 〕

・日本 統 計 協 会(国 勢調 査 お よび 事 業所 統 計 調 査)皿:202-1589

・通 商 産 業 調 査会 経 済統 計情 報 セ ン ター(商 業 統 計調 査 お よび工 業統 計 調査)

皿:535-5348〔 メ ッシ ュ地 域 単位 の情 報 シ ステ ム〕

・JIST日 本総 合 技 術研 究 所(AIM:AreaInformationMappingSystem)

↑EL:262-8955

〔町 丁字 単位 の情報 シ ステ ム〕

・NSC日 本 統計 セ ン ター(ADS:AreaDynamicSystem)reL:553-9551

また,都 道 府 県 区市 町 村 の コー ドい わ ゆ るJISコ ー ドの 内容 に つ い て は,次 の書籍 を

見 る とわ か る。

・ 「全 国 地方 公共 団 体 コー ド昭 和60年 度版 」(自 治 省編/第 一 法 規 発 行)TEL:404-225

1な お,マ ー ケテ ィ ン グに 関 わ りの あ る情 報 の デ ータ ベ ー スの所 在 等 に つ い ては,「 昭

和60年 度 デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 」(通 商 産 業 省/日 本情 報 処理 開 発 協 会 発 行:432-938

4)の3分 冊 目 「索 引 集」 を参 考 に す る と よい 。

一96一



3.3そ の 他 一 般

3.3.1新 聞 情 報 の検 索

今 日では 情 報 を収 集 す るた め の様 々な 手段 が提 供 され る よ うに な て きて い るが ,そ れ で

も新 聞 が 果 た して い る役割 は非 常 に 大 きい。 ビジ ネ スに限 ってみ て も ,そ の 利用 法 は 多 岐

に及 ん でい る。 新 聞 情報 は,一 般政 治 ・経 済 ,社 会 情勢 な どの マ ク ロ的 情 報 源 とな る と と

もに,会 社 名 を キ ー ワー ドと して検 索 す る こ とに よる業 界 ・企 業動 向 調査 ,人 名 を キ ー

ワー ドとす るVIPの 人 物 動 向 調査 ,新 技 術 ・新 製 品開発 動 向 調査 な どに おけ る ミク ロ的

情 報 源 と もな って い る。

以下,い くつ か の代表 的 な新 聞情 報 を提 供 して い るデ ータ ベ ー ス につ いて 説 明す る。

(1)新 聞 記 事情 報 配信 シス テ ム(JACS)

これ ば時 事通 信 社 が提 供 して い る記 事 デ ー タベ ー ス であ り,各 新 聞社 に記 事 を提 供す る

こ とを 目的 と して い る。一 次情 報 は 自社取 材情 報 ,海 外派遣 員 か らの情 報,外 国 通 信社 か

らの情 報 等 で あ り,JETSと 呼 ば れ る編 集 シス テ ムを経 て送 られ て きた 一般 ニ ユrス
,

数値 デ ー タ,人 事,野 球,そ の他 ス ポ ー ツ記 録 等 の記 事情報 を蓄 積 して ,加 入 社 ご との記

事 体 裁 に 編 集処 理 し配信 す る他,ニ ー ズに応 じて加 入社 か らの検 索 を 可能 と して い る。

(2}一 般 紙 の記 事 情 報 デ ー タベ ー ス

各種 の一 般 紙 につ いて,過 去 掲 載 され た 記 事 の デ ー タベ ース を提 供 して い るが ,以 下 に

い くつ か の例 につ いて ,述 べ る こ と とす る。

日経 新 聞 社 は,NEED-IRと 日経 テ レコ ム ニ ュー スを提 供 して い る。NEED-IRは 各

産 業 ・企 業 の動 向 や 市場 動 向等 幅 広 く収 録 した 「NIKKEIフ ァイル」 ,世 界 中 の有 力 紙65

紙 誌 に掲 載'さ れ た エ ネル ギ ー関 連 記 事 を 日本 語 で要 約 した 「IEEフ ァイ ル」 ,経 済 ・産

業 記事 の 中か ら表 題 ・著 者 名 ・雑 誌 名 等 を 抽 出 した 「JOINTフ ァイ ル」 の3つ の フ ァイ

ル か ら構 成 され てお り,最 もポ ピ ュラ ーに利 用 され てい るデ ー タ ベ ー スの 一 つ で あ る。 一

方,日 経 テ レコ ム ニ ュ ースは,記 事本 文全 文 の検 索 が で き る こ とが 特 徴 で あ り,検 索 方 法

は メニ ュ ー選 択 方 式 で あ る ことか ら高 度 な コ マ ン ドを 覚え る必 要 が な い 。 さ らに ,「 業 界

近 況」 「日経 新 聞 速 報 」 「ニ ュ ース フ ラ ッシ ュ」 な どの メニ ュ ー も準 備 され て お り,分 野

ご との速 報 記 事 呼 び 出 しが 可 能 で あ るた め ,一 般 的 な利用 者 で も よ り簡便 に利 用 で き る。

朝 日新 聞 社 も全 文 記 事 情 報 を 蓄 積 した デ ー タベ ー ス 「ASK」 を提 供 して お り,こ れ
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は,タ イ トル や本 分 か ら切 り出 した キ ー ワー ドと分 類 コー ドとの組 み 合 わせ に よ り検 索 が

可 能 であ る。

特定 の 内容 に絞 って新 聞 記 事 を 蓄積 してい る デ ー タベ ー ス と しては,日 刊 工 業 新 聞 社 が

提 供 して い る 「NK-MEDIA」 や 平 和情 報 セ ン タの 「TECHNOSERCH」 等 が あ る。 両

者 ともエ レク トロ ニクス,コ ン ピュー タ,バ イ オ テ ク ノ ロジー 等の最 先 端 技 術 を 中 心 に 収

録 してお り,研 究 開 発 部 門 で の情 報 収 集 に利 用 され て い る。

3.3.2辞 書 類 の 検索

パ ソ コ ン の普 及 と相{　 っ て ,安 価 に 多 量 の情 報 を 記録 で きるCD-ROM(コ ンパ ク

ト ・デ ィス クー リー ド ・オ ン リ ・メモ リ)の 登 場 に よ り,各 種 の辞 書類 が デ ー タベ ー ス と

して提供 され る よ うに な って きた 。

一 つの 例 で あ るCD電 話帳 は ,別 名 「CDタ ウ ンペ ー ジ」 と呼 ばれ,NTTに よ り試 作

され た もの で あ り,東 京 の タ ウ ンペ ー ジ(職 業 別 電 話 帳)「 ビジネス東 京23」 及 び ・「リビ

ン グ東京23」 延 べ約4,000ペ ー ジに掲 載 され て い る約110万 件 に のぼ る掲 載 名 ・電 話 番 号

な どを1枚 めCD-ROMに 収 録 してい る。 パ ソコ ンの 簡単 な操 作 で調 べ た い電 話 番 号 な

どが ス ピー デ ィに デ ィス プ レイに表 示 され る こ とか ら,従 来 の電 話帳 で は 考 え られ なか っ

た 各種 の使 い方 が 可能 で あ り,ビ ジネ ス の多 様 化 に役 立 つ もの と期 待 され る。

外 国語 の辞 書 につ い て は,1つ の デ ー タ ベ ー ス に数 力国 の言 語 を収 録 した もの が て きて

お り,効 率的 な検 索 が 可能 で あ る上,類 義 語 ・反 意 語 や 語 源 の照 会 な どが 素 早 くで きた り

例 文 を示 す よ うな 工 夫 も考 え られ て お り,辞 書 の新 しい使 い方 が 模索 され る よ うに な ろ

う。

この他,百 科 辞 典,地 図 等 の デ ー タベ ー スが 販 売 され て お り,さ らに 多種 多 様 な ものが

市 場 にで まわ る よ うに な る と思 わ れ る。

これ らは,日 常 生 活 に密 着 した情 報 を提 供 す る もの で あ り,多 くの人 々に 利 用 され る こ

とに よって,今 までや や もす る と低 調 だ った ビ ジネ ス ・ユ ース外 で の デ ー タ ベ ー ス活 用 に

弾 みをつ け る き っか け とな る こ と も期 待 で き る。

3.3.3書 籍 関 連 情報 の 検 索

毎 日多 くの書 籍 ・雑 誌 等 が 出版 され て い る中 で,こ れ らを デ ー タベ ー スを 利 用 して管 理

してお くこ とは,必 要 不 可 欠 にな って きて い る 。

まず,書 店 で は お 客 様 が 要 望 して い る本 を極 力早 く見 つ け 出 し入 荷す る ため に,流 通
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ネ ッ トワー クを発 展 させ る とと もに,デ ー タベ ー ス の充実 を図 って い る と ころ で あ る。 ま

た,図 書 館 で も書 籍 の管 理 を 効 率的 に行 な う上 で,デ ータ ベ ース の 活用 が 積 極 的 に進 め ら

れ て い る。

こ こ では,書 店,図 書 館 そ れ ぞれ に おけ るデ ー タベ ースを 例 と して解 説 す る。

(1)東 販PICS

これ は,書 籍 関 連 の流通VANに 結 合 して い る デ ー タベ ース で あ り,お 客 様 の 希 望 す る

書 籍 類 を 素早 く探 し出 して 発 注す る機 能 を有 してい る。お 客様 は必 ず しも正 確 な 書 名 を 覚

え て い る訳 では な い こ とか ら,著 者 名,出 版 社 名,本 の主題 等 か らで も検 索 で き る よ うに

な って い る。 また,VANか ら情 報 を取 得 す る こ とに よ り,ベ ス トセ ラ ーや近 刊 ・新刊 に

関す る情 報 も提 供 す る こ とが で き,書 店 の営 業 活動 を支 援 して い る。

東 販PICSと 同 様 な機 能 を有 す る デ ー タベ ース と して,日 販NIPSが あ る。

(2)JAPANMARC

MARCと はMachineReadableCataloging(機 械可読 目録)の 略 語 で あ り,米 国 議

会 図 書 館 に お い て 書 誌 情 報 を機 械 で 読 み 込 む た め に行 な わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト名 で もあ

る 。JAPANMARCは,国 立 国 会図 書 館 の和 図書 デ ータベ ー スか ら作 り出 され ,国 内 で

刊 行 され た す べ て の 出版 物 に 関 す る情 報 が 蓄積 され てお り,毎 週 磁 気 テ ー プ で提 供 され て

い る。

また,こ の磁 気 テ ー プを 磁 気 デ ィス クに格 納 して オ ンラ イ ンで 検索 で き る シス テ ムが 民

間 の 研 究 所 で 実 験 的 に構 築 され て お り,社 内並 び に専門 図 書 館 に サ ー ビスを 提 供 して い

る。・

この デー タ ベ ー スは,書 名 ・著 者 名 ・主 題 等 で検 索 す る こ とが で きるが ,主 題 は分 類 と

統 制 され た語 か ら成 る件 名 で示 され て お り,一 般件 名 と個人 件 名 合 わ せ て 約2万 語 が 登録

され て し・る。 一 般 的 には まず探 した い 内容 を示 す フ リーキ ー ワー ドに よ り書 名 で 検索 を行

な い,候 補 を 複 数 抽 出 した後,主 題 を用 いて 包括 的 な検索 を試 み て両 者 の 論理 和 を とる の

が 効 率 的 で あ る。 世 界 的 の 図 書 館 用 デ ー タベ ー ス と しては,ISDS(International

SerialsDataSystem:国 際逐 次刊 行 物 デ ー タ シス テ ム)と 呼 ば れ るユ ネ ス コが 中 心 と

な って構 築 して い るデ ー タ ベ ース や,米 国 ・カ ナ ダ の共 同作 成 に よる逐 次刊 行 物 の デ ー タ

ベ ー スで あ るCONSER(ConversionofSerials)な どが あ る。
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3;3.4気 象情 報 の 取 得

気 象情報 は,い わ ゆ る 天気 予 報 と して広 く利 用 され てい る もの の,デ ー タベ ー ス と して

は 普 及 して い る と言 え る状 況 で は な く,現 状 で は一 般 的 な ユ ーザ ーに提 供 され る こ とは あ

ま りない 。 しか しな が ら,航 路 ・航 空 路 とい った 交通 機 関 に と ど ま らず,農 業 ・漁 業 な ど

天 候 に 大 き く左 右 され る 職 業 に 従 事 す る人 々か らの ニ ー ズは 高 く,最 近 では 食 品 産 業 ・

フ ァ ッシ ョン産 業 等 も天候 には 多大 な興 味 を 寄 せ て い る こ とか ら ,今 後 気 象 デ ー タベ ース

が 充 実 し,情 報 が手 軽 に入 手 で きる よ うに な る もの と予 想 され る。

以 下 に,代 表 的 な気 象情 報 デ ータ ベ ー ス シ ステ ムにつ い て 述 べ る。

(1)AMeDAS

気 象情報 は,気 象庁 管轄 下 の官署 に おけ る専 門 家 に よる地 上 付近 の気 象観 測や,気 象観

測 船 や 民 間 の 商 船 ・漁 船 か ら の洋 上 で の 観 測,飛 行場 での 観 測等 に よ り収 集 され てい る

が,地 域 気 象 観 測 デ ー タ通 信 シ ステ ム(AMeDAS:AutomatedMeteorologicalData

AcquisitionSystem)か ら も多 量 の情 報 が 収 集 され る。 こ の シ ステ ム では,全 国 各 地 に

あ る約1,400箇 所 の 観 測 所 に 気 象 ロボ ッ トが 設 置 され て お り,降 水 量 ・風 向 ・風 速 ・気

温 ・日照 時 間 及 び積 雪 量 を 自動 的 に 計 測 し,こ れ らの気 象情 報 を 電話 回 線 を通 して 定 期 的

に セ ンタ ーの デ 「タベ ース に蓄 積 して い る。

観 測 デ ー タ中,基 準値 を越 え る もの が あれ ば 自動 的 に チ ェ ッ ク し警 報 発 出 の支 援 を した

り,定 時 観 測 に お いて 情 報 が取 得 で きなか った場 合 に セ ンタ側 か ら観 測 所 を 指定 して観 測

す る機 能 等 も有 して い る。AMeDASは,気 象 庁 にお け る全 国 気 象 資料 自動提 供 シス テ ム

(ADESS),日 本 気 象 協会 にお け る気 象情 報 提 供 シス テ ム(MICOS),NHKの

ア メダス シス テ ム,防 衛 庁 に おけ る統 合 気 象通 信 用 電 算機 シス テ ム(JOECOM)に 接

続 され て お り.,収 集 した 情 報 を提 供 して い るが,こ れ らの シス テ ム以外 には 情 報 を公 開 し

て お らず,一 般 的 には ここか ら直 接 情 報 を検 索 す る こ とは で きない 。

(2)MICOS

全 気象情 報 が 集 中 して い る気 象庁 自身 も,法 律 で定 め られ たNTT,建 設 省,海 上保 安

庁,防 災担 当 の公 共 団体 に警 報事 項 を伝 達 す るほ か,報 道機 関 の協 力 を 得 て天 気予 報,注

意(警)報 を一 般 に周知 してい るのみ で あ り,原 則 と して、 特定 の民 間 団体 や 企 業 ・個 人

に対 しての 特定 の ニー ズに合 わ せ て加 工 した情 報 の提 供 サ ー ビス は行 な って いな い こ とか

ら,デ ー タベ ー ス を提供 して い る とは言 い難 い状 況 で あ る。
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気 象 庁 を 補佐 す る形 で,個 々の 要 求 に 応 じて気 象情 報 を提 供 して くれ る シス テ ム と して

は,(財)日 本 気 象 協 会が 運 用 して い るMICOS(MeteorologicalInformationCompr

e-hensiveOnlineSystem)が あ る。 これ は,収 集 した情報 を 直 接 文字 デ ー タで提 供 す

る他,気 象衛 星 観 測 に よる雲 情 報 や,日 本 周 辺海 域 の 水温分 布 ・大 きな海 流 の境 ・潮 目な

どの画 像 情 報 も,パ ソ コンの デ ィス プ レイや フ ァ ッ クスを利 用 して提 供 して い る。 また ,

特 定 地 域 の気 象情 報 や,道 路 沿 い ・鉄 道 沿 線 沿 いの 詳 細な気 象情 報 な どを 通 知 す る サ ー ビ

ス もあ る。

原 則 的 に磁 気 テ ー プに よ って 情報 を提 供 してい るが,ユ ーザ ーの 希 望 に 合 わせ て フ ロ ッ

ピー デ ィス クに よ る こ と も可 能 で あ る。

3.3.5法 令 ・判 例 の 検 索

法 令 ・判 例 デ ー タベ ース は,そ の 性 格 か ら次 の よ うな条件 を課 せ られ て い る。

(1)全 文入 力方 式 で あ る こ と。 法 律 に関 す る各種 の文 書 は,非 常 に 厳 密 な解 釈 を 求

め ら る こ とが 多 く,単 純 な 省 略 や 抄 録 だ け では使 用 に 耐 え な い の が 普通 であ る。

デ ー タベ ー ス初期 構 築 時 の コス ト削減 を狙 い ,一 部 入 力 方式 の デ ー タベ ー スが 作成

され た こ と もあ るが,こ れ らは ほ とん ど失敗 して い る。

(ll)常 に 最新 の状 況 を把 握 して お くこ と。 法 律 は改 正 され る こ とが しば しば あ り,

これ を 最新 の状 況 に保 つ ことは 正 しい判 断 を下す 上 で必 須 であ る。 特 に判 例 につ い

て は,最 新 の判 決 例が なけ れ ば ま った く意 味 を失 って しま う。 効 率 的 に常 に最 新状

態 を保 て る よ うな運 用 を 行 う必 要 が あ る。

(田)歴 史的 変遷 の過 程 を 記録 して あ る こ と。判 決 は時 代 と と もに 変わ ってい くもの

で あ り,同 種 の法 律 問題 につ い て解 釈 が との よ うに変 って い ったか を見 る こ とは
,

現 時 点 で の法 律 を理 解 す る上 で 極 め て重 要 な意味 を 持 って い る。

(Aり 漢 字処 理 が 可能 で あ る こ と。上 記(1)で 述 べ た とお り法 律 は 制定 され た
.まま

の形 で 蓄積 され る必 要 が あ る こ とか ら,日 本 では 漢字 処 理 が で き る こ とが 前 提 とな

る。

また,法 令 ・判 例 デ ー タベ ース は,国 会 ・行政 機 関 ・裁 判所 ・公 共 団体 とい った 公 の機

関 が 情 報 源 にな って い る とい う,他 の デ ー タベ ー スに は ない特 徴 を有 して い る。 こ こか ら

も,ナ リジナ ル情 報 の 形式 や 内容 を厳 格 に保 持 す る必要 が あ り,デ ー タベ ー スへ の格 納 に
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都 合 の よい よ うな変 形 もで きな い こ とに な る。 ま た,情 報 源 が限 定 され て い る こ とか ら,

デ ー タベ ースを構 築 し よ う とす る者 が 自ら情 報 を創・出 し利 便性 を高 め よ う と努 力す る こ と

も,ま った くで きな い とい う制約 を 課せ られ て い るの で あ る。

この よ うな困 難 な条 件 の中 に あ る ため,法 律関 係 の デ ー タベ ー スは ビジネ ス関 係や 技 術

関 係 の デ ータ ベ ース に比 べ て一 般的 に遅 れ て い る。

さらに,国 際 的 に見 る と,一 般的 に我 が 国 の デ ー タベ ース は欧 米 各 国 に比 べ て 遅れ て い

る とい われ て い るが,そ の 中 で も特 に法 律 関 係 の デ ー タベ ース は遅 れ て い る と言 え よ う。

我 が 国 で法 律関 係 の デ ー タベ ー スが なか なか 充 実 しない 理 由 と しては,次 の よ うな もの が

考 え られ る。

(1)日 本 が制 定 され て い る法 を 重 ん じる成 文法 主 義 で あ るのに 対 し,英 国 ・米 国 等

では裁 判所 の判 決 を 重 ん じる判 例法 主 義 を採 って い る こ とか ら判 例 の 数量 が 多 く,

デ ー タベ ー スの 必 要 性 が よ り早 く認 識 され て い た。 また,日 本 では 比較 的 訴 訟 事 件

が少 な く,判 例 の 蓄 積 が少 な い こ と も影 響 して い る。

(n)米 国 は連 邦 制 で あ る こ とか ら各 州が 独 立 した法 体 系 を有 して お り,法 令 も複 雑

多岐 に お よん で い るの に比 べ,日 本 の法 体 系 は一 種 類 で あ り整 然 と整理 され て い る

の で法 律 審 等 で対 処 で き る範 囲 に収 ま って い る。

(m)法 律 に対 す る考 え方 には,欧 米 と 日本 で明 確 な相 違 が 存 在す る。 そ の差 は徐 々

に少 な くな りつ つ あ るが,日 本 では 依然 と して意 志 決定 に おけ る法 の重 要性 を さほ

ど意識 して お らす,シ ス テ ム化 して まで参 照 しや す く しよ うとの需 要 が顕 在 化 して

いな い。 また,こ の こ とか ら弁 護 士 の 数 も少 な く,デ ー タベ ー スを活 用 しよ う とす

る市場 が 小 さい こ と も原 因 とな ってい る。

以 下 に,我 が 国 で現在 サ ー ビス され い る デ ータ ベ ー スの 例 に つ いて 説 明す る。

(D総 務 庁 法令 検 索 シス テ ム

総 務庁 が 行政 官 庁 の 共 同 利用 シス テ ム と して 開発 した デ ー タベ ース であ り,総 務 庁 が一

元的 に開発 し運 営 して い る。 そ の デ ー タベ ー スは,キ ー ワー ドと して検 索 しよ うとつ る用

語 を指 定す る こ とに よ り収 録 法令 の全 条 文 中か ら当該 用 語 が 使 用 され て い る条文 を 検 索 で

きる 「該 当条 文 検索 シス テ ム」,準 用 ・適用 ・読 み 替 え ・引 用 等 に よ って 関 係付 け られ て

い る条 文 を検 索 す る 「関 係 条 文検 索 シス テ ム」,法 令 の制 定 か ら廃 止 あ る いは現 在 ま で の

経過 を検 索す る 「改廃 経 過 検 索 シス テ ム」,最 高 裁 判所 ・高等 裁 判 所 等 の判 例 が収 録 され

て い る 「判 例検 索 シス テ ム」 の4つ のサ ブ シス テ ムか らな って い る。
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改 廃経 過 検 索 シス テ ムで は,特 定 の 法令 と条文 を指定 す る こ とに よって,そ の 改 正 経 緯

に つ き,改 正年 月 日,改 正 法 令 名,改 正 種 別,改 正 条 名 を検 索 す る こ とが で きる。 また,

判 例 検 索 システ ムか ら得 られ る情報 は,事 件 名 ・事 件 番号 ・判 決 年 月 日 ・判 決部 署 ・判 決

結 果 ・当事 者 名 ・前 審 の 裁 判 所 名 ・判 例要 旨 ・反 対 意 見等 で あ る。

利 用 者 は各 省 庁 の職 員 の み であ り一 般 には 解放 され てい な い が,法 律 改 正 等 に おい て変

更 す べ き用 語 ・条文 の洗 い 出 しを行 な う場 合 や,法 令 を新 旧対 照 して改 廃歴 史 を 明確 に追

跡 す る場 合 な ど に威 力 を発 揮 してい る。

(2)LEX/DB

これ は㈱ テ イ ケ イ シイが 提 供 してい る法律 情報 デ ー タベ ー ス で あ り,税 法,民 法,商 法

の 判 例 を 収 録 して い る 。 将 来 的 に は 全 法 律分 野 を カバ ーす る 計画 を有 して い る模 様 で あ

り,企 業 経営 に おけ る法的 企業 防 衛 や,多 くの法 律家 をは じめ とす る職 業 専 門家 に よる 多

角的 利 用 をめ さ して い る。 判 例 の全 文 が収 録 され て い る他,一 部 に は 解説 も付 加 され て お

り,全 体 を対 象 と した キ ー ワー ド検 索 が 可能 であ る。検 索 は 日本 語 に よる選 択 方 式 を採 用

して お り,表 の 中 に漢 字 を 含 む キ ー ワー ドを埋 め 込 む形 式 で あ る こ とか ら,比 較 的 容 易 に

利用 す る ことが で きる。

(3)JUPITER

東 洋 情報 シ ステ ム が提供 して い る判 例 のみ を収 録 した デ ー タ ベ ー スで あ り,文 献 検 索 と

同 じよ うに,一 部 入 力方式 を 採 用 して い る。 キ ー ワー ドには 漢 字 が 利 用 で き,検 索 が 容 易

に な る よ うな工 夫 が な され て い る。 また,入 力源 を各 種判 例 集 で は な く速 報 性 を特 色 とす

る法 律 誌 に絞 って い る こ とか ら,法 律 実務 家 に とっ て よ り実 用 性 の あ る コ ンパ ク トな デ ー

タ ベ ー ス と な っ て い る。 取 得 で き る情 報 は,裁 判 所 名 ・事 件 番 号 ・裁 判 年 月 日等 であ る

が,こ の他,全 文 が収 録 され てい な い こ とか ら,掲 載 雑誌 等 の名 称 ・掲 載 号 ・掲 載 頁 ・該

当判 例 に対す る評論 掲 載 号 等 も含 まれ て い る点 が特 徴 であ る。

(4)ZEIHO

日本 税理 士 会 連 合 会 がNTTのDEMOSを 利用 して提供 して い る税 理 士 デ ー タバ ン クで

あ り,法 人税 法 ・相 続税 法 ・所 得 税 法 の体 系 に 属す る判 例 ・裁 決 例 ・通 達 及 び 税務 事 例 が

収 録 され て い る。 検 索方 法 と しては キ ー ワー ドに よる他,法 令 体 系 別 ・裁 判 所 審級 別 の情

報 区分 コー ド等 を 利用 して対 象 の絞 り込 みが で き るが,専 門家 が 利用 す る こ とを考 慮 し,

手 間 の かか る シ ソー ラスは 提 供 され て い な い。 従 って あ る程 度 以 上 の 税 の知 識 を 持 って い

な い と,本 デ ー タベ ー スの 検 索 は 困 難 で あ る。
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表3.3-1

新 聞 、 辞 書 、 タ ウ ン情 報 等 デ ー タ ベ ー ス

(1/3)

`1

利 用 目 的i情 報 の 所 在
「

i 補 助 手 段
.

効率的な使い方 必 要 な 知 識 そ の 他

1(関 連DB)
(実用的な使い方)

」

・新聞社での記事入手 ・新聞 記事情 報配信 システム

(JACS)
・㈱ 時事 通信社 提供

'

・ユーザである各社に自動的に配i・ 加入社ごとの記事体裁に編集処理 して
`

信ず る他 、ニ ーズに応 じた検索:出 力(伝 送)す る機 能があ り、 この 活

も可能 と してい るi用 により効率的 な紙 面作成が で きる

・端末装置の操作方法を知る必要があ

る

・信頼性 を重視 した システ ムとな
って

お り、 障害時の予備 切り替え の 自動

化、 システムの運転開始 ・.終了 の 自

動化、及びパケット交換網の利用等
・検索 は、記 事種別 を示す キ ーワ ・さらに、各社固 有の 文字 コー ド変換 、 を図 って いる
一 ドを用い て行 う 禁則処理等 も可能

・新聞記事等の入手 ・NEEDS-IR ・キ ーワー ドには次の よ うな もの ・条件検索機能を活用すること
.

・検索する情報に関連した情報を多く

・企業経営の 戦略 アップ
、能 率化

・日本経済新聞社提供

i・NTTのDEMOS利 用

があ る
・会 社 ・団 体 ・人名

・た し算機 能(OR)

・かけ算機 能(AND)
知っていることが効率的検索の鍵

} ・品 目 ・業 界 ・地 域 ・ひき算機 能(NOT) ・検索結果の評価はぐ事業運営にどの
・競合会社の追跡 ・日経 ニ ュ ー ス テ レ コ ム ・コ弘 ・項 目 く各種 事象)

程度寄与 したかであり、特段の専門
・過去の動 向 ・日経 新聞社 提供 ・補助(専 門用 語等) ・オ ンライ ン接続 す る前 に 検索 方法

知識は必要としない
・地域情勢の把握 ・分類(紙 面 ごとの分類 名) (キ ー ワー ドの 選定 等)を 行 うこと
・商品調査 ・NK-MEDIA ・DEMOSに よ り提供 され るもの を利用
・VIPの 人物動向 ・日刊工業新聞社提供 ・キ ー ワ ー ド一 覧 表(辞 書 シ ソ ー ・内容検索の前に件数を調べ

、適切な す る場合 は、DεHOSの 最低限の 利用
・新商品発想の ヒン ト

ラス)も 提 供 され る ことが あ る 情報量になるまで検索方法を工夫する 方法を知っておく必要がある
・資料文献探 し ・TECHNOSEARCH

こ と
・平和情 報 セ ンタ提供 ・一般的 に は記 事要 旨

、掲載紙 ・

(・ マ クロ的情 報源・ミクロ的情 報源} ・CHUNICH【(ACE)
誌、 掲載 日 ・面の他 、記事 抄録

等が あ る

・辞 書 シソー ラスを活 用す る こと

(中 日新聞 記事 データベ ース)
・㈱中日新聞本社提供

・NTTのDE110S利 用 よ り

LASK嘲 。馴 全文,.,← 、、,
…

i.朝 日新聞 社提 供
1
:

1
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表3.3-1

新 聞 、 辞 書 、 タ ウ ン情 報 等 デ ー タ ベ ー ス

(2/3)

利 用 目 的 情 報 の 所 在

,(関 連DB)
補 助 手 段 効率的な使い方

(実用的な使い方)
必 要 な 知 識 そ の 他

・辞 書類の 検索

・各種調 査

`

・CDタ ウンペー ジ

・NTT提 供

i・ 電 話番号の 検索

i

i
l

i　

l

L次 の項目を一つ、又。徽 指定

す るこ とに よ って検索
・職 業分類

1・ 掲 載名i
・住所'

i

l

l
曽

1̀

・掲載名を利用する場合は
、カナで も漢

字でもよ く、また前方の数文字が正確

であれば検索可能

・住所を利用する場合は
、区名 ・市名 ・

1町 名のみからの検索も可能

・検索結果の件数を知ることがで き
、多

い場合に条件を追加することが可能

・特に な し ・検索結 果を掲載名の50音 順
、又 は

住所順 に並べ替え ることが可能

・検索結果 を必要 に応 じて プ リン トア

ウ ト可能

・現在、東京23区 分(110万 件)が 試

作 され実験中

・一枚 のCD-ROMに 収録 し
、パ ソ

コ ンで検索す る

・全国 のタ ウンペ ージを収録す る と
、

CD-ROMは2～3枚 にな る模様

・英独和

「最新科学技術用語辞典」
・三修社販売

・辞典をひく要領で英独和いずれ

か らで も単語を検索できる

・特 にな し ・PC-9800シ リーズにて利 用可能

・CD-ROMを 利用

・THEELECTRO卜llCENCYCLOPEDIA

英 語 版
・GLOL|ER販 売

・項目名か らの検索だけではな く

説明文中の単語からでも検索で

きる

・特 にな し ・CODASYL型 デー タベ ース利用

・IBMPCに て利用可能

・CD-ROMを 利用

・GENETYX-CD

・SDCソ フ トウ ェ ア 開 発 販 売

・核酸配列、蛋白質等、バイオ関

連の単語を検索できる

・特 にな し ・PC-9801 、IBM5550等 にて利用可能
・CD-ROMを 利用

・レ コー ドイ ン デ ッ ク ス

・凸 版 印 刷 ・口 外7ソ シェーッ提 供

・住 宅 地 図

・ゼ ン リン販 売

1
.

・作 曲者名 、演奏 著名等か ら、

求 め る レコー ド名や レコー ド会

社 を・検索 で きる

|・CDROM内 の 白地図 と固定

iデ ィスク内のデ ーク とを 合成 し

自社川白地図を作成できる

↓

1

「

・特 にな し
,・CD-ROMを 利 用

'特 に な し ・B16に て利用可 能

・CD-ROMを 利用
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表3.3-1

'新聞
＼辞 書 、 タ ウ ン情 報 等 デ ー タ ベ ー ス

(3/3)

利 用 目 的 情 報 の 所 在

1(関 連DB、

補 助 手 段
|
ll

1

効率的な使い方i必 要 な 知 識…

(実用的な使い方)1

そ の 他

i
!・書籍関連情 報の収集 ・東販P〔CS

{

1
}

・署名、 著者名 、出版社 名、 本の ・登録 され てい る項 目につ き、AND,ORに ・書籍 ・雑誌 に関す る一般的知識 ・オ ンライ ンで 提供 され る ものと、

(出 版情 報検索 シス テム) 主題 、定 価、 発行年 月 日等 、本 よる条件検索により書籍の検索が効率 磁 気 テープ等 オ フライ ンで提供 され

・書籍検 索 の履歴を項目別に分類 して登録 的に行なえる るものがある

・売 れ筋情報(ペ スト・セテ) ・日販NIPS してあり、任意の検索が可能
・近 刊 ・新刊情報 ・テーマ別 、著 音別等 、多彩 な選書 リス

・文学賞情報 ・JAPANMARC ・補助的利用としては次のような トの作成可能
・国立国会図書館の和図書 ものがある

デ ータベ ースか ら作成 ・言 語 コ ー ド

・国 名 コ ー ド

・日本十進分類法 等
1

・気象情報の取得 ・MICOS ・気象学の基本的知識 ・オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス は
、 公 衆 回 線

r'観 測デ ータオ
ン1・ 天気予報

・⑰ 日本気象 協会提供

・オ ン ライ ン ・サー ビス

・前 も って定 め られ た形式の レポ
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第4章 データベースの応用知識

デ ータベ ー スは,こ れ までの解説 の とお り目的 な らびに用途に応 じて種 々の ものがあ

る。知識集約化の時代だけに,ま た,技 術革新 も既に燗熟 の域を超越 して凄絶な生 き残 り

競争 のための戦略 策定 が必要 視 され てい る時だけに,オ ンライ ンで最新情報あ るいは有効

に寄与 の先進先端情報 を得 る方法の方が従来式での管理技法を遥かに凌駕す る効果を生む

可能性が高い。

4.1デ ー タベ ー スの 複 合 利 用

複 数 の デ ー タ ベ ー ス,あ るい は これ を超越 して複 数 デ ー タ ベ ー スの 各種 包 含 フ ァイル を

複 合利 用 とな る と,こ の 効 果 は 更 に卓 越 して創 造 的 な情 報 に転 化 で き る。 た だ し,デ ー タ

ベ ー スは ,そ の 間 に 著 しい シス テ ム あ るい は コマ ン ドの相 違 が あ り,実 際 には 相 当 に む ず

か しい 。 余程 の 長 い経 験 とス キ ルが い る。

4.1.1オ ン ライ ン 多重 複 合の 本 質 と問題 点

同質 の もの を異 種 デ ー タ ベ ー スで 複 合応 用 とい う こ とは極 め て難 しい。 特定 の 目的 に対

し,同 一 デ ー タ ベ ー スの 中 で違 う側 面 の フ ァイ ル を組 合 わせ 判 断情 報 の 形 に仕 立 て る方 法

が あ る。 この方 が,検 索 レベ ルを上 げ る訓練 と共 に オ ンライ ン情 報 検 索 の 基本 を醸 成 す る

ベ ー ス と しては 適 して い る。

例 え ば化 学 分 野 の場 合 な ら,デ ー タ ベ ースDIALOGに 含 まれ る数 多 い フ ァイル の中

で

1)純 技 術 的 な もの と して,

CASearch(フ ァ イル:311)

2)化 学 ビ ジネ ス情 報 と して,

ChemicalBusinessDatabase(フ ァイ ル:319)

3)産 業 ・製 品 ・市 場 情 報 と して,

ChemicalIndustryNotes(フ ァイル:19)

4)新 製 品 ・新 技 術情 報 と して,

PTSNewProductAnouncements(フ ァイル:621)

5)そ の ほか,

な どか ら必要 な情報 を 検 索 式 の登 録 な らび に切 り替 え の 実行 で結 果 を 総 合 す る とい う方 法

一107一



が これ に あ る。

更 に考 え方 とア クセ スを 変 え国 内 デ ー タベ ー スのJOISか ら,数 多 い フ ァイル を 個 々

に検 索 し総 合情 報 と して仕立 て あけ る とい う方 法 もあ る。

JOISは,国 内 で の数 多 の情 報 源 な らび に 海 外か らの 情 報 源,す な わ ち,フ ァイル を

持 ってい る。 同一 シス テ ムの下 で運 用 で きる とい う特 徴 が あ るか ら,情 報 の総 合 化 とい う

面 で は都 合 が 良 い。

こ こまで 至 らな くて もJICST科 学 技 術 文 献 フ ァイ ル を使 えば,国 内外 の 有効 な情 報

を,あ る検 索式 で総合 して抽 出総 合 とい う作業 を一 度 にす る こ とが で き る。

また,JOISとHINETか ら提 供 され て い る 「テ ク ノサ ーチ/タ イ トル ・サ ー チ」

や,日 経 産 業 新聞/朝 日新 聞 の 各 フル テ キ ス ト,日 本能 率 協 会 ・総 合 研 究所 の 「MDB」

な どの一 部,ま たは全 部 と総 合 して 解 析 とい う こ と もあ る 。

要 は考 え方 次 第 であ る が,む や み に デー タベ ー スの エ ン トリー数 を ふ や して,強 引 に複

合 検 索 の実 を挙 げ よ うと試 み るの は,労 多 く して その 実,成 果 の充 実 は 到 底 望 め な い こ と

を 認 識す べ きであ る。 加 え て,予 想 を 遥 か に上 回 る コス トと管 理 レベ ル が 必 要 な こ とを覚

悟 しなけ れは な らない 。地 味 で も一 つ 一 つ の デ ー タベ ー スを こなす 努力 が 応 用 力 を 生 む。

オ ン ライ ン検 索 とはそ の よ うな もの'で あ る。

4.1.2デ タ ベ 「 ス接 続 法の 選 び 方

1)海 外 デ ー タベ ー スへ の接 続

海 外 デ ー タベ ース に接 続 して検 索 す る にはKDD提 供 国 際 デ ー タ 伝送 サ ー ビス と し

て のVENUS-Pを 使 う方法 と,デ ィー ラが設 定 して い る直通 回 線 を使 うもの の 二

つ が あ る。VENUS-Pは,次 項 で 解説 のパ ソ コ ン通 信 で も全 く同一 の扱 い方 で扱

え る。DIALOGはVENUS-Pを 経 由す る方法 とテ ィー ラが 設 定 の直 通 回 線 の

二種 が あ る。基 本的 に後 者 す な わ ち直通 回線 利 用 の方 が80円/分 と安 い 。

VENUS-P利 用 では,検 索 実 行 の 巧拙 に もよ るが 大体90～100円/分 の通 信 費

とな る。た だ し,こ の場 合KDDのVENUS-Pは,東 京 また は 大 阪 の ノ ー ド局 に

国内 の 何処 か ら掛 け て も国 内で の 回線 使 用料 はKDDの 負担 とな って都 合 が よい が,

直通 回 線利 用 の場 合 に は最 寄 りの ノー ド局 まで の通 話 料 が 課せ られ る か ら,立 地 条件

を十 分 考量 した対 処 選 定 が 望 ま しい 。

も し複数 の デー タベ ース を連 続 して切 り替 え使 用 す るな ら,KDDのVENUS-

Pを 利 用 した方 が便 利 とな る。

一108一



2)国 内 デ ー タベ ース へ の接 続

詳 細 は 省略 す る が,JOISな らび にNTTの ネ ッ トワー クは全 国 の各 地 に展 開 さ

れ 、 そ の 他 の分 は,東 京 と大 阪 に ノ ー ド局 を設 置 して い る ケー スが 多 い。 この一 般 回

線 の 他 に,NTTが 実 施 して い るDDXパ ケ ッ ト交換 網 を利 用 す る方 法 が あ る。立 地

条 件 の悪 い所 は この 方 式 を使 った方 が 得 策 とな る。 ただ し,手 続 きが わず らわ しい。

最 寄 りのNTTに 聞 い て対 処 す る よ うに して戴 きた い。

4.1.3企 業 ・機 関 内の デ ー タ ベー ス との相 関

企業 ま たは 機 関 の デ ー タベ ー スは,独 自の システ ムに よって運 用 され て い る か ら
,汎 用

大型 に設 定 され た 商用 デ ータ ベ ー ス との シス テ ム とは本 質 的に 整 合 性 が な い 。往 々に して

これ らを 内 部 デ ー タ ベ ー ス と結 合 しよ うとす る企 画 を
,本 社 機構 の シス テ ム担 当者 が 大 義

名 分 と して実 行 しよ う とす る向 きが あ るが,所 詮 は 水 と油 を混ぜ る よ うな もの で あ り,慎

重 に と り組 むべ き であ る。

外 部 商用 デ ータ ベ ー ス を基 本 と して考 慮 す る場 合 には ,た とえ ばORBITが 実 施 して

い る プ ライ ベ イ ト・フ ァイ ル とい うよ うな 制度 に加 入 し委 託 すれ ば で き るが
,こ の 場 合 も

相 手 方 の シス テ ムや コマ ン ド体系 に マ ッチ させ な け れ ば な らな い とい う条 件 が 絡 む 。

解 決 の道 は あ るが,全 く独 創的 で両 者 を受 け 入れ,自 由に検 索 で き る とい う観 点 にた っ

て の ソ フ トウ ェア で な けれ ば な らな い。

4.2パ ソコ ン通 信

パ ソコ ン通 信 とは 狭 義 に は い わゆ るBBS(電 子 掲 示板)の こ とを い う場 合 もあ るが
,

本 来 は パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 通 信 機 能 を 利用 した社 会 的活 動(=コ ン ピュー タ ・コ

ミュ ニケ ー シ ョ ン)す べ て を さす の で あ り,デ ー タ ベ ースへ の検 索 も この一 つ の機 能 と し

て と らえ る こ とが で きる 。 ここで パ ー ソナル コ ン ピ ュー タの通 信機 能 を利 用 して行 え る こ

とを機 能的 に分 類 してみ る。

1)大 型 機 のTSS

2)デ ー タ ベ ー ス 検 索

3)電 子 メ ー ル

4)電 子 掲 示 板(広 義 のBBS)

5)電 子 会 議

6)ホ ー ム ・ シ ョ ッ ピ ン グ(ト レ ー デ ィ ン グ)
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ま す,コ ン ピ ュ ー タ通 信 は大 型 機 の 高 度 な 機 能 を遠 隔 地 か ら利 用 す るた め の タ イ ム

シ ェ ア リン グサ ー ビスか ら始 ま った 。 パ ソ コ ン通 信 の 他 の機能 も基本 的 には この延 長 に あ

る。

電 子 メ ール は個 人用 の フ ァイル を ホ ス ト機 の 中 に持 ち,そ の フ アイル ヘ メ ッセ ー ジを 入

れ て お くこ とに よ りコ ミュニ ケー シ ョンを行 う もの で あ る。 す で に世 界 中 を ネ ッ トして い

る もの もあ り,ビ ジネ スの分 野 で は テ レ ッ クス に替 わ って広 く使用 され て い る。

4.2.1BBS(電 子 掲 示 板)

このBBSと 電 子 会 議 こそ が パ ソ コ ン通 信 の 中 心 的 な機 能 で あ る。 これ か らの コ ン

ピュー タに よ る情 報 化 の流 れ にお いて 重 要 な位 置 を 占め る こ とは間 違 い な い もの と思 わ れ

る。BBSは 公共 の掲 示 板 と同 じよ うに利 用 す る もの で,通 常 は ジ ャ ンル 別 に分 かれ た掲

示 板 上 に,シ ステ ム に参 加 してい る もの が誰 で も,あ るい は特 定 の グル ー プだ け が 読 む こ

との で き る メ ッセ ー ジ を残 す もの で あ る 。 この シス テ ムは最 初 パ ソ コ ン上 で開 発 され た

が,現 在 で は全 国 を ネ ッ トす る よ うな 大 規 模 な もの まで あ る。 これ は規 模 の点 か ら3つ に

分類 で き る。

1)狭 義 のBBS(Bulletin-BoardSystem)

個 人 また は 団体 に よって運 営 され る小規 模 な範 囲 を対 象 とす る もの であ る。 内容 は

運営 者 に よ り様 々で,簡 単 に始 め られ る反面,う たか た と消 え て しま う もの も多 く,

全 米 で 数千,日 本 国 内で も既 に 千 近 くのBBSが 稼 働 してい る。 シス テ ム的 には 手持

ちの パ ソ コ ンを ホ ス トと して お り,そ の 内容 も千差 万別 で あ るが,個 人 や グル ー プの

持 って い るデ ー タの提 供 と相互 交 換 を 目的 と してい る 。 これ ら多 くのBBSが 現 代の

コ ン ピ ュー タ コ ミュニ ケー シ ョンを底 ざ さえ してい る,と い うよ りも,そ の パ ワー の

大半 が こ こに存 在 す る事実 を 決 して 見 落 と しては な らな い。

2)LAS(Local-AreanetworkServices)

や や 大 きめ のBBS,お お む ね 同一 通 話 料 金 の 区域 を サ ー ビス エ リア と して い る も

ので あ る。地 域 の ニ ュー ス,催 し もの の案 内,オ ンライ ン ・カ タ ロ グな どの 比較 的 限

られ たサ ー ビス を行 う。 クロー ズ され た(そ の システ ム 内だけ で 有 効 な)電 子 メー ル

の シス テ ム も持 っ て い る。 日本 で は 有 料 のNETと い って もせ いぜ い は 東 京 地域 の

ロー カ ル サ ー ビ ス にす ぎな い と い う現 状 で あ り,大 分 のCOARAな どを例 外 と し

て,ユ ーザ ーが 居 住す る地 域 に根 ざ した 個 人 の生 活 レベ ル で使用 可能 な ものは 現 在 の
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と ころほ とん ど未成 立 とい う段 階 で あ る。

3)NAS(National-AreanetworkServices)

大 規 模 なBBS,と い う よ りもBBSを 一 部 に含 ん で い る複合 的 な ネ ッ トワー ク

サ ー ビスで あ る。VANを 利 用す る ことに よ り全 国 を カバ ーす る。 サ ー ビス内 容 は 多

岐 にわ た り,各 種 デ ー タ ベ ース との ゲイ トウエ イ も行 う。 つ ま り個 々の デ ー タベ ース

と加 入 契 約 を す る こ とな く,こ の サ ー ビス との 契約 をす る こ とに よ って多 くの デ ー タ

ベ ー スに ア クセ スす る こ とが 可能 で あ る。 中 に電 子会 議 や オ ンライ・ンシ ヨッ ピン グ と

い った サ ー ビス も行 な って い る。 まだ米 国 で しか 実現 して い な い もの であ るが,ご く

近 い将 来 国 内 で もサ ー ビスが 開始 され る可能 性 があ る。

BBSの 内 容 で あ る が,も っ と も多 い の は 当然言 葉etよ る メ ッセ ー ジの 交 換 で あ

る。 次 に 多 い の は ダ ウ ン ロー デ ィン グ ・サ ー ビス といわ れ る ソフ トの供給 で あ る 。 こ

うい ったBBSを 運 営 す るの に必 要 な もの を始 め と してあ らゆ る種 類 の ソ フ トウ ェア

が オ ンラ イ ンで準 備 され てい る。 ほか に もオ ン ライ ンで お こなわ れ るチ ャ ッ トとい う

キ ーボ ー ドに よる会 話 や そ のBBS内 で機 能 す る電子 メール な どが あ る。

4.2.2電 子 会 議

電 子 会 議 の歴 史 はBBSよ りも古 く,世 界 初 の 電 子 会議 シス テ ムEMISARI(Emerge-

ncyManagementInformationSystemandReferenceIndex)が 立 ち上 が った のは

1971年 の こ とであ る。 当 初 か ら メー ンフ レー ム(大 型機)を ホ ス トに す る端 末 の ユ ーザ ー

同士 で技 術 開 発 に つ い て の 活発 な コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが行 われ た 。 さ らに メ ッセ ー ジ間 の

結 合 を はか っ た り,司 会 者 や参 加 者 に 対 して議 事 の ア クセ ス状 況 を 知 らせ た りす る こ とな

どに よ り,い っそ うの 高機 能 化 が 進 め られ てい る。

電 子 会 議 に は テ ーマが 必 ず あ るが,こ れ は 掲 示板 の よ うな単 な る カテ ゴ リーの 分 類 で は

な く,特 定 な テ ーマ に沿 った各 メ ッセ ー ジの 間 に は有 機的 なつ な が りが存 在 す る こ とが特
1

徴 で あ る。

電 子 会 議 の長 所 を あげ る と,ま ず時 間 的 に 自由 で あ るこ と,い つ で もホ ス トに ア クセ ス

す る こ とに よ り参 加 で き る。 つ ぎに空 間 的 に 自由 で あ るこ と,ど こに い て も機 器 と通 信 回

線 さえ あ れ ば参 加 で き る。 さらに身 分 的 に 自由 で あ る,参 加 者 は 資格 に とらわれ る こ とな

く発 言 で きる 。逆 に電 子 会 議 に お い ては 参加 者 の資 格設 定 が 自由 に で き る,読 む だ け の会

議 や,非 公 開 の会 議 の 開催 も可能 で あ る。 また 当然 な が ら記録 性 が優 れ て い る,こ の こ と

は 議論 の透 明性 が 高 い とい うこ と も示 して い る。 記 録 があ るの で,だ れ が どの よ うな考 え
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方 を して,い つ考 えが 変 わ った の か 簡 単 に理 解す る こ とが で き る。

そ して電 子 会 議 にお け る最 大 の 長 所 は プ ロセ ス を重 視 す る こ とであ る。 自分 の 意 見 を 他

人 の意見 と重 ね合 わ せ て読 む こ とに よ り,お 互 いの 考 え を 触発 す る こ とが で き る。 結 果 よ

りも過 程 を 重 視す る よ うにな り,自 由 で創 造 的 な思 考 が 促進 され る。

つ ぎに 電 子会 議 の 短所 と して は ,顔 が み え ない こ と,こ の こ とは 匿名 性 の 点 か ら発 言 が

無 責任 に もな りか ね な い。 発 言 力 が個 々に違 うと,自 己顕 示 欲 の 強 い ものの 独 壇場 に な る

危 険が あ る。継 続的 な議 論 に な りが ち な の で,即 時 的 な解 決 は 難 しい 。参 加 者 が 基本 的 に

対 等 な立場 で議 論 をす るた め,な ん らか の 決 定 を導 き出す のが 困 難 で あ る。 また 会議 が 進

行 す るに つれ て,経 過 の整理 に手 間 が か か る よ うに な る。

そ して最 大 の短所 は 司会者(議 長)の 力 量 が要 求 され る ことに あ る。 会 議 が参 加 者 の増

大 に よ り個 々の発言 を議 長 が管 理 す る こ とが で きな くな り,議 論 の密 度 が 薄れ,参 加 者 が

去 って い く現 象が しば しば 起 こる。

電 子会 議 の活用 にお い ては 限 られ た,比 較 的 少 数 の グ ル ー プで 有用 であ り,テ ー マは 長

期的 な ものが 適 してい る。 た とえば 一 般 の 会議(ミ ーテ ィ ング)の 準 備 ・継 続 へ の 利 用 ,

教 育,企 業 内 部 で の トレー ニ ン グ,外 部 へ の マ ニ ケテ ィ ング,そ れ に地 域 内 の コ ミュ ニ

ケー シ ョンの促進 と い った ものが 考 え られ る。

さて,電 子 会議 とデ ー タベ ー ス との違 い は共 有 型 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンを実 現 す る こ と

に あ る。 情 報 伝達 の 手段 と しての 電 子 会議 は[個 コ ←→[個 コ の電 子 メー ルや[個 コ ←→

[多]のBBSと 異 な り,[多]← →[多]に お い て 情 報 を共 有 す る こ とに よ り機 能す る

の であ る。

つ ま りデ ー タ とは本 来 人 間 が 共 有 し活 用 で きる もの で な くては な らな い とい うこ とで あ

る。 デ ー タ を た だ取 り込 む だ け で は な く,イ ンフ ォメ ー シ ョンと して 加工 し,イ ンテ リ

ジ ェ ン ス と して 発 信 して い く もの で あ る とい うこ と ,そ して それ らが結 果 と して 新 た な

デ ータベ ー ス とな りうる とい うこ とを認 識 す る こ とが必 要 で あ る。 そ うい った 知的 活 動 に

パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タは 必 ず 有 効 な ツー ル とな りパ ー ソナ ル コ ン ピュー タに よ る通 信 も

そ の一 環 と して機 能 して い くの で あ る。
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4.3人 工 知 能

4.3.1人 工 知 能 とは

人工 知 能 とは,人 間 の 知能 あ る いは 思 考過 程 の分 析 を通 して ,そ れ と類 似 の機 能 を機 械

的 に 実現 す る こ とを 目的 とす る もの で あ る。 しか し,人 間 の 知能 の動 きは 極 め て 複 雑 であ

り,現 在 の人 工 知 能 の研 究 は,あ く まで も人 間 の知的 活 動 を補 助 ・支 援 す る こ とを 中心 に

進 め られ て い る。

人 工 知 能 の 大 き な 特 長 は,① 従 来 不 可 能 で あ った 「知 識」 の表 現並 び に蓄 積 が 可 能 と

な って い る こ と,② 知識 の蓄 積 に よ り,徐 々に成 長 してい く(賢 くな って い く)シ ス テ ム

が構i築 で きる こ と,の2点 に 集 約 で き よ う6

人 工 知 能 の 中 で最 も研 究 が進 み,実 用 化 も進 ん で い る もの の 一 つ が ,こ の特 長 を最 大 限

に生 か したエ キ ス パ ー ト ・シス テ ム であ る。 これ は ,従 来,専 門家 の み が知 りえ てい た 各

種 の ノ ウハ ウや知 識 を計 算機 に覚 え させ て お くこ とに よ り,誰 に で も高 度 な仕 事 が て きる

よ うに 支援 す る もので あ る。 具 体 的 に は ,企 業 信 頼 度測定(財 務 諸 表 分 析),油 田探 索,

各 種 設 計業 務,資 金運 用 コ ンサ ル テ ィン グ等 に利用 され て い る例 が あ る。

人 工 知 能 の 研 究 は,こ の エ キ ス パ ー ト ・システ ム以 外 に も ,自 然 言 語処 理,パ ター ン認

識 等 の分 野 に広 が ってお り,今 後 逐 次 実 用 化 の時 代 に突 入 す る もの と予 想 され る。

4.3.2人 工 知 能 を と りま く最 近 の動 向

最 近 では,各 企 業 も,コ ス ト削減,製 品 や サ ー ビスの多 様 化 ,新 市 場 と ビジ ネス チ ャ ン

ス の創 出 等 を も くろ んで ,人 工 知 能 に 大 きな 関心 を寄 せ る よ うに な らて きて い る。

上 述 した エ キ ス パ ー ト ・シス テ ムを と らえ て も ,単 に誰 もが 専 門的 知 識 を駆 使 で き る よ

うに な るだ け では な く,社 員 が いな くな って も企 業 の ノ ウハ ウを知 識 ベ ー ス の形 で 蓄 積す

る こ とが で きる とい うメ リッ トが あ り,他 社 との 差 別化 を 図 る上 で重 要 な意 味 を持 って い

る 。 さ ら に,こ れ ま で 人 工 知 能 は 専 用 の マ シ ンや環 境 に お いて 実 現 され るの が一 般 的 で

あ った が,異 機種 マ シ ンとの 結合 技 術 や,人 工 知能 用LSIの 登場 に よ り,情 報 処 理 との

融 合 が 可能 とな りつ つ あ り,よ り広 い範 囲 で の応 用 が 期待 され る よ うに な って きて い る。

この よ うに,人 工 知能 の マ ー ケ ッ トは 現在 では まだ限 られ て い るが
,従 来,コ ン ピュー

タ が適 用 で き なか った分 野 に も用 途 を拡 げ てい く潜在 能 力 を秘 め た もの と して 注 目 され て

い る の であ る。

また,従 来 で は,企 業 が 自 らの業 務 効 率 化 の た め に人工 知 能 関連 シ ステ ムを 開発 して き
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てい たが,最 近 では一 般 的 に利 用 で きる人 工 知 能 ツ ール や推 論 エ ンジ ンな どが 盛 ん に発 売

され て お り,本 格 的 な 人工 知能 時 代 に 突入 した感 が あ る。

4.3.3デ ー タベ ー スへ の 応 用

デ ータベ ース に関 連 した 分 野 に おい て も,人 工 知 能 の 活用 が 期 待 され て い る。 以 下 に,

具体 的 な応用 と して考 え られ る事 例 を 示す 。

(1)デ ー タベ ース の選 択

デ ー タベ ー スの種 類 が増 加 す るにつ れ て,利 便 性 が高 ま る反 面,ど の デ ー タベ ー スを

利用 す るのが 最 適 で あ るか を見 つ け る こ とが 困難 に な りつ つ あ る。 そ こで,エ キ スパ ー

ト ・シ ステ ム の利用 に よ り,目 的 を達 成 す るの に 最 適 な デ ー タベ ース を選 択す る上 で,

専 門家 と同等 な コ ンサ ル テ ィン グを受 け られ る よ うに な る こ とが 期 待 され る。

す なわ ち,ど こ に どの よ うな デ ー タベ ー スが 存 在 す るか を知 識 ベ ース に蓄 え て お き,

利用 者 の要 望 を解 釈 す る こ とに よ って,デ ー タベ ー ス ・ク リア リング ・サ ー ビスを 行 う

よ うな人 工 知能 シス テ ムを 構 築す る こ とが 可能 とな る。

(2)デ ータベ ース へ の格 納

情 報 を デ ー タ ベ ー ス に 格 納 す る際,後 日効 率 的 に参 照 で き る よ うに す る ため,キ ー

ワー ドを設 定 して お くこ とが 重 要 で あ るが,現 実 に は 多大 な稼 働 を要 す る こ とか ら困 難

な作 業 とな って い る ケ ー ス が 多 い 。 そ こ で,人 工 知能 を利 用 して キ ー ワー ド検索 を行

い,蓄 積 の 自動 化 を図 る こ とが 期 待 され て い る。 これ と同 様に,抄 録 の 自動 作成 につ い

て も研 究 が進 め られ てお り,将 来 的 に,デ ー タベ ー ス構 築 に おけ る効 率化 が 進 展す る で

あ ろ う。

海外 文献 の デ ー タ ベ ー ス等 で は,日 本 語 へ の翻 訳 を人 工 知能 を用 い て 自動 的 に 行 うこ

とが 期 待 され る。言 語 の問 題 は,デ ー タベ ース の流 通 ・積 極 的活 用 の面 か ら見 る と非常

に重 要 で あ り,こ の よ うな技 術 が 日本 のデ ー タベ ー ス が よ り成 長 す る契機 に な る可 能 性

,もあ る。

また,マ ル チ メ デ ィア ・デ ー タベ ー スが 発 展 して くる につ れ て,入 力 され た情 報 が ど

の よ うな メデ ィア な の か を 認 識 す る こ と や,入 力 され た ままの 形態 では な く最適 な メ

テ ィアに変換 して蓄 積 す る技 術 が必 要 に な って くる もの と考 え られ る。 この よ うな面 に

お いて も,人 工 知能 技 術は 欠か す こ との で きな い もの に な ろ う。
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(3)デ ー タベ ース の検 索

現 在 の デ ー タベ ー ス には,各 種 の検索 キ ーや条 件 式 が用 意 され て い るが,そ れ て も専

門 家 以外 に と って検 索 が 困 難 で あ る場 合は 多 々存 在 す る。 そ こで,自 然言 語認 識 や マ ル

チ メデ ィア処 理,エ キ ス パ ー ト ・シス テ ム等 の人 工 知能 の応 用 技 術 を 活用 し ,ユ ーザ ・

フ レン ド リー な マ ンマ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス を構 築す る こ とに よって ,簡 便 に デ ータ

ベ ース を検索 す る こ とが で き る シス テ ムの構 築 が 試 み られ る よ うに な る もの と考 え られ

る。

この段 階 での デ ー タベ ース の検 索 イ メ ー ジは,利 用 者 が コ ン ピュー タか ら 出 され る質

問 に答 え なが ら,特 段 の 専 門 知識 を必 要 とせ ず に,自 然 な 形 で 検索 を進 め て い く対 話 形

式 に な るで あ ろ う。

また,従 来 か ら提 供 され て い る キ ーに よる検 索 に おい て も,人 工 知 能 を 用 いれ ば 与 え

られ たキ ー につ い て の み検 索 す る の では な く,関 連 を持 ち そ うな もの を含 め て検 索 す る

いわ ゆ る 「曖 昧 検索 」 も可能 とな ろ う。す な わ ち ,検 索 条件 と して 「A+B」 が 与 え ら

れ た 時,知 識 ベ ー ス を 参 照 す る こ とに よ り,キ ー 「C」 も関連 が 深 い こ とを認 識 し,

「C」 につ い て も 自動 的 に検 索 す る よ うな 機 能 で あ る。 この よ うな機 能 に よ り,検 索 効

率 が 飛躍 的 に 高 ま るこ とが 期 待 で き,デ ー タベ ー ス の検 索 に一 般 的 に 必 要 と され る専 門

知 識 の 量 も少 な くな る こ とか ら,多 くの 人 が デ ー タベ ー ス に ア クセ ス で きる'よ うに な

る。

さ ら に,人 工 知 能 に よ って 異 種 デ ー タベ ー ス を 自動 的 に変 換 し,現 在 ア クセス 中 の

デ ー タベ ース と結 合 させ る こ とに よ り,ユ ーザ が 意 識せ ず に 他 の 多 くの デ ー タベ ース に

ア クセ スで きる よ うに な る こ と も考 え られ る。

(4)デ ー タベ ー スの 性能 測定 並 び に改 善

デ ー タベ ー スを 設 計す る 際 には,高 度 な ノ ウハ ウが必 要 で あ り,特 に性 能 の 良 い デ ー

タ ベ ース を構 築 しよ うとすれ ば,相 当 の知 識 と経験 を要 求 され る。 しか しなが らそ の反

面,デ ータベ ー スの利 用 は急 激 に増 加 して お り,こ れ に 対 応 で きるだ け の,十 分 な ノ ウ

ハ ウを有 す る設 計者 が 育 成 され てい な い のが現 状 で あ る。

そ こで,設 計 した結 果 を入 力す る と,そ の性 能 を測定 し,改 善 す べ き ポイ ン トを 教 え

る よ うなエ キ ス パ ー トシ ス テ ムが 有 効 とな る。 具 体 的 には,ス キ ー マ等 の構 成 上 の 情 報

や,ア クセ ス 頻度,ア クセ ス順 序 の よ うな運 用 上 の情報 を入 力す る と,シ ュ ミレー シ ヨ

ンに よ って 性能 評 価 を 行 い,さ らに,デ ータ ベ ー ス設計 の専 門 家 の ノ ウハ ウを蓄 積 した
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知 識 ベ ー スを エ キ スパ ー トシ ス テ ムに よ って参 照 す る こ とに よ って ,改 善 点 を 示 して い

くこ とに な る。 システ ムが 指 摘 して くる改 善点 に は,イ ンデ ックス の付 け 方 ,ア クセ ス

方 法 の工 夫,セ ッ トの張 り方 等 が あ りうる。

この よ うな システ ムは 既 に試 作 され た 例 もあ り,今 後 デ ー タベ ース を設 計 す る上 で 大

きな助 け にな ろ う。

(5)デ ー タベ ー スの チ ー タ構 造 の設 計

上 記(4)で は,一 度作 成 した デ ー タベ ー ス を測定 し改 善 す る人工 知能 シス テ ムにつ い て

述 べ たが,さ らに進 ん で,デ ー タベ ース の設 計 作業 を最 初 か ら人工 知能 の 利 用 に よ り機

械 化 で きれ ば,大 きな効 率 化 が 図 れ る こ とにな る。 デ ー タベ ース の利 用 者 側 か ら見 た論

理的 条件 とフ ア,イル等 に代 表 され る環 境 側か ら見 た物 理 的 条 件 を 入 力す る と,設 計 に 関

す る知識 を参 照 しつ つ,最 適 な デ ー タベ ー ス を構 築 してい くよ うな シス テ ムが想 定 され

る。

今 後,デ ー タ ベ ー ス の 構 造 を 記 述 す る ス キ ーマは,「 外 部 スキ ー マ」 「概念 スキ ー

マ」 「内部 スキ 三マ」 の3層 構 造 を持 つ よ うにな る と言 われ て い るが ,こ れ らを人 工 知

能 を利 用 して 自動 的 に作 成 す る こ とが 考 え られ る。特 に 「概 念 スキ ー マ」 は これ らの 中

核 を な し,デ ー タ相互 の関 係 や ビ ュー と物 理 フ ァイル の関 係 を 管理 す る もの で あ り,こ

の設 計 に 当た って人工 知 能 の活 用 が 期 待 され る。

(6)デ ー タベ ースの デ ータ構 造 の チ ュー ニ ン グ

上 記 は,デ ータベ ース の運 用 開 始 前 に 行 うス タテ ィ ックな 設 計 作業 であ るが,こ の 次

には,運 用 中 に ダイナ ミックに構 造 を変 化 させ,最 適 な状 態 に 保 つ よ うな人 工 知能 応 用

システ ム も考 え られ る。

イ メ ー ジ と しては,DBMSの 内部 に 知 識 ベ ース や推 論 エ ンジ ンを組 み 込 み,デ ー タ

ベ ー ス の 運 用 状 態 に お い て デ ー タ の 生 成 ・参 照 ・変 更 ・消 滅 の 特 性 を分 析 す る ことに

よ って,デ ー タ構 造 を ダイ ナ ミ ックに最 適 な形 にチ ュー ニ ン グ して い くもので あ る。 こ

れ に合 わ せ て,自 動 的 に 再編 成 や 再構 成 を行 わせ る こ と も可 能 とな り,一 般 的 に非 常 に

複雑 であ る と言 われ て い るデ ータ ベ ー ス の運用 面 で の支 援 が 可 能 とな って,デ ータベ ー

スの管 理 が非 常 に手 軽 に な る。
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(7)知 的 デ ー タベ ー スの 構 築

人工 知 能 を利用 すれ は,デ ー タ ベ ー ス 自身 に イ ンテ リジ ェ ンスを 持 たせ る こ と も可能

で あ る。 例 え ば知 識 ベ ー ス に記 され た一 定 の規 則 の も とに デ ー タベ ース相 互 が 情 報 を交

換 しあ うこ とに よ り,新 しい デ ー タベ ー ス を構 築 して ,ユ ーザ が よ り便 利 に 利用 て きる

よ うに す る こ とが 考 え られ る。 また ,ユ ーザ が よ く参照 す る項 目 とか,利 用 す る検 索 手

段 の 特性 とい った ユ ーザ の個 性 を把 握 し,そ れ に応 じて ユ ー ザ個 々に と って最 適 な デ ー

タベ ー ス に変 更 して い くこ と も期 待 で き る。

この よ うな知 的 デ ー タ ベ ー スが 構 築 され る よ うに なれ ば
,ま す ます 多 くの ユ ーザが 手

軽 に デ ー タベ ー ス を利 用 す る よ うに な る であ ろ う。

(8)デ ー タベ ー ス と知 識 ベ ー ス の結 合

これ まで・ デ ー タベ ー ス の環 境 に 対 して外 部 か ら支援 す る意 味 で の人 工 知 能 の応 用 に

つ い て 見 て き た が ,最 終 的 に は 人 工 知 能 が デ ータ ベ ー ス ・シス テ ム の内 部 に 入 り込 み

デ ー タベ ース と共 存 して 結 合 す る よ うにな るで あ ろ う。

例 と して,ビ ジ ネス用 に せ よ研究 用 に せ よ ,人 間 の仕 事 を支 援 す る ワー クス テ ー シ ョ

ンを取 る と,現 在 は デ ー タ ベ ー スが 重 要 な 役割 を果 して い る もの の ,今 後,処 理 の 高度

化 に伴 って 必要 とな る支 援 機 能 と して は,単 に 過 去 の情 報 を 蓄 積 し提 供 す る こ とに 止 ま

らす 、推論 を 含 む いわ ゆ る知 識 処 理 が 重要 な地 位 を 占め て くるで あ ろ う。

また,知 識 ベ ー スの 大 量 化 に伴 い そ の知 識 の 元 とな った デ ー タベ ー ス 自身 を知 識 ベ ー

ス と見立 て る知 識 ベ ース の デ ー タ ベ ー ス化 や
,よ く利用 す る デ ー タベ ース を知 識 ベ ース

の形 に変 形 す るデ ータ ベ ー ス の知 識 ベ ース化 が 行 わ れ る よ うに な る。 具体 的 には,統 計

数 値 や辞 書 な どの デ ー タ ベ ー スを,人 工 知 能 技 術 で意 味 解 釈 す る こ とに よ り知識 ベ ー ス

と して活用 す る こ とな どが 考 え られ る。 これ に よれ ば ,巨 大 な 知識 ベ ー スを非 常 に コ ン

パ ク トに所 有 す る こ とが で き る こ とに な る。

この よ うに,現 在 デ ー タ ベ ー スを 活 用 して い る の と まっ た く同 等 な レベ ル(利 用 形態)

で,知 識 ベ ースや 推 論 機 構 が 利 用 で き る よ うに な る こ とが 望 まれ る の で あ る。 これ を実 現

す るため に は,従 来 の デ ー タベ ース と知 識 ベ ー スを同 等 な表 現方 法 で記 述 す る必 要 が あ る

他,マ ン マ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス やOSか ら見た 見 え 方 につ いて ,統 一 を 図 る必 要 が あ

り,こ れ ら の実 現は 今後 の研 究 課 題 であ る。
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